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　　　プロローグ





　壁かべの一面に大きなモニターが何台も設置されている。

　静かで、広い、完全に管理された空間。年ねん齢れいも性別も異なる者たちが、その一室に集まっていた。

「さて、ミナトくんの能力をさらに強化するのが我々の急務であるわけですが……」

「何か次の策は上がっているのかしら？」

「はい、博士のお知り合いに、その任に非常に適した人材がいると……」

「あら、それは頼たのもしいこと。いったいどのような？」

「『世界魔ま法ほう五大国』については、説明が必要な方はここにはいないと思いますが……」

「現代まで高度な魔ま法ほう技術を伝える世界でも希少な五つの国。シャルスティア王国、ファルバザード皇国、ダル＝カーハ首長国連れん邦ぽう、トランカナン共和国、エルキシュ公国のことですわね」

「その、トランカナン共和国には十三の部族があり、それぞれ特とく殊しゆな能力を持った魔ま物ものを召しよう喚かん・使し役えきするのですが、奇くしくも人間を性的に辱はずかしめることに特化した、淫いん魔まを召喚する部族が存在するらしいのです」

　会話を主導していた一人が、そこで視線を移す。つられるように、やりとりをしていたもう一人も。

　その注目を受けて促うながされるように、黙だまっていた一人がおもむろに口を開いた。

「その部族では、淫魔がもたらす性的な刺し激げきが人間の悪あしき魂たましいを浄じよう化かする、と信じられておりましてね。やっている本人たちは大おお真面目まじめなのですよ」

「まぁ、興味深い風習ですわね」

「実際、トランカナンでは淫魔による罪人懲ちよう罰ばつというものも行われているのですよ。そして本当に、淫魔に刺激されることで罪人たちは更こう生せいするのだとか。実は、トランカナン研究の第一人者が、私の師し匠しようでしてね」

「その方が、大変優すぐれた召喚士のつてがあるとのことで……。初めは難色を示されたのですが、我々の目的の魔法学的な重要性を説明し、ようやくご理解をいただけました」

「それは素晴らしいですわ。では、そのプロジェクトを開始できるのはいつごろになりまして？」

「今現在、すでにシャルスティアに向かってフライト中です。数日後には、開幕となるでしょう……」










　　　第一章　家族の肖しよう像ぞう





　カポッ、カポッ、カポッ、カポッ……、ブルルルッ。

　規則的な蹄ひづめの音が止やみ、二頭の白馬は小さく鼻を鳴らした。

　ガチャッと扉とびらが開き、ソフィアとマリーを先頭に、俺おれたちはきらびやかに飾かざられた馬車を降りる。

　重じゆう厚こうな石造りの階段からエントランスまで真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しかれていて、王女としての正装──頭にはティアラを載のせ、ドレス姿のソフィアとマリーは慣れた様子でその上を進んでいく。

　二人はこのシャルスティア王国の王位継けい承しよう権けんを持つ、正しよう真しん正しよう銘めいのお姫ひめ様さまであり、同い年の従姉妹いとこ同士だ。

　白いドレスを着ている方がソフィア。肩かたにかかる程度のまっすぐなスカイブルーの髪かみに、気の強そうなサファイアブルーの瞳ひとみ、雪のように白い肌はだ、桜色の唇くちびる。そして均整の取れたプロポーション。特にそのバストの大きさと形の良さは特筆に値する。まだ十七歳さいにして、見る者が自然と跪ひざまずきたくなるような高貴な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

















　青いドレスを着ている方がマリー。ふんわりと腰こしまでかかるマリングリーンの髪に、優しさに満ちたエメラルドグリーンの瞳、雪のように白い肌、桜色の唇。そしてゴージャスなボディ、見る者の目を奪うばうたわわな胸のふくらみは、それでいてまるで聖母のような清き輝かがやきを放っている。

　姫様二人に続いて、馬車から出たのは忠実なる二人の従者、クリスと雪ゆき花かである。

　王女専属の近衛このえ騎き士しであるクリスは、凛り々りしい騎士装束に身を包んでいた。意志の強そうな碧へき眼がんに、金きん髪ぱつのポニーテール。すらりと引き締しまった四し肢しと、女性的で魅み惑わく的てきな胸から腰へのライン。なのにまだ顔には十五歳らしい幼さも残る。

　姫様たちの世話係である雪花は、それとわかりやすいメイド服を身につけていた。どこかミステリアスな無表情な顔は、にもかかわらず息を呑のむほどに整っている。黒く吸い込こまれるような瞳、黒く艶あでやかなショートボブ。クリスと同年齢であるのにまだ未発達な中性的な身体つきも、それはそれで十分に魅み力りよく的てきだ。

　最後に、俺とその幼なじみである茜あかねも、緊きん張ちようにこわばりながら馬車を降りる。

　俺と同じバリバリの庶しよ民みんである茜は、普ふ通つうに俺たち皆みなが通う王立プリムヴェール学園の制服姿だ。栗くり色いろのツインテールの髪に、鼻は高くはないが愛あい嬌きようのある黒い瞳。胸は控ひかえめだがヒップや太ももは健康的で、まぁ可愛かわいいと言ってやれないこともないだろう。俺と同じ十六歳である。

　そして俺、風かぜ原はら湊みなとはとんでもない運命のいたずらによって、無理やり日本から転校させられ、『神しん託たくの騎士』なんていうけったいな役職に就つけられてしまった。

　おかげで、服装は制服で済んでいるものの、こんな堅かた苦くるしい場所にまでお供しなければならない、とそのような次第である。

　俺たち六人は館内に入るとそのまま、由ゆい緒しよある王立コンサートホールの二階部分から迫せり出した特別観覧席に通されたのだった。

　これから始まろうとしているのは、シャルスティア王国王立オーケストラによる、クラシック演奏──中でも今日の目玉は、『若き天才フルート奏者コレット・リシェール』が参加する楽曲である。

　生まれながらの麗うるわしきセレブである姫様たちが、格調高いクラシックコンサートを聴ききにくる、というのは実に自然な流れであり容易に理解できる。

　しかしなぜ、音楽行事といえばカラオケかせいぜいアイドルのライブイベントくらいにしか縁えんのないような、俺や茜までがこうして同行しているのだろうか？

　その理由は、昨日生徒会室でアシエルが発言したことに遡さかのぼる。



　　　　　◇



「して、アシエル、『運命のルビー』が隠かくされておりそうな新たな候補地は、まだ見つからぬのか？」

　生徒会室のパイプ椅い子すの上で膝ひざを組み、長机に片かた肘ひじを立てだらんとした格好のソフィアは、浮うかない表情で尋たずねた。

　シャルスティア王国王家には必ず年の近い二人の姫ひめが生まれるので、次期女王を選せん抜ばつするための昇しよう格かく試験とも言うべき習わしが存在しているのだそうだ。

　それが、王国の秘宝『運命のルビー』を探し出す試練なのである。女王になれるのは、秘宝を先に手にした者だけ。そのように競わせ、敗れた方は副女王として補ほ佐さ役やくに回る。

　過か酷こくとさえ思えるこの厳格な掟おきてによって、シャルスティア王国の秩ちつ序じよと繁はん栄えいは守られてきたのだろう。

「いえ、私も今日までただ指をくわえていたわけではありません」

　秘宝の探たん索さく活動以外では、この部屋の中でしか俺とはほとんど顔を合わせることのない、銀色の長ちよう髪はつをなびかせた美男子、アシエルはソフィアの視線を真っ向から受け止めた。

「ほぅ、そなたがそう言うからには、ずいぶんと期待できそうではないか」

　予想外だったことを態度で示し、ソフィアは姿勢を正す。

「ここ、ファムネリア島から南東に約二百キロメートルの距きよ離りにある、すり鉢ばち状の無人島をご存じですか？」

「ご存じですか、と聞かれてものぅ……」

　ソフィアは口を尖とがらせる。

「存じてはおるはずだが、我がシャルスティアにある島は名前がついているものだけでも百五十以上、外周が数メートルしかないような名もなき小さな島まで含ふくめれば千を超こえるであろう……。マリーはわかるか？」

　と言い訳しながら、マリーをも巻き込み、

「いえ、私にも……」

　姫様二人は敢あえなく撃げき沈ちんである。

「クエンコ島ですね」

　皆と同じく椅子に腰かけ、目を閉じたまま人形のように微び動どうだにしていなかった雪花がパチリと目を開く。

「さすが雪花くん、正解です」

「シャルスティアの地形はすべて頭に入っていますので」

　褒ほめるアシエルに、取るに足らないことであるかのように答える雪花。

「すごいな雪花、やっぱり暗記モノの試験とか満点だったりするのか？」

「雪花はどの教科もほぼ満点ですよ」

　思わず話題から逸それて質問してしまった俺に、即そく座ざに返したのはクリスだった。

「へぇぇ、クリスは試験とか大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺は自分と仲間だと堅かたく信じている相手に、意地悪な質問をしてみることにする。

「はぁ、まぁ、その……、試験前には雪花に教えてもらっているので」

　裏切られた！　クリスは頭を掻かきながら、そこそこだというふうに頷うなずく。

「雪花のヤマがまたよく当たるんですよね」

　マリーもそこに加わり、

「私の教え方の賜たま物ものです」

「あれ？　ちょっと、私の努力は？」

　淡たん々たんと己おのれの功を主張する雪花と、それに異を唱えるクリス。

「湊ってば、他人の心配より自分はどうなのよ？　シャルスティアでの授業にちゃんとついていけてるの？」

　と、それまで無言だった茜が、厳しい問いを投げかけてきた。

「へ？　はははっ、どうかなぁっ。俺まだこっちの試験、一度も受けてないしなぁっ」

　日本にいたときだって、学校の成績についてはあまり触ふれてほしくない生徒だった俺は、笑ってごまかす他ない。

「なんだか心こころ許もとないわねぇ。ねぇ、なんだったら試験前になったら、あっ、あたしが勉強教えてあげても、いいけど……？」

　なぜか頬ほおを赤らめつつ、茜が何か意味ありげな視線を送ってくる。

「まぁ、でしたらみんなで次の試験前に勉強会を開きませんか？」

　というマリーの提案に、

「でかしたマリー……、っではなくっ、うむ、そ、それがよいのではないかっ？」

　ソフィアがやけに力強く賛同した。

「あらそんな、マリー様もソフィア様も三年生ですし、あたしたちが一いつ緒しよだと邪じや魔まになってしまうと思いますけどっ？」

「いやいや、ミナトとアカネがどちらかの部屋で二人っきりなどもってのほか、っではなくっ、この生徒会室で勉強する方が確実に集中できるであろうしなっ？」

「あら、そんな心配ご無用ですよ、ソフィア様？」

「いやいや、アカネこそ遠えん慮りよする必要などないのだぞ？」

「あらそんな、うふふ」

「いやいや、ふふふふ」

　どういうわけか、茜とソフィアの間に目に見えない火花がバチバチと散っている気がする。このままだと少女たちの会話は、とりとめもなくどこまでも続いて行ってしまいそうだった。

「コホン、その、クエンコ島なのですが……」

　さすがに彼かの女じよたちと長い付き合いであろうアシエルは、強引に話を引き戻もどすのが得意なようである。

「島の密林の中に、古代シャルスティア神官文字で書かれた石せき碑ひがあることが判明しましてね」

　来たか、もはやお決まりの古代魔法文明！

「『空の女神の両輪　相並びて戦場を駆かけ　海の女神の御み腹ばら　引き裂さきて産声を授からん妙たえなる音色にて　審しん判ぱんの塔とうより道を指し示さん』という内容だそうです」

「まぁ、なんだか物ぶつ騒そうですね」

　マリーが少し怯おびえたように眉まゆをひそめる。

「ご心配なさらずとも。やはりこの詩も連想に基づく比ひ喩ゆだとは思うのですが、地下神しん殿でんのときよりは骨が折れそうですね」

　アシエルは一同を見回しながら言った。

「それでも、ヒントになりそうな伝承がいくらかこの島について残っていたので調べておきました」

　そのもったいぶった話し方、なんとかならないのかよアシエル？

「まず、この島の中央部には、石碑と一緒に高い塔が立っているのですが……。その塔を含め、この島一帯にシャルスティア古代魔法文明の技術を用いた大規模な仕し掛かけがあるのではないかと推測されます。そして、その仕掛けの発動にはいくつかの条件があるようなのです」

「条件？」

　思わず俺は聞き返す。

「訪れる時期と時刻を正確に選ばねばならない、のだそうです。これは地下神殿のときと同じですね。そしてもう一つ、優れた音楽的な才能を持つ者がいなければ、聖域に近付くことすら許されない、のだそうです」

　優れた音楽的な才能……ってことは、学園の軽音楽部やブラスバンド部くらいじゃダメなのかな。やっぱプロのミュージシャンとかオーケストラとかやってる人？

「ご安心を。こちらに関してはすでにその候補者が決まっていますので」

　仕事の速いアシエルの言に、

「ほぅ」

「まぁ」

　さすが当事者であるソフィアとマリーは敏びん感かんに反応した。

「この度、我がシャルスティアに招かれ、明日、王立オーケストラで演奏をする若き天才フルート奏者コレット・リシェールさんと交こう渉しようを進めています。コレットさんは十二歳で、短期間の予定ですがプリムヴェール学園中等部に編入することにもなっていましてね」

「十二歳ですか!?　それはすごい！」

「まさに天才ですね」

　この面子メンツの中で最年少のクリスと雪花も、素直に驚おどろく。

「しかもコレットさんのお父上は、アカネくんのお父上であるノノヤマ博士の恩師だそうで、ベルナルド・リシェール博士と仰おつしやいます」

「あ～あ～あ～～～っ!!　その娘こだったら、近々あたしの家で面めん倒どうをみることになってますっ！」

　突とつ然ぜん、茜がバタバタと両手を振ふりながら騒さわぎ始めた。

　……のも頷ける。なんという人脈の繋つながりだろう。世間って狭せまいもんだなぁ。

「リシェール博士はノノヤマ博士と同じく世界的な魔法学の権けん威いで、シャルスティア出身なのですが、研究のフィールドワークに都合のよいスペインに一人娘であるコレットさんと二人で住んでおられます。今回はコレットさん単身でのシャルスティア滞たい在ざいのため、アカネくんのお宅にお世話になるのでしょうね」

「そっ、そっかぁ～、コレットちゃんって、そんなすごい娘だったんだぁ……。まだ名前もちゃんと覚えてなかったけど、はぁぁぁ」

　茜はまるで狐きつねにつままれたように、大きくため息をつく。

「ということですので姫様方はもちろん、ここにいる全員で明日、コレットさんに直接ご挨あい拶さつするため、コンサートホールまで行く手て筈はずとなっていますのでよろしくお願いします」

　アシエルがそう締め括くくるのだった。



　　　　　◇



　演奏はすべて終しゆう了りようした。

　アンコールによる追加の一曲も披ひ露ろうされ、今はもう会場のライトも点つき、演奏者たちも全員退場した後だ。

　お目当てのコレット・リシェール嬢じようは、いくつかの協奏曲やソロパートのある交こう響きよう曲きよくに登場した。中学生ということだったが、遠目に見るかぎり正直まだ小学生くらいとも思える小さな女の子としかわからなかった。

　だが、彼女が奏かなでるフルートの音色には、こういった音楽にあまり詳くわしくない俺でさえ、確かに心を動かされたと言って差し支つかえない。

　ときにしっとりと、ときに躍やく動どう的てきに、生命力に溢あふれた澄すんだ調べがホール全体に染しみ渡わたるようだった。

「コレットさんにはこの観覧席まで来てもらうことになっていますので、今しばらくお待ちください」

　観覧席で合流して、一緒に演奏を聴き終えたアシエルが、俺たちに告げる。

　そうして十五分か二十分かが過ぎようとした頃ころ、

「こんにちはっ」

　ぴょこんっと一人の少女が跳はねるように入ってきた。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな、あどけない顔立ち。後ろで短く縛しばったピンク色の髪に、赤みがかった鳶とび色いろの瞳。水色のドレスの舞台衣装でおめかししてはいるものの、いつでもちょこまかと元気に動き回っていそうな、そんな印象の娘だ。

「ねぇ、お姉さんたちがお姫様？」

　遠慮も屈くつ託たくもない口調で、少女はソフィアとマリーに声をかける。

「いかにも、私がシャルスティア王国王女ソフィア・マルガリータ・デ・シャルスティアである。シャルスティア王国へようこそ、コレット殿どの」

「同じく、マリー・アンジェリーナ・デ・シャルスティアです。とても素敵な演奏でしたわ、コレットさん」

　ソフィアはすでに威い厳げんあるお姫様モードに突とつ入にゆうしており、国の代表として慣れた態度で握あく手しゆを交わす。

　マリーもにこやかに、溢れる包容力を前面に押おし出してあとに続く。

　この二人の連続攻こう撃げきは実に見事だ。剛ごうと柔じゆうの魅み力りよくで、俺なんか畳たたみかけられるように虜とりこになってしまっていた。

　この姫様たちは、二人セットで為い政せい者しやになるのが適任なんだな、と強く思う。

　対する少女コレットは、口元は微笑ほほえんでいるのだが挑いどむように、王女二人を値ね踏ぶみするかのごとく見つめていた。

「私はクリスティーナ・セレネ・カシラギ。クリスと申します。姫様たちの近衛騎士を務めています」

「月げつ桂けい院いん雪花と申します。姫様たちのお世話係です」

　クリスと雪花も、テンポよく自己紹しよう介かいを済ませていく。

「野の々の山やま茜よ。これからしばらく一緒に暮らすことになるのよね。よろしくねっ」

「アカネのパパって、ボクのパパの友達なんだよね？　こちらこそ、よろしくっ」

　茜との会話で、コレットはようやくほっとしたように白い歯を覗のぞかせた。

　やっぱ、見知らぬ土地に来て出会った相手が、親同士が知り合いってだけでもずいぶん安心感が違ちがうんだろうなぁ。

　……ってあれ？　それって俺にとってのソフィアとマリーのことじゃないか。おまけに、俺の場合は小学校時代までの幼なじみである茜までいて、けっこう恵めぐまれてる環かん境きようなんだなぁ。

「ほらっ、湊もっ」

　などと、長々と物思いに耽ふけっていた俺の背中を茜が小こ突づく。

「あ？　ああ、風原湊だ、えっと、その……」

　急に振られ、どもる俺。

　できればスルーしてほしかった。苦手なんだよ、こういうのってさぁ。

　すると、

「我がシャルスティアが誇ほこる『神託の騎士』じゃ。一見頼たよりないが、コレット殿、そなたにもし危機が及およべば、この男がたちどころに救ってくれよう。もちろん、私たちもすぐに駆けつけようぞ」

　意外なことに、なんとソフィアが俺おれの言葉を引き継ついでくれたのだった。

　それも、身内贔びい屓き二百パーセント増量中（当社比）ってくらい大げさに。

「ふぅん……」

　ほら、言い過ぎだって、すんごい疑いのまなざしを向けられちゃってますが、何か？

「すごいんだね、お兄ちゃん」

　どうやら許してもらえたらしい。特に追つい及きゆうすることもなく、コレットは明るくこの話題を切り上げてくれた。

「さて、私は先程お会いしたときに自己紹介を済ませていますので、本題に入りましょうか」

　俺たちよりもだいぶ前に会場入りしていたアシエルが促うながす。

　それを受けて、ソフィアがおもむろに口を開いた。

「うむ、コレット殿。この度私たちがこうしてご挨拶に伺うかがったのは他でもない。コレット殿の力をお貸しいただきたいのだ。我が王家の秘宝『運命のルビー』の探索に……」

「うん、いいよっ」

　即そく答とうだった。

「は？」

「一応、私の方から一通りのご説明はしてありますが……」

　ソフィアが目を丸くし、アシエルがそれを見て一いつ瞬しゆん口の端はしを歪ゆがませるがすぐに冷静な表情を取り繕つくろう。ソフィアの唖あ然ぜんとした顔は確かにちょっと可お笑かしかった。

「だっておもしろそうだし」

　コレットは平然としている。

　まだ子供のせいもあるのか、あまり深く物事を考えない性格のようだ。

「ありがとうございます、コレットさん。そうだ、もしよければ明日、コレットさんの歓かん迎げい会かいを開きませんか？」

　同じく些さ細さいなことを気にしない人、マリーが親愛の情を前面に押し出す。

　こういうときには、マリーみたいな思考回路を持つ者の方が、スムーズな進行役として重宝されるのかもしれない。

「おお、いいですね」

「ありだと思います」

　クリスと雪花も即座に賛成する。

「お～、いいんじゃないか？　今日みたいなフォーマルな場じゃなくて、もっとくだけた感じでみんなで遊べるとさ」

　たまにはクラシックってのもいいが、これが毎日だと窒ちつ息そく死しするタイプの人間である俺としても、この提案には全力で乗っかっておきたい。

「わぁ、楽しそうだねっ」

　コレットも異論ない様子だ。

「ならば、明日は皆みなでファムネリアの繁はん華か街がいに繰くり出してみようかと思うが……、いかがかな、コレット殿？」

「うんっ」

　ソフィアの問いに、コレットは力強く頷く。

「それでは、本日はこれにて解散ということでよろしいでしょうか」

　アシエルが会談の終了を告げた。

「じゃあコレットちゃん、これから早速あたしの家へご招待するわね。湊は荷物持ちとしてついてくること！」

「げぇ～っ！　人使い荒あらいなおいぃっ!?」

「コレット殿は、私たちだけでなくシャルスティア王国にとっての大切な客人じゃ。ミナトよ、くれぐれも粗そ相そうのないようにな！」

　騎き士し兼けん下げ僕ぼくである俺は、茜とソフィアから立て続けに命令されるのだった。



　　　　　◇



　三人で茜宅へ向かう道中。

　コレットは当然すでに、舞台用のドレスから私服に着き替がえていた。

　白い袖そでなしのパーカーにデニム地のホットパンツ。元気いっぱいのこちらの格好の方が、明らかにこの少女の性分に合っていると思われる。

「今夜のお夕食、家で食べていってね、コレットちゃん」

「ん～、でも、いきなり行ったら困るんじゃないかな？　アカネの家にホームステイするのは明日からだと思ってたから、ホテルに荷物も置いたままだよ？」

「どうせお父さんは今日も明日もいないし、野々山家のことは私が全部仕切ってるの。だから多少の予定変へん更こうは気にしないで」

　コレットに問われ、茜はトン、と自身の胸を拳こぶしで叩たたく。洗せん濯たく板いたならではの効果音だ。

「ね、コレットちゃんのお父さんも、うちのお父さんみたいに研究に熱中してあんまり家に帰ってこないんでしょ？　だったら子供を顧かえりみない不良親のグチでも一晩中語り明かしましょ～よ！」

「あはは……」

　なんだか客人をもてなすというより自分のストレス解消が目的っぽい茜の言い様に、コレットも苦笑する他ない。

「うん、じゃあ、アカネのお料理、ご馳ち走そうになろうかな」

　少し恥はずかしそうに、それでもちょっと嬉うれしそうに、コレットは言った。

「よ～し！　腕うでによりをかけてゴージャスなディナー作っちゃうからっ！　今からスーパーに寄らなくっちゃね。湊、荷物係の出番よ！」

「うへ～、やっぱりそうなるのか……」

　ビシィッと茜に指差され、俺はしょげてみせる。

　しかし内心では、茜の気合の入った手料理を腹に収められるのであれば、十分にお釣つりのくる労働だと思う。

「アカネ、ボクのこと、コレットでいいよ。ボクもアカネって呼んでるんだしさ」

「うん、わかった。コレット」

　二人はニカッと笑い合った。

　ここは、俺も便乗させてもらうところだろう。

「俺も今晩ご一緒させてもらうけどよろしくな、コレット」

「うん、こちらこそ、ミナトっ」

　俺たち三人は、すぐに打ち解けられたようだった。



　俺と茜はコレットを間に挟はさんで、三人横並びでスーパーの通路を闊かつ歩ぽしている。

　もちろんみんなで手をつないでだ。なんだろう、和気あいあいとした二人の少女たちを見ていると、言いようもない愛いとおしさが込み上げてくる。

　よーし、パパがんばっちゃうぞー、みたいな。はっ!?　もしかしてこれが、父性本能ってやつか!?

「で、腕によりをかけた料理は、何を作るのかな？」

「それはコレットが何を食べたいか次第かしらね」

「ハンバーグっ！　ボク、ハンバーグが食べたいっ！」

　すかさずコレットは実にお子様な、だがもちろん俺だって決して嫌きらいではない家庭的かつ定番な一品を選せん択たくする。

「よし、じゃあ、イベリコ豚ぶたと黒毛和牛の合あい挽びき肉を使って、とびっきり美お味いしいハンバーグを作るぞ～！」

「お～っ！」

　茜とコレットは姉妹というか母子というか、すでに息もぴったりという調子である。



「二人は座すわってていいわよ～？」

　家に着くなり茜はブレザーを脱ぬぐと、慣れた手つきでエプロンをつけた。

　俺も茜に倣ならってＹシャツ姿になっている横で、コレットがしゅぴっと手を挙げる。

「アカネ、ボクも手伝うよっ」

「じゃ、じゃあ俺も何もしないってわけにはいかないな」

「あら、だったら湊はレタスを洗ってちぎって、サラダをお願いね」

「オッケー、任しとけ！　絶品の湊風スペシャルサラダを作ってやるぜ！」

「そんな大層な名前を付けられると逆に不安だわ……」

　茜の家の台所も、三人で占せん領りようする。

　一つ意外だったのは、茜ん家のおばさんもいないことだった。

　学者のおじさんが忙いそがしいってのは聞いていたけど、おばさんもなんと外で働いているんだそうだ。

「お母さんも昔はお父さんと同じ大学で助手をしてたんだって。それで去年、私も高校生になったし、人手も足りないからってお父さんに勧すすめられて、お父さんと同じ研究所で働いてるの」

「へぇ～、夫婦で同じ職場なのか。仲良いんだなぁ」

「夫婦仲が良いっていうより、二人とも研究マニアなんじゃないかな……。初めはほんのパートくらいのつもりだったのに、今じゃあお父さんと一いつ緒しよに何日も泊とまり込みで研究するほど熱中しちゃって」

　苦笑する茜だったが、本心は照れているんだと思う。

　両親の仲が良いことを嫌う子供なんていないはずだ。

　そんな会話をしているうちに、食しよく卓たくの準備が整ってきた。箸はしを使ったことがないというコレットにはナイフとフォークが渡され、いよいよお待ちかねの食事が始まる。

「「「いっただっきま～～～すっ！」」」

　三人で唱和するやいなや、俺とコレットはスタートダッシュを決める。

「はぐはぐっ、ぐむっ、おおっ、なかなか美う味まいんじゃないかっ!?」

「はむはむっ、ごくんっ、すごいよアカネっ！　ボク、こんな美味しいハンバーグ、初めてだよっ！」

　それはちょっと褒ほめ過ぎじゃないか？　というような感想をコレットは漏もらす。いや、でも言われるとなんか俺もそんな気がしてこなくもない。

「ちょっと二人とも、よく噛かんで食べないと喉のどにつかえるわよっ!?」

　茜にお母さんのように怒おこられる。でも、自分の料理を絶賛されて茜は嬉しそうだ。

　あれ、なんだろう。胸の奥おくから、じわ～っと染み出してくる感情があった。

　こんな温かい夕飯、俺、今まで体験したこと、あったか……？

　親父おやじと二人っきりの食卓がイヤだったわけじゃない。家の中が暗くならないように、親父がいつもおちゃらけたノリでいるのも、幼心に察してはいた。

　物心ついたときからそうだったから、別段不満に思うこともなかった。

　でも──。

　母さんって。

　優しい人なのかな？　あったかいのかな？　いいにおいなのかな？

　子供のとき、いつもいつもいつも、知りたくてしかたなかった。

　だけど、まさかガキの頃ころ一緒に野原を駆かけずり回っていた幼なじみに、その面おも影かげを見ることになろうとは。

　そういえば、コレットのお母さんって、どうしてるんだ？

　魔ま法ほう学の権威、ベルナルド・リシェール博士。その娘のコレット。博士と二人きりで、スペインで暮らしていた。

　母親の存在を示す言葉は、一つも出てこない。

　世界には、七十億近くの人間がいて。

　俺だけじゃない、そのほとんど誰だれもが、何かが足りないと思って生きているはずだ。

　俺の心の中にぽっかりと空いていた、母さんという穴、不足分。

　幼児のときに得られなかったからといって、それでもう一生手に入らないなんて諦あきらめる必要、なかったんだな。

　今日だってこんな何でもない一日のつもりだったのに、俺の十六年分の空白がきれいに埋うまってしまった。

　コレットも同じ気持ちだといい。

「湊、ほらっ、ご飯のおかわりは？」

　箸のとまった俺に、茜はすでにしゃもじを構えて手を差し出している。

















「お、おう、山盛りで頼たのむっ」

　顔を見られるとやばそうだったので、俺は俯うつむきながら茶ちや碗わんを渡した──、その瞬しゆん間かんだった。

「ミナトのハンバーグ一個もーらいっ！」

　キラーンと獲え物ものを狩かる猛もう禽きんのごとく目を光らせ、コレットが横からフォークを突つき出したのだ。

「ぬあ～～～っ!?　それはメインとしてとっておいた、大きさ、形、焦こげ目のつき方、どれをとっても完かん璧ぺきな一枚!?」

「むっふ～、食事時は戦場！　油断大敵なのだぁっ！」

　どこの大家族密着番組のナレーションだ、と言いたくなるようなセリフとともにコレットのフォークがザックリと中央に刺ささったハンバーグが、頭上高く掲かかげられる。

　そしてその予想着地点には、コレットのあんぐりと開かれた口が……。

「でぇいっ、させるかぁぁぁ～～～っ!!」

　俺の箸が唸うなる。

　拙せつ者しやとて、これでもシャルスティア王国王女に仕える騎き士しの端はしくれ、そう簡単にやられはせぬぞぉっ！

「もう、二人とも、お行ぎよう儀ぎの悪い！　ハンバーグも焼けばまだたくさんあるんだからっ」

　茜の注意などもはや、俺とコレットは聞く耳を持たない。

　勝負に情けは無用、まさに食うか食われるかだ。

　ガッキィ～～ンッ！

　空中で、俺の箸とコレットのフォークが激しくぶつかり合い──。

　べちゃっ。

「あぁっ!?」

「んがぁぁっ!?」

　当然の帰結として、フォークから離はなれ落下したハンバーグは、コレットのパーカーにべったりとデミグラスソースの抽ちゆう象しよう画がを描えがいたのだった。

「湊ぉぉぉ～、あんた、何やってんのぉぉぉ～っ！」

「す、すまん、コレット！　ほんっとごめん、こんなつもりじゃ……」

　茜に睨にらまれつつ、俺は平謝りするほかない。

「あははっ、失敗失敗。ごめんねアカネ、せっかくのお料理を」

　しかし、別段気にした様子もないコレットは自分の服の上のハンバーグを摘つまみ上げると、ひょいっと口に放ほうり込んで、むぐむぐ、ごっくん、と一いつ瞬しゆんにして咀そ嚼しやくし飲み込んでしまった。

「その服、早く洗わなくちゃシミになっちゃうわよ。お風ふ呂ろも沸わかしておいたから、今すぐ入ってその間に洗せん濯たくもしちゃいましょっ」

　水に濡ぬらした布きんを持ってきながら、茜が的確に指示を出す。

「は～い、りょうか～いっ」

　答えながら、ひょいぱくっ、ひょいぱくっとコレットは自分の皿のつけ合わせを全部食べ切ってしまうのだった。

　そして次の瞬間には、何のためらいもなく、がばっ、とパーカーを脱ぎ去っていた。

「うわっ、たたっ！」

　俺は慌あわてて目を瞑つぶる。

「もぉ～、コレットったら、はしたない！　女の子なんだから、もっと恥じらいを持たないと。さ、お風呂はこっちよっ」

　茜はお小言を言いつつ、コレットの手を引いて先導する。

　俺たちが今いる大きなリビングダイニングの、廊ろう下かを挟んですぐ向かいが風ふ呂ろ場ばであるらしい。

　そ～っと薄うす目めを開けて見れば、さすがにコレットも下着はちゃんとつけているのだった。

　ただし、まだブラジャーではなく、色気のかけらもない女児用のキャミソールだ。

　だがしかし、そのほんのかすかに曲線を描きかけているような、あまりにも繊せん細さいな少女の身体のラインに──、何かいけないものが俺の中で目覚めそうになる。

　やばい、バックベアード様がアップを始めました。このままでは俺は、『このロリコンどもめ！』と罵ば倒とうされてしまいそうだ。

　ジャッ、と汚よごれたパーカーだけ流しで軽く手洗いしてから、

「はい、あとは洗せん濯たく機き。全部脱いじゃおっ」

　茜はコレットと自分の服を次々に洗せん濯たく槽そうに投げ込んでいるみたいだ。

　もちろん、これは俺の推測である。

　近付いたら、茜に殺されてしまう。

　そうして、ザァーッ、バシャバシャッ、と洗濯機に水が張られる音が響ひびき始めたかと思うと。

　バタンッ。

　どうやら浴室の扉とびらが閉じられたようだった。

「さ～て、じゃあまずは身体を洗おっかっ」

「え～、めんどくさいよ～」

「ダメダメッ、女の子はきれい好きじゃないとねっ。ほら、あたしが洗ってあげるから」

　うお～、なんということだろう、耳にするだけで即そく座ざに妄もう想そうが掻かき立てられるような会話が漏れ聞こえてくるじゃあないか。

　その直後、ぶるるっ、と俺の身体が小刻みに震ふるえた。

　トイレに行きたくなってしまったじゃないか。いや普ふ通つうに、変な意味じゃなく。と、俺はいったい誰に向かって弁解しているのだろう。

　しかしトイレは、風呂場の隣となりにあるはず……。

　俺はなぜか忍しのび足で、トイレへと向かうのだった。

　風呂場の前を横切る──つもりだったのに、なぜか俺の足はそこで緊きん急きゆう停止してしまう。

　ごくり。

　磨すりガラスの扉一枚隔へだてた先には、一糸纏まとわぬ美少女たちの楽園が待っていることだろう。

　かたや振ふり向けばこの洗濯機の中には、ついさっきまで美少女たちが身に着けていた服や下着が。いやまぁ、もうどっぷりと水に漬つかっちゃってるんですけどね。洗せん剤ざいにまみれちゃってるんですけどね。

「ちょっと湊ぉ～っ!?　何そんなとこで立ち止まってんのぉっ!?　影かげがバッチリ映ってるんですけどぉっ!?　下着とか盗ぬすんだりしたら、殺すかんねぇ～っ!?」

「はいぃっ、しませんしません！　失礼しましたぁ～っ！」

　俺の葛かつ藤とうを見み抜ぬいているかのように、茜は厳しく釘くぎを刺してくる。

　俺は直ちに、風呂場のすぐ隣にあるトイレへと駆け込んだ。

　すると、茜はすぐに俺から意識を逸そらしてしまったようだ。たぶんそれどころではないのだろう。

「わぁっ、アカネ、そこくすぐったいよ～」

「ほらっ、じっとして。ちゃんと目を瞑ってないと、シャンプー入っちゃうわよ？」

　コレットは今、頭を洗われているのだと思われる。

　ぱしゃぱしゃと、髪かみがすすがれていく音が聞こえた。

「はいっ、一丁上がりっ」

　茜の威い勢せいのいい声と同時に、ぷぅっ、とコレットが大きく息を吐はき出す。

「今度はボクがアカネの背中流してあげるねっ」

「えっ？　いいわよ、そんなの……、きゃぁっ、ちょっ、どこ触さわってるのコレット!?」

「アカネ、おっぱいはあんまり大きくないんだね？　ん～、それでもけっこう、ふかふかだぁ～っ」

　なんという、きゃっきゃうふふな世界。

　まずい、ここに突っ立っていると、風呂に入ってもいないのにのぼせてしまいそうだ。

　俺は用を足すと、そそくさとその場を後にするのだった。



　それからさらに二十分ほどが経過した。

　正直、待ちくたびれていた。ひとりでいるというのは、実に退たい屈くつなものだ。

　俺はリビングのソファに半ば寝ね転ころぶようにして、特に見たいものがあるわけでもないテレビをぼんやりと眺ながめていた。

　すると、風呂場の方からガチャリという音がした。

「ふ～、さっぱりしたぁ」

「あっついよ～、アカネ～」

　どうやら天の岩戸が開き、お嬢じよう様さま方がお戻もどりになられたようだ。

「まだ洗濯は終わらないわねぇ」

　茜が困ったように言うのが聞こえる。

「あたしが中学生のときの服、まだあったかなぁ」

　おそらくコレットの替かえの服を思案しているのだろう。

「ミナトっ」

　突とつ然ぜんかけ声とともに、俺おれの身体に何かが覆おおい被かぶさってきた。

　そのやや小さめな物体は、ぎゅ～っと背中に抱だきついている。

「コレット？　おまえまだ着替え終わってないんじゃ……、って、うわぁぁっ！」

　見ればコレットはバスタオルを巻きつけただけの姿で、しかもほとんど引っかかりのない胸元から今にもずり落ちそうな無防備さだ。

「あらあら、なんだかもうすっかり兄妹きようだいみたいねぇ」

　いつもなら俺が女の子に鼻の下を伸のばしていると怒いかりが有頂天状態になるはずの茜が、なぜか呑のん気きな感想を口にする。

　これは、やばい。

　この状じよう況きよう、実際の兄妹なら、許されるのかもしれない。だが俺とコレットには当然のことながら血の繋つながりはない。しかもまだ幼いとはいえけっこう柔やわらかく、風呂上がりで良い匂においの少女が絡からみついているのだ。

　ここで俺が男性として生理的な反応を示してしまったとしても、それは決して責められないだろうって思うんだぜ？

「コレット、替えの服見つかったからこっちいらっしゃい。湊もお風呂入っちゃってねー」

「「はーい」」

　呼ばれてコレットは、俺から離れ茜のもとへと。

　俺もよっこらしょっと腰こしを上げ、後を追う。

　浴室の前の廊下に立っていた茜は、室内着らしくＴシャツにホットパンツというラフな格好だ。

　しかしそのぶん露ろ出しゆつは高くて、逆に制服のときよりドキドキしてしまったりなんかして。

　赤みを帯びた太ももや二の腕、まだしっとりと濡れたうなじが妙みように色っぽい。

「今日はこのまま泊ってくでしょ？　パジャマ置いといたから、お父さんのだけど」

　少し気き恥はずかしそうに茜に尋たずねられ、

「お、おう、サンキュー」

　二つ返事で肯こう定ていするほかない俺。

　着替えが茜の親父さんのってのがそこはかとなくプレッシャーだけどな！

　それでも、俺を待っているのは美少女たちのエキスが染しみ出した伝説の秘湯。ここで退くわけには断じていかないのだ。

　こほん。いや俺は変態じゃあないですよ？　変態のフリをしているだけの、ただの紳しん士しですから。



「は～、いい湯だったな～」

　さわやかに、身も心もきれいに洗せん浄じようしてきたかのように装よそおい、俺は風呂から出た。

　湯船に顔を半分ほど沈しずめながら、残り湯を飲もうかどうしようか五分くらい悩なやんだのは内ない緒しよである。

「……うん、じゃあ明日、朝九時に学園寮りようの玄げん関かん前だから。うん、おやすみ～」

　リビングのソファに座り、家電話の子機を耳に当て、茜が誰かと通話していた。

　プツッ、と茜は電話を切り、テーブルの上に置く。

「おかえり湊」

「おかえり～」

　コレットは茜におひざだっこしてもらって上じよう機き嫌げんだ。

「今電話したら、明日、桜さくら子こも参加するって。あと、待ち合わせ場所と時間も、雪花から連れん絡らくあったから」

「おお、そっか。人数多い方が楽しいもんな」

　説明してくれる茜に答えながら、俺も二人の隣にボスッと腰を下ろす。

　なんだろう、この居い心ごこ地ちの良さ。和なごむっていうか、癒いやされるっていうか。

　これが家族団だん欒らんってやつなのか。俺たち三人は、戸こ籍せき上まったくの赤の他人であるわけだが。

「ねぇコレット、湊も一緒に……、もうずっとうちの子になっちゃう？」

　茜が冗じよう談だんめかして、でもたぶん半分本気で尋ねる。

　この手に入れたばかりの素晴らしい関係が、ホームステイという短い期間の終しゆう了りようとともに失われてしまうなんて我が慢まんできない、そんな口調だ。

　俺もかよ!?　って突っ込もうかと思ったけどやめておく。俺も半分本気でそれでもいいかなっていう気がしたので。

「え、でも、ボク……」

　嬉うれしさと困こん惑わくが混ざったような表情で、コレットは口ごもる。

　俺も茜も、今コレットの脳のう裏りに鮮せん明めいに浮うかび上がっているだろう人物に思い至る。

「あ、じゃあ、いっそのことコレットのお父さんも一緒に、シャルスティアに引っ越こしてきちゃうってのは、どう？」

「……」

　すると、コレットは悲しげに沈ちん黙もくしてしまった。

「茜～、人にはそれぞれ事情ってもんがあるんだから、無む茶ちや言っちゃダメだぜ～？」

「そ、そうよね。ご、ごめんね？　コレット」

「ううん、気にしないで、アカネ」

　そう言ってコレットはすぐに微笑ほほえんでくれたのだが、なぜかその表情に、わずかな陰かげりが差したように見えた。










　　　インターミッション１





　寝ね静しずまった野の々の山やま家、茜あかねの部屋のベッドの中で、少女はひとり数日前の出来事を思い出していた。



「コレット・リシェールさんですね？」

　黒服黒メガネの見るからに怪あやしいその男は玄関前に佇たたずみ、くぐもった声で少女にそう尋ねた。

　ただ少女には、養父の職業と自身の生い立ちから、このようなキナ臭くさい連中にはそれなりの免めん疫えきがあるため、特に驚おどろいたりなどということはない。

「お義と父う様、ベルナルド・リシェール氏は本日こちらには戻られません」

　しかし、不意の訪問者というものは、たいてい厄やつ介かい事を持ち込んでくる。それも少女は経験的に理解しているのだった。

「そ、そうなの？　じゃあ、お夕飯作り過ぎちゃったかな……。もう、パパったら、そうならそうって電話してくれればいいのに」

　少女は己おのれの中に芽生えた不安を否定しようと、努めて日常の範はん疇ちゆうであるように振る舞まおうとするのだが、

「ベルナルド氏は、シャルスティア王国に連行され、現在軟なん禁きん状態にあります」

　──連行!?　軟禁!?

　聞いた瞬間、少女の顔からサーッと血の気が失うせる。

「ベルナルド氏は王国の王女たちによって、ある魔法的な能力の発動実験に強制的に参加させられようとしているのです」

「そんなっ、じゃあパパは、いつになったら帰って来られるのっ!?」

「それが……、成果が出るまで解放されることはないかと。一年か、五年か、あるいはそれ以上……」

　男は大おお仰ぎように首を振り、ため息をついてみせる。

「そんな……、そんなのって、ひどいよ！」

　少女はわなわなとその小さな体たい躯くを震わす。

「このことをコレットさん、あなたに一刻も早く伝えるようにと、我々はベルナルド氏から頼まれたのです」

「じゃあ、パパをすぐに助け出さなきゃ！」

　そう意気込むものの、幼い少女には具体的に何をすればよいのか見当もつかない。

　このまま直接、シャルスティア王国とやらに殴なぐり込んで、力ずくで養父を奪だつ還かんすればよいのか。

　だがそんなことが、果たして可能なのだろうか？

「もちろん我々としても、このような非人道的な所業を黙だまって見過ごすつもりはありません」

　黒メガネの男は、正義は我にありと言わんばかりに語気を強める。

「そのためにはコレットさん、あなたの力が必要なのです」

「ボクの、力が……？」

「お忘れですか？　あなたの召しよう喚かん術には、悪人の魂たましいを浄じよう化かする能力があることを」

　少女はハッとする。

　ここしばらくの、心地よい日なたのまどろみのような生活に埋もれ忘れかけていた記き憶おくが鮮明に蘇よみがえる。

　自分を育ててくれた部族の長老たちに教えられた秘術の数々。

　そういえば、実際に召喚した魔ま物もので盗みを働いた村人を浄化したことも、二度や三度ではなかった。

「首しゆ謀ぼう者しやである王女たちの歪ゆがんだ心を浄化してやるのです。そのためにはコレットさん、まずあなたがシャルスティア王国に潜せん入にゆうしなければなりませんが」

「わ、わかったよ、ボク、やるよ！」

　愛する者を自らの手で取り戻そうと、少女の瞳ひとみは決意に燃えていた。

　ニヤリと。

　男は悟さとられぬように醜みにくく口の端はしを歪める。

「がんばってください。我々も最大限の助力を惜おしみません。王女たちが現在、優ゆう秀しゆうな音楽家を募ぼ集しゆうしているという情報がありますので、それを利用します。また、シャルスティア王国には、ベルナルド氏の教え子であるノノヤママサヒコ博士がいらっしゃいますので、滞たい在ざいに際してご協力を仰あおぐことにしましょう」










　　　第二章　ハーレムデートですか!?　いいえ、歓かん迎げい会かいです





　今、俺と茜あかね、その親友硯すずり桜さくら子こ、そして若き天才フルート奏者コレット・リシェールの四人がいるのは、シャルスティア王国ファムネリア島にある王立プリムヴェール学園敷しき地ち内ないに立つ学園寮の、ソフィア姫ひめとマリー姫の部屋の中である。

　まるで新品であるかのようにピッカピカに磨みがかれた、高級感あふれる調度類。快適な室温に湿しつ度ど、ほのかに漂ただよってくるフローラルな香かおり。有名ホテルのスイートルームにだって勝ててしまいそうな超ＶＩＰクオリティだ。

「湊みなとぉ～～～？　なんで姫様たちの部屋の合あい鍵かぎなんて持っているわけぇ～～～？」

　なぜか茜が、じっとりとした視線を俺に絡みつかせてくる。

「べっ、別におかしくないだろ!?　俺はソフィアとマリー専属の騎士なんだからっ。いざってときにこの部屋に入れなかったら、困るだろ!?」

　俺だって自分から進んで合鍵くれくれってせがんだわけじゃない。

『不ふ審しん者しやがこの室内に侵しん入にゆうし、立て篭こもるなどという事態が起こるやもしれぬ。用心に越こしたことはないゆえ、そなたもこれを持っておくがよいっ』と高圧的に、だがなぜかやや頬ほおを紅潮させたソフィアから、一ヶ月くらい前に突つきつけられるように渡わたされたものだ。

「だよね～。おかげでこうして湊くんのハーレムデートの待ち合わせ時間に姫様たちが出てこなくても、自分で開けられるもんね～？」

「ばっ、桜子っ、ハーレムとか言うなよっ！　みんなで遊びに行くだけだ！　デートですらないだろ!?」

「にゅふ～ん？　美少女七人も引き連れてハーレムじゃないとか、どの口が言っちゃうのかなぁ～？　それに、茜聞いた？　湊くんにとって今日はデートじゃないみたいだよぉ？」

「でっ、デートじゃないでしょっ。今日はコレットのための集まりなんだから、主役はコレットよっ!?」

　そう言う割には、茜は普ふ段だんに比べてずいぶんとめかし込んでいるようにもみえるのだが。

　対する桜子は、特に気負った様子もなく本当に普ふ段だん着ぎって感じだ。これはこれで逆に、女の子なんだからもう少し着き飾かざってもいいんじゃないかなどと老ろう婆ば心しんを抱いてしまう。

　そしてコレットは、昨日着の身着のままで茜の家に泊とまったわけで当然、洗濯して乾かわいた服を今日も身につけているのだった。

「デートっ、デートっ、ハーレムデートっ？　なんだかよくわからないけど、楽しそうだねっ」

　コレットなんか、おそらく言葉の意味さえ理解していない純真さだ。

　さて、本日のコレット歓迎会の参加者は、全部で八名。昨日のメンバーからマイナス一名プラス一名である。

　生徒会会計にしてシャルスティア王国宰さい相しようの息子殿どのであらせられるアシエル・アルカサルは、今日みたいなお楽しみイベントに限っていつも公務のため不参加……。こうなるともはや、俺たちの与あずかり知らぬ天の意思が何かしらの悪意をアシエルに対して抱いているとしか思えない。同性として、ほんっとに損な役回りだと、他ひ人と事ごとながらため息が出そうな俺がいるのだった。

　しかし、いつまでも戦死者を悼いたんでいてもしかたがない。生きている俺たちは、しっかりと前に進まなければなるまい。そう自分を鼓こ舞ぶしつつ、俺は禁断のベールに包まれた乙おと女めたちの秘密の花園へと足を向ける。

　己の肉眼で視認するのはこれが二度目となる、大きな天てん蓋がい付きのベッドが二つ。

　どちらにも、人の気配がある。すやすやと可愛かわいらしい寝ね息いきが聞こえる。

　まず右のベッドを覗のぞき込むと……、ソフィアとクリスが派手に四し肢しを広げて眠ねむりこけていた。

　仰あお向むけになったソフィアは、いかにもお姫様といった感じのネグリジェ姿だ。

　ところが刮かつ目もくせよ！　なんともお姫様らしからぬはしたなさといおうか、裾すそがだいぶめくれてしまっていて、一目見ただけですべすべだとわかる絶品の太ももが露あらわになっているではないか！

　それにこのネグリジェ、生地がすごく薄うすくて、ソフィアの身体のラインがほとんど透すけてしまっているし！

　一方、うつ伏ぶせになったクリスが着用しているのは普通のパジャマなのだが、どんだけ寝ね相ぞうが悪いのか、お、お尻しりの割れ目が少し覗いて……ってか、ぶっちゃけ半ケツ状態!?

　しかも口元がわずかに開いていて、シーツによだれの染みをつくっている。このだらしなさだけを見ると、とても現シャルスティア最強騎き士しだとは思えない。

　あ、でも当たり前だけどクリスって寝る時はポニーテールを解ほどいてるんだな。綺き麗れいな金きん髪ぱつが扇おうぎ状じように広がっているのはすごく……、新しん鮮せんで素敵です。

「う～ん、むにゃむにゃ」

　そしてなにやら寝言をつぶやきながら、次の瞬しゆん間かんクリスは──伸ばした左手で、ソフィアのたわわなバストを鷲わし掴づかみしたのである。

「はわぁ～、なんて美お味いしそうな……、シュークリーム？　マシュマロ？　出来たてほかほか、とろけるくらいやわやわぁ……」

　実に幸せそうな笑みを浮かべ、ぎゅむっ、ぎゅむっとクリスの手のひらが二度三度と、ソフィアの確かに美う味まそうなふくらみを揉もみしだく。

「んっ、あっ……、これ、ミナト、そ、そこはっ……」

　当然ソフィアもぴくっと反応し、切なげに顔を歪めた。

　な、なんでそこで俺の名前が出てくるんだ……？

　くっ、こいつは厄介だぜ。朝からなんて過激なものを見せつけやがるんだっ！　このまま凝ぎよう視ししているとまた心臓に過か剰じような負担がかかり、盛大に鼻血でも噴ふき出しかねない。

　俺は身の安全を確保するためやむなく、後ろ髪がみを引かれる思いでもうひとつの調査すべき対象へと移ることにした。

　左のベッドでは、もちろんマリーと雪ゆき花かが抱き合うような形で横向きに眠っていた。

　なん……だと……!?　ありえないことに、マリーのネグリジェはほとんど胸元まではだけ、下はパンツも全開。俺の眼前にはソフィア以上の惨さん憺たんたる光景が広がっていた。

　マリーのダイナマイトな破は壊かい力りよくを有する下乳が呼吸の度に、ふるるんと小さく揺ゆれる。

　あ、女の子って寝てるときはブラジャーしないもんなのか？　そんな素そ朴ぼくな感想を心の中で漏もらす。タラリラッタッタッタ～。俺の知力が一上がった。だが同時に理性は間ま違ちがいなく、百以上下がっていた。

















　どうやらこの凶きよう行こうに及およんだ犯人は、雪花らしい。

　寝ぼけているのかいないのか、両手でマリーのネグリジェをたくしあげた雪花は、まったくもってうらやまけしからん！　しかも羽う毛もうよりも柔らかそうなマリーのおっぱいに、赤子のように無む邪じや気きな寝顔ですりすりと頬ずりをしているのだった。

　雪花本人は唯ゆい一いつ、ピシッと寸分の隙すきもなくパジャマを身につけたままでいたが。

「ひゃんっ、ミナトさん、そんな……、くすぐったいですぅ……」

　目は閉じつつも、雪花の頭を抱いて身み悶もだえするマリーの口からも、やはりまた俺の名が呼ばれる。

　う～～～む。ソフィアといいマリーといい、いったいどんな夢を見ているんだろう。

　などと悩んでいる場合ではない。こうしている間にも、時は刻一刻と進行しているのだ。誰だれに問うまでもなく、早く起こした方がいいはずだよな。

　でも、ずっとこのまま美少女という生物の未知なる生態を観察し続けることが、俺に課せられた使命なのではないか？　そんな天てん啓けいに従おうとした、そのときだった。

　背後に鋭するどい殺気が走る。

　忘れていた。この部屋に入ってきたのは、俺一人ではないのだった。

　俺は努めて冷静に、危機をくぐり抜ぬけるべく振り返った。

「いかんっ、茜、桜子、コレット、見ちゃダメだ！　おまえたちには目の毒……」

「それはあんたでしょ～がぁっ！」

　ぐぃぃぃっと茜に、首を痛めそうなほどに後頭部を押おさえつけられ、強制的に七十五度のお辞じ儀ぎのような格好をさせられる。

「あれー？　アカネ？　なんで怒おこってるのー？」

　コレットが不思議そうに首を傾かしげた。

　そうだよな、コレットの疑問が正しいよな。いいぞ、もっと聞いてやってくれ！

「あはは～、デジカメでも持ってくればよかったなぁ～。姫様たちのこんな生写真、プレミア確定だよ～」

　桜子はいつものごとく我が道を行くノリで不ふ謹きん慎しんな発言を飛ばすのだった。

「う、う～ん……。何事じゃ、騒そう々ぞうしい……」

　これだけ近くで大声を上げていれば、ソフィアたちが目を覚ますのも必然である。

「む……、ミナト？　はて……、なぁぁぁぁっ!?　何を見ておるかぁぁ～～～っ!!」

　自分とクリスのあられもない姿態に気付き、ソフィアが怒ど髪はつ天を衝つく。

「ふにゅ？　どうかされましたか、姫……？　はわっ、み、湊殿どのっ!?　皆みなさんもお揃そろいで!?」

　それに続いてクリスも、よだれを拭ぬぐいながら身体を起こした。

「あら、おはようございます～、ミナトさん。あら、アカネさんも、サクラコさんも、コレットさんも」

　反対側のベッドからは、呑気にマリーが顔を覗かせるのだった。



「申し訳ありません、姫様……。コレット様も……」

　ベッドの上でぺたんと女の子座ずわりをした雪花は、まだ眠そうに目をこすりながら隣となりのマリーに寄りかかるようにしている。

　そんな二人の様子は姉と妹というか、母親と娘むすめというか、甘あまえた感じが普段の雪花の有能メイドっぷりとギャップがあって妙に可愛らしい。

「昨日の夜は、今日のことでみんなウキウキしてしまって、ベッドに入ったのに遅おそくまで話し込んでいたものですから」

　マリーが今回の四人の見事な朝あさ寝ね坊ぼうのいきさつを説明する。

　なんてこった。まるで修学旅行の女子の部屋みたいな状況が、ここでは毎日のように展開されているというのか。

　ぬぉぉぉ～～～、甘あま酸ずっぱい！　俺も女の子に生まれ変わって、その輪の中に飛び込んでいきたい！

「む……、コレット殿、本当に何とお詫わびすればよいか……」

　ソフィアが平謝りするというのは、なかなか珍めずらしい光景ではある。

「はぅ、雪花に起こしてもらわないと私たちは、たちまち学園遅ち刻こく選手権メダル独どく占せんというような生活ですので……」

　クリスよ、姫様たちの失点を庇かばおうというつもりなんだろうが、その暴ばく露ろはいかがなものだろうか。

　この四人の朝が、いかに雪花ひとりに頼たより切っているかを考えると胸が熱くなるな。

「うん、気にしないでっ。ボクもアカネに今日三回も起こしてもらったんだ。えへへっ」

　ぺろっと舌を出してはにかんでみせるコレットってば、この健けな気げさ、マジ天使！

「さぁっ、四人とも早く着き替がえないとっ！　これじゃあ映画の初回上映に間に合いませんよっ！」

　茜の一声で俺たちはようやく、本日の目的を思い出したのだった。



　ファムネリア島の中心部となる繁はん華か街がいに、当初の出発時刻より一時間以上遅おくれて俺たち八人は繰くり出すことになった。

　シャルスティア王国に来て初めての普ふ通つうの高校生らしい休日。俺だってけっこうワクワクしているのだ。

　しかも今日はソフィア、マリー、クリス、雪花の私服姿が拝めるのである。

　この四人は制服以外のときにも各人専用ともいえる正装があるため、私服のことなど滅めつ多たにない。

　さすがに着替えの最中は俺ひとり室内から叩たたき出されてしまったが、こうして間近で眺ながめられるだけでも僥ぎよう倖こうというものだ。

　ソフィアはノースリーブのシャツにミニのフレアスカート。マリーはキャミソールワンピース。クリスはタンクトップにジーンズ。雪花はチュニックにレギンス。

　これを四象限図的に分類すると、ソフィアは凛り々りしいスカート系、マリーは可愛らしいスカート系、クリスは凛々しいパンツ系、雪花は可愛らしいパンツ系、ということになるだろうか。

　イイヨイイヨー。四人ともそのままファッション雑誌の中から出てきたんじゃないかってくらいに、バッチリ決まってるぜ！

　と、俺が脳内で脱だつ線せんしている間に、

「ほら、コレット、どれが観みたい？」

　ビルに掲かかげられた看板を指し示しながら、茜が問う。

　ここにはけっこう大きな映画館が二つ並んでいて、五作品ほどが選べるようになっていた。

「えっ、ボクが決めていいのっ!?」

　コレットが目を輝かがやかす。

「もちろん、コレットが好きなものをみんなで観るんだぜっ？」

「わぁ～っ、わぁ～っ、じゃあっ、ボク、これが観たいっ！」

　そう言ってコレットが指差したのは、ネタ色の強いＢ級感漂うホラー映画だった。

「あ、あらぁ～、コレットちゃん、こっちのアニメのやつなんか、どうかなぁ？」

　当てが外れたという表情の桜子が、横から揉み手気味に推すい薦せんしたのは……、日本製の戦せん闘とう美少女系アニメ映画である。

　ぶっ、と俺は思わず吹ふき出しそうになる。

　な、なんでこんなものがシャルスティアに!?　いや、確かにこれは日本でも、大きなお友達限定のオールナイト上映が組まれるくらいの人気作品ではあるわけだが。

「も～、ボクそんな子供じゃないもんっ！　ボク、魔物が出てくるのがいいのっ！　ドロドログチュグチュしてるのって、カッコいいよねっ！」

　背せ伸のびしたい年とし頃ごろである少女らしく、コレットはアニメに対しぷいっと顔をそむける。

　が、それでいて常人とは一風変わった感のある嗜し好こうを披ひ露ろうしてみせた。

「ちぃっ、入場特典のキャラクターカードをコンプするチャンスが……」

「桜子っ、おまえっ、コレットを私利私欲のために利用すんなよっ！」

「え～っ、湊くんだって、こっちのアニメ観たいでしょぉ～？」

「む、ぅ……」

　そう言われると、普通のテレビ放送だったらこっそり視し聴ちようするか録画する方法もあるにせよ、映画となるとレンタルするのも恥はずかしかったりするし……。

　って、いやいやいや！　危うく桜子に丸めこまれるところだった。

「バッカ、そんなわけね～だろっ!?　やっぱホラーだよな。暑い日にはホラーで体の芯しんから肝きもを冷やすのが一番！」

　という触ふれ込みに従うならば、一年中温暖なシャルスティアではさぞかし怪かい奇き作品の需じゆ要ようが多いことだろう。

「初回はもう始まってしまっていますね。次の回までは二時間近くありますが……」

　真面目まじめなクリスは寝ね坊ぼうのことを気にしてか、まだ申し訳なさそうに言う。

「次の回でいいんじゃない～？　どこかで時間潰つぶしましょ～よ」

　まったく悩なやむ様子もなく、桜子が提案した。

　桜子の性格なら、おそらく地球が消しよう滅めつする一分前でもストレスとは無む縁えんで生きていけるだろう。

　だがこういうときには、その姿勢はむしろ優先的に見習うべきだと思う。

「お～、いいんじゃね？　だべってるだけでもあっという間だろ」

　結局、喫きつ茶さ店てんに入ることになった。



「う～ん、飯食うにはまだちょっと早いか？」

　メニューと睨にらめっこしながら、考え込む俺おれである。

　しかしこの後映画を観るとなると、終わったころには腹が減って死にかけてもおかしくない微び妙みようなタイミングだ。

「さ、コレット、どれにする？」

　ここでも茜がすかさず世話を焼いていた。

　幼なじみである俺は、よく知っている。茜とはこういうやつなのだ。

　俺はそれを目を細めて見守る。

「ま、また好きなの頼たのんでいいのっ!?」

　コレットのテンションはもうずっと上がりっぱなしだ。

　あんまり喜び過ぎて、過呼吸にでもならないか逆に心配ですらある。

　でも、そんな仕草が可愛くて、俺もついつい頬が緩ゆるんでしまうのだった。

「ああ、好きなものを好きなだけ注文していいんだぞっ？」

「じゃあボク、これにするっ！」

　コレットが選せん択たくしたのはスーパーグレートジャイアントパフェ、略してＳＧＧＰ──絶食二日以内の状態での完食は絶対に許さないと噂うわさされる伝説の一品だそうだ。

　う～ん、この喫茶店、大だい丈じよう夫ぶか？　俺の脳のう裏りに、一いち抹まつの不安がよぎる。

「それにしてもコレット殿どのは、もう茜殿と湊殿とすっかり仲良しさんですねぇ」

　クリスが少し驚いたように俺たち三人を眺める。

「はい、傍はたから見ているとまるで若夫婦とその娘さんです」

　雪花は淡たん々たんとした口調で、不意に爆ばく弾だんを投下するから侮あなどれない。

「うぉっほんっ、うぉっほんっ。そこは、兄妹きようだいとか姉妹とか言うべきところではないか？」

「そっ、そうですよ。アカネさんもミナトさんもまだ高校生なんですから！」

　ソフィアが芝しば居いがかった咳せき払ばらいをしたうえ、いつも穏おだやかなマリーまでがなぜか語気を強めて反論する。

「ひゃぁ～、この調子だと、『湊くん争そう奪だつ・らめぇ～赤ちゃんできちゃうよぉっ選手権』が開かい催さいされてしまう日も近そうだねぇ……」

「ぶっほっ、ごほっ、げふんっ！　なななな、何を言ってるんだ桜子、おまっ!?」

「もうっ、桜子っ！　コレットだっているのに変なこと言わないでよっ!?」

　しゃべる核かく弾だん頭とう、桜子が炸さく裂れつし、俺と茜が壊かい滅めつ的てきなダメージを受ける中、コレットはひとりきょとんとしていた。

　そこに、

「ご注文はお決まりですか？」

　ウェイトレスのお姉さんがオーダーを取りにやって来るも、色々と茶々を入れたり入れられたりしていた俺たちのうち数名は、まだ自分の頼むものが決まっていない状じよう況きようである。

「うっわぁ～、これ美味しそ～、ケーキ頼んじゃおっかな～」

「あ、あたしは……太るから、いらない……」

「不思議だよね～、なんで私たちの栄養は姫様たちと別のところにいっちゃうのかなぁ～」

　茜と桜子の発育具合については、保護者の俺としても涙なみだを禁じえないのだった。



「お待たせしました、アイスコーヒーでございます」

　そして十数分後、各自お目当ての品々が続々と運ばれてきた。

　結局無難な注文で守りに入ることにした俺とは対照的に、

「アイスティーオレとケーキ全種類フルコンプセットでございます」

　一いつ瞬しゆんトレーディングカード専門店かと勘かん違ちがいしそうなセリフとともに、ソフィアの前には巨きよ大だいな皿に豪ごう勢せいに盛られたスイーツが置かれる。

「全種類!?　さすがにそれはちょっと多過ぎるんじゃないかっ!?」

　桜子に場を引っかき回されていたおかげで、ソフィアのオーダーにまったく注意を払はらっていなかった俺は、その提供された商品を前に派手に仰のけ反ぞってしまった。

「馬ば鹿か者もの、誰が一人で食べると言ったのだ？　皆で分け合うに決まっておろう！」

　と、俺がソフィアに怒ど鳴なられている横で、

「オレンジジュースとスーパーグレートジャイアントパフェでございます」

　テーブルの上に山のようにそびえ立つシルエット──ソフトクリーム、生クリーム、ストロベリーやチョコや抹まつ茶ちやなどの各種アイス、バナナにメロンにイチゴにオレンジにピーチにパイナップルなどの各種フルーツ、チョコレートソース、ブルーベリーソース、ヨーグルト、プリン、ウェハース。およそパフェというものに盛りつけられるありとあらゆる食材が一堂に会していて、まさに壮そう観かんである。

「コレットのも一人じゃ食べきれそうにないなぁ」

「うん、みんなで食べようねっ」

　コレットはにっこりとご満まん悦えつだ。

　その直後、

「トマトジュース、た、タバスコ一本入りでございます」

　ウェイトレスも口ごもる奇き怪かいなドリンク名が告げられる。

　どんな罰ばつゲームだ……。言うまでもなく、雪花の特注品だった。

　飲んだ瞬間にむせ返りそうな真っ赤な液体を、雪花は表情一つ変えずちゅる～っとストローで吸い上げていく。

　体を壊こわさないものかと心配になってくるレベルだが、こうして見ているかぎり、雪花に異常はまったくなさそうだ。その、味覚以外は。

　一方甘あま党とうのクリスはというと、子供のようにうっとりとした瞳で自分の元に届けられたクリームソーダのグラスをなでなでしている最中だ。

「み、湊殿……、一口いかがですか？」

　俺の視線に気付いたクリスはちょっと頬を染めて、長いスプーンで掬すくったバニラアイスを俺に勧すすめてきた。

「あっ、いやぁ別に、そんなつもりで見てたわけじゃっ……」

　そんなに俺って物欲しそうにしてたんだろうか、と慌あわてて否定しかけたところ、

「ほっほぉ～、騎き士し道どう精神に則のつとり、正々堂々と戦うことを誓ちかうはずのクリスちゃんが抜け駆がけするなんてっ！　湊くんは本当に隅すみに置けませんなぁ～～？」

　紛ふん争そうの種を見つけては肥料と水を十トンくらい積んで駆けつける桜子が、期待を裏切ることなく茶々を入れる。

　その途と端たん、ざわっ、となぜか場に緊きん張ちようが走る。

　スッと差し出される、燃えるように赤い液体が半分くらいに減ったグラス。

「私のもいかがでしょう、湊様」

『いや、雪花のは絶対いらない』と即そく答とうしてよいものかためらった刹せつ那な──、

「ミナトさん、このケーキも美お味いしいですよ？」

「ミナトよ、よもや私のほどこしを拒きよ否ひするなどという選せん択たく肢しはあるまいな？」

「湊、これっ、もし気になるんなら少し食べてもいいわよっ？」

　一いつ斉せいにケーキ片が刺ささったフォーク三本が突き出された。

「ミナトっ、ボクのも食べてーっ！」

　もちろん、乗り遅れるまい、このビッグウェーブにとばかりにコレットも参戦する。

　なんなんだ。この動物園の餌え付づけショーみたいな人気ぶりは……？

　もしかしてこの中で、みんな仲間だと思っているのは俺一人だけで、七人の少女たちは俺のことをペット的な何かだと認識しているのではないか。

　そんな空そら恐おそろしい感覚に包まれ……るわけがない。だって、理由はどうあれ可愛い女の子たちにチヤホヤされているんだし！　よろしい、俺に、ペットになる権利を授けよう。

　ぱくっ、はむっ、もしゃっ、あぐぅっ。

　曲芸のごとく、俺はテンポよく順々に食らいついていった。

　うむ、どれも美味である。

　さて、こうして四人からの供物を口にしてしまったからには、残る二人の好意にも応こたえねばなるまい。

「よしっ、じゃあ次はクリスと雪花のだなっ！」

　ぱくんっ、じゅるじゅる。

「げっほ、ごほっ、がはっ」

　最後に喉のどの奥おくを直ちよく撃げきしたタバスコの芳ほう醇じゆんな風味に激しくむせ込む俺。

　そこで、はたと周囲を見回してみると……。

　なぜか桜子とコレットを除く五人は、身体を硬こう直ちよくさせてそれぞれのフォーク、スプーン、ストローの先せん端たんを見つめていた。

　なんだか、みんな異様にソワソワしてないか？　ど、どういうことなんだ!?

　マリーも、ソフィアも、茜も、クリスも、雪花も、やけに色っぽい表情をして、少し震ふるえた指先で新しく掬い直したアイスやケーキをそっと口に含ふくむ。

　ぞくんっ。

　そんな様子に、俺の背筋を形容しがたい興奮が駆け上ってきた。

　はぁぁっ！　よく考えたらこれって、みんなと間接キスってやつじゃないかぁ～!!

　しかも、少女たちの身体が──そんなことは微み塵じんも意識していないコレットひとりを除いて──ピクンッ、ピクッ、と小さく痙けい攣れんしている？　おまけに、珠たまのような白い肌はだにほんのり赤みが差して。

　なんてこった。こんな、ことで……俺は……。ほぼ、イキかけました。

　やばい、まだここは序じよ盤ばん戦せんもいいとこだっていうのに、今日一日体力がもつのかものすごぉく不安になってくる。

「ぬふふ～、どう？　どう？　湊くん、今どんな気持ち？」

　ひとりニヤニヤがとまらない感じの桜子が、ウザさ爆ばく発はつだ。



　そうこうするうちに、ようやく頃ころ合あいとなった。

　俺たちは喫茶店を出て、映画館の前に整列していた。

　見る映画はすでに決まっている。

　コレットが選んだのは、『死し霊りようの盆ぼんと正月がいっぺんに来てグールですよおわかりっ？』──これほどタイトルだけで地じ雷らい臭しゆうがする作品も珍しいな。まるで二〇一〇年五月にＨＪ文庫から発売された、糸いと緒おとかいう作家が書いたラノベみたいだ。

　おかげで、客の入りは六、七割といったところで、けっこう落ち着いて観られそうだという利点はある。

　館内は左右に通路があり、客席は三ブロックに分かれていた。

　俺たちは上映開始の十分ほど前に、ちょうど真ん中の一番良い位置を確保することに成功していた。

　右側の通路寄りの座席から順に、桜子、コレット、茜、俺、ソフィア、雪花、マリー、クリスという配置だ。

　早くもパンフレットを購こう入にゆうした桜子は、コレットと一緒に見ながらあれやこれや語り合っている。

　そして──。

　ビ───ッ。

　開始を告げるブザーとともに、スクリーンの幕が両りよう端はしに引かれていき、照明が落とされる。

　ざわついていた館内が、シーンと静せい寂じやくに包まれた。

「シャルスティアで一番！　みんな大好き！　ムフフもあるかも!?　マリモンクレープ学園坂店！」

　地方色の濃こいＣＭが流れ始める。

　うわ、なんかまんま日本の映画館みたいな描びよう写しやじゃね？　っていうツッコミは受け付けない。

　俺は、いったい何と戦っているんだ……？　ＡＡを貼はるヒマもなく、本編がスタートした。

　影かげが非常に多くて全体が把は握あくできない映像と、重々しい音楽。

　ありがちな郊こう外がいの古びた洋館が舞ぶ台たいのようだ。

　ヒロインらしき若い女性の怯おびえた表情を追うカメラワーク。むぅ、単なるキワモノかと思っていたけど、そこそこ雰ふん囲い気きあるじゃないか。

　俺がエスコートすべき少女たちはどんな様子だろうかと、ちらっと周りに目を走らせると。

　コレットと桜子は、全然怖こわくなさそうである。むしろ明らかにワクワクしている、余よ裕ゆうの表情だ。

　一方、クリスと雪花は、左右からマリーにしがみつくようにして寄より添そっていた。

　ああ、いいなぁ……。神こう々ごうしいまでの、心洗われる光景じゃないか。

　完かん璧ぺきなまでに絵になるマリーの母性と、いつもは年ねん齢れい以上にしっかりし過ぎている感のある雪花と、騎士として勇ましさを存分に発揮しているクリスの、たぶん滅多に拝むことのできない幼げでか弱い仕草。

　ホラー映画を女の子と一いつ緒しよに観るのって、むしろ映画の中身以上に集中すべき点が満まん載さいなのかな。これが先人の知ち恵えってやつ？　すげー、先人すげーよグッジョブ！

　と、全米が涙するほどの感動に打ち震えている、そのときだった。

「ギャァァァァァ─────ッ！」

　突とつ然ぜん、派手に血しぶきが飛び散り、四肢を引き裂さかれ絶ぜつ叫きようする人間のアップが映し出される。

　俺は、どわぁっ、と漏れそうになった声をギリギリ口の中で呑のみ込む。

「きゃっ」

　その横で、小さく悲鳴を上げた者がいた。

　なんというレアな、茜らしからぬ可愛らしい行動だろう。

「だ、大丈夫かよっ？　なんなら、手とか握にぎっててやっても、いいんだぜ？」

　なぜか俺は、そんな言葉を投げかけていた。

　いつも頼りないとかバカにされている立場を覆くつがえすチャンスだと、俺の本能がプッシュしたのかもしれない。

「い、いいわよそんなっ、こ、子供じゃないんだしっ」

　当然、茜はすぐさま拒きよ絶ぜつを示す。

　が、

「ウヴォアァァ──────ッ!!」

　もはや何なのかもよくわからないのだが、とにかくおぞましい造形のクリーチャーが全速力で、スクリーンから飛び出さんばかりに迫せまりくる。

　そこでまた茜はキュッと目をつむり、ビクッと身を縮めた。

　あれ？　なんだろう。この気持ち……、今の茜ってば、めちゃくちゃかわいくね？

「や、やっぱり、ちょっとだけなら……手、握らせてあげなくもないわよ？」

　茜はセリフとは裏腹に、すがるような瞳ひとみでそっと手を近付けてくる。

「お、おう」

　指先と指先が、かすかに触れる。

　あ、なんだか、時が止まっているような、一瞬。

　ところが、

「きゃ、きゃあ～……ああ」

　そんないいムードを見事にブチ壊す、美しい声なのだが思いっきり棒読みな、ソフィアの悲鳴が、反対側から己おのれの存在を誇こ示じしたのである。

　どうしたんだ、ソフィアのやつ？

　怖くないなら、無理して怖いふりをする必要もないだろうに。

　だいたい魔ま法ほう王国シャルスティアのお姫ひめ様さまは、こんな銀幕の中のつくりものなんかじゃない、本物のモンスターを得意の魔法でなぎ倒たおしてたんじゃなかったっけ？

「ミナトよ、私には、何かかける言葉はないのか……？」

　ソフィアにしては雪でも降りそうなほどに珍しい上うわ目め遣づかいで、おねだりするように問いかけてくる。

「ん、ああ、私語は慎つつしまないと、他ほかのお客様の迷めい惑わくになります、だっけ？　俺たちも気をつけないとな」

　ズドッ！

「んぎぃっ」

　俺は恐きよう怖ふではなく、苦痛による叫さけびを上げる羽目になった。

　ソフィアにいきなり足を踏ふまれたためである。

「!?　っっっ!?」

　声を荒あららげて抗こう議ぎするわけにもいかず、俺はこの意味不明な仕打ちに腰こしを下ろしたままただ耐たえるしかない。

　そんなこんなで、二時間ほどの上映時間は過ぎていった。



「たはーっ、映画観終わったあとの解放感って何なんだろうなーっ」

　陽ひの光を浴びて伸のびをする。

　繁華街は賑にぎわっていた。

　若者向けの服屋、さっき入った喫茶店やその他の飲食店、桜子好みの品しな揃ぞろえが豊富そうな書店や、ゲームセンターにカラオケ店。

　どこを見ても、俺たちと同年代かプラスマイナス五歳さいくらいのグループや、けしからんことに男女のカップルまで、皆楽しそうに歩いている。

　映画館内では、途と中ちゆうからずっと左右の茜とソフィアから、火花が散るかのようなプレッシャーを感じていたのだが、今となっては気のせいだったと思いたい。

　だってほら、見れば二人は仲良く並んで歩きながら、談だん笑しようしてるじゃないか。

「なかなかおもしろかったですね～」

「うむ、そうじゃのぅ」

「うふふふふふふふ」

「はははははははは」

　だ……、大丈夫、乾かわいた笑いなんかじゃ、ない……！

　なんとなく近寄り難い二人は避さけて、俺は本日の主しゆ賓ひんに感想を聞いてみることにする。

「コレットはどうだった？　ちゃんと楽しめたか？」

「うん、おもしろかったよっ。ボク、映画館ってあんまり来たことなかったから、また来たいなぁ」

　コレットが満足そうでなによりだ。

　が、そう言われてみると今日のような外出自体、コレットが物もの珍めずらしそうにしているのは少し意外な気もした。

「あ～、コレットはやっぱ出かけるのは、クラシックコンサートとかが多いのかな？」

「え？　う～ん、音楽は好きだけど、自分が演奏するのじゃなきゃ行ったことないよ？」

　そこでふと疑問が浮うかぶ。

　コレットのお父さんは忙いそがしい学者さんらしいけど、お父さんと二人暮らしのコレットは、休日を今までどんな風に過ごしてきたのだろうか。

「あ、そうなんだ？　いや～、昨日のコレットの演奏はすごく良かったけどさ。俺、ああいう場所って息が詰つまりそうになるんだよなぁ」

「ふふっ、私と雪花が姫様たちの警護でお供するのは、いつもそういう湊殿どのの苦手そうなところばかりですけどね」

　上う手まい言葉が見つからないでいた俺に、知ってか知らずか、クリスが声をかけてくれた。

　なるほど、昨日のコンサートホールでの四人の態度は実に堂々としていて、慣れたものだった。

　だが、それは裏を返せばソフィアもマリーもクリスも雪花も、普通の女子高生らしい生活とは無縁に過ごしてきたということだろう。

　義務とか責任とかしきたりとか、たいていは成人になってから気にすればよさそうなことを、子供のうちから背せ負おわされてきたのだ。

「よしっ、また今度、みんなで遊園地とかボーリングとかカラオケとか、肩かたの力抜ぬいて騒さわげるもので遊び倒そうぜ！」

「まぁ、素敵ですね」

　マリーが瞳を輝かせ、雪花もこくんと頷うなずく。

　俺にとっては窮きゆう屈くつそうにしかみえない人生を送ってきたお姫様たちに、変に同情みたいな感覚が湧わいてしまったのだが。

　でも逆に俺や茜や桜子やコレットからすれば、手の届かないセレブな暮らしが羨うらやましい部分もたくさんあるだろう。

　結局どちらもないものねだりで、お互たがいこうして運命のいたずらでまじわったそのときを素直に受け入れればいいだけなのかもしれない。

「うむ、行きも帰りもこうして自分の足で歩く外出というのも、なんというかこう、清すが々すがしくてよいものよの」

「え～、あたしは昨日みたいに馬車でお出かけなんて憧あこがれちゃいますけど～」

「にゃ!?　茜ってば、昨日馬車なんて乗ったのぉ～？　いいないいなぁ～」

　ソフィアと茜と桜子も、会話に加わってきた。

「いや、しかしな、映画館に王室専用の馬車で乗りつけようものなら、大事になり貸し切り上映などということにもなりかねんしのぅ」

「おいおい、凄すごいな。でもいいじゃんか、貸し切りなんて羨ましいぜ～」

　という俺のおちゃらけた発言は、

「そういうわけにもいかぬ」

「王女自ら、国民の不利益を創出するわけにはいきませんから」

　真面目な顔のソフィアとマリーに、即そく座ざに否定されてしまった。

　この二人の殊しゆ勝しような心がけには、痛み入る。けっこうお姫様ってのも、知らないところで気を遣つかっているんだなぁ。

「あれ？　コレットは？」

　急に、茜がきょろきょろと辺りを見回し始める。

　いつの間にかコレットは、だべりながら進む俺たちの集団からこぼれてしまっていた。

　コレットが立ち止まっていたのは、映画館を出てすぐ隣となりにあったゲームセンターの、クレーンゲームの前。

　所ところ狭せましと何台も並んだガラス張りのボックスの中には、色とりどりで形も様々な賞品たちがひしめき合っている。

　コレットはそんな情景に、うっとりと見み惚とれているのだった。

「おっ、いいねぇコレット、いっちょやってみるかっ」

　俺はコレットに歩み寄ると、財さい布ふからコインを取り出しゲーム機に投入した。

「あっ、ミナトっ、これって、どうすれば？」

「ん、コレット、やるの初めてか？　ここにある二つのボタンを使ってだな……」

　コレットが俺の説明に従い、クレーンを操作し始める。

　スカッ。

　最初のアームの一いち撃げきは、見事なほど賞品にかすりもしなかった。

「え～っ!?　ミナト、これ、ムズカシイよ～～っ！」

「大丈夫、回数はまだある。やってるうちに慣れてくるって！」

「お～、やっとるねぇキミたち、どうかな？　調子は～」

　遅おくれて、この手の娯楽に精通していそうな桜子と、茜もやってきた。

「いやぁ、それがなかなか」

「あ～んっ、またダメだぁ～っ」

　クレーンは再び虚むなしく空を掴つかみ、コレットが嘆たん息そくする。

「こういうのはまず、確実に取れそうな配置の見極めと、あとは遠近感だからねぇ」

　そうして、桜子先生の上達講座が開始された。

「あ～この台は無理だね、配置がだいぶ厳しめだから。こっちのだったら、だいぶ取りやすいと思うよ～？」

　桜子先生の査定により、俺たちは台を移ることにした。

「どうだっ!?　今度こそっ！」

「あぁ～～～」

「どれっ、あたしにもっ！」

「おおっ!?　あちゃ～っ」

　わいわいと騒ぎながら、紙し幣へいも二、三度両りよう替がえしてだいぶヒートアップしてきた、そのときだった。

「そうっ、そこだよコレットちゃんっ！」

　桜子が会心のガッツポーズを取る。

　ウィ───ン、とクレーンが下がっていき、ガッ、とついに完璧な重心のポイントで賞品を掴む。

「いけ～っ、そのままっ！」

「お願いっ、落ちないで～！」

　俺と茜の祈いのりが届いたのか、クレーンはゆっくりと排はい出しゆつ口ぐちへと向かっていき……。

　ガタンッ。

「「「「やったぁ～～～っ！」」」」

　四人で歓かん喜きの叫びを上げるのだった。

　コレットがゲットしたのは、だらけた感じのクマのぬいぐるみだ。いわゆる、ゆるキャラというやつだろうか？

　そこに、しばらく姿の見えなかったソフィア、マリー、クリス、雪花が揃そろって現れたのである。

「さぁさ、姫様っ」

　クリスが何事かをマリーとソフィアに促うながす。

　二人はちょっと気き恥はずかしそうにしていたが、おもむろに口を開いた。

「おめでとうございます、コレットさん」

「お、おめでとう、コレット殿どの」

「うん、ありがとうっ」

　元気に答えるコレットに、マリーとソフィアは、それぞれ背後に隠かくしていた物をサッと差し出す。

「もしよければ、こちらも」

「う、うむ、これも、受け取ってはもらえぬだろうか？」

　マリーが手にしていたのは、一番最初にコレットが挑ちよう戦せんしていた台の賞品──ぬいぐるみと言うべきなのかクッションと言うべきなのか、見ているとイラッとしてくると同時にゆっくりしていきたくなる感じの、楕だ円えん形けいの不思議な少女の顔そのものだった。しかもそれがセットであるらしく二体。

「わぁ～っ、ありがとうっ。これ、欲しかったんだぁ～っ！」

　さすがホラー映画のクリーチャーが好きだというコレットの趣しゆ味みは、なかなか突つき抜けている。

　一方、ソフィアが手にしていたのは、ペパーミントグリーンの長いツインテールの髪かみが特とく徴ちよう的てきなフィギュアだった。

「わぁ～っ、この子も可愛かわいいねっ！　本当にもらっちゃっていいの？」

　コレットは日本の萌もえ文化に対する理解もちゃんと有しているらしく、俺としてはほっと胸を撫なで下ろすところである。

「う、うむ、そうであろ？　ぜひ、ぜひコレット殿にもらっていただきたいのだ」

　たぶん他人に物をプレゼントするという経験が少ないのだろう、ソフィアは必要以上に緊張していた。

















「お～、それは超ちよう有名原型師による会心の作で、ネットオークションだと相当の高値で取引されるプレミアものだよ～」

　桜子が、この場面ではあまり重要ではなさそうな蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうしてくれる。

「姫様たちも初めてのゲームで、相当苦戦していました」

「姫様たちの努力の結けつ晶しようです」

　クリスと雪花が主君の労をねぎらう。

「あははっ、でも姫様たちが店員さんを呼べば、位置をずらしてくれるどころかタダでもらえちゃったかもしれないですねぇ」

　桜子がさらに、不要に茶ちや化かしてみせるが、

「ず、ズルはいかんぞ、このような場合には特になっ」

「そうですよね、自分で取ってこその贈おくり物ですから」

　ソフィアとマリーの真しん剣けんさが、しっかりと伝わってくるのだった。



「おっと、もうこんな時間か」

　ゲーセンの後、だいぶ遅おそくなってしまった昼飯を食べ再び外に出ると、辺りはすでに薄うす暗ぐらくなり始めていた。

「おや、湊殿、これから何かご予定が？」

「うん、これからコレットの荷物をホテルから移動させようと思って」

　クリスの問いに、俺の代わりに茜が答える。

「そうですか。明日は学校もありますし、今日はこれでお開きでしょうか？」

　クリスが皆みなを見回す。

「みんな、今日はありがとう。すっごく楽しかったよっ」

　コレットが礼を述べ、

「私たちも、とても楽しかったです」

「うむ、実に良い一日であった」

「はい」

「じゃあまた、みんな明日学校で会いましょぉ～」

　マリーも、ソフィアも、雪花も、桜子も、満足げに頷き合った。



「ん？　コレット、部屋まで一緒に行かなくていいのか？」

「う、うん……、アカネとミナトはロビーで待ってて」

「わかったわ、あたしたちはあそこに座すわってるね」

　ホテルに入ると、コレットは一人でエレベーターへと向かい、俺と茜はゲーセンでの戦利品であるぬいぐるみとフィギュアを手に、ラウンジの椅い子すに腰かけるのだった。










　　　インターミッション２





　予定を早めて昨日から野の々の山やま家にホームステイすることになったために、コレット・リシェールは置きっ放しにしていた荷物を取りにホテルへと戻もどった。

　コンコンッ。

　部屋に入って十分もしないうちに、ノックが響ひびく。

　ホテルの部屋にコレットを訪ねてくる者に、心当たりは一人しかない。

「コレットさん、シャルスティアでの生活はいかがですか？」

　案の定、ドアの外には黒服黒メガネの男が立っていた。

「そろそろ王女たちを浄じよう化かするための計画を実行に移しましょう」

　男の言葉に、少女は頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　昨晩の、そして今日つい先程までの楽しさが、今の自分にとってどれほど場ば違ちがいなものだったのかを噛かみしめる。

　そう、自分は遊びに来たのではないのだ。

　養父を一刻も早く取り戻さなければ。

「ボクは何をすればいいの？」

「今週中に、学園内で王女たちを人気のない場所に誘おびき出し、コレットさんが召しよう喚かんした淫いん魔まに襲おそわせるのです」

　男に言われ、少女の表情が曇くもった。

「あの……、お姫様たちって、本当に悪い人なのかな……？」

　数時間前に彼かの女じよたちが自分に見せた笑顔を思い出すと、少女は黒服の男に対して違い和わ感かんを覚えざるをえないのである。

「おやおや、コレットさん。あの程度の、ゲームセンターのくだらない景品ごときで懐かい柔じゆうされてしまったのですか？　いくらしたのか知りませんが、王女たちにしてみればほんのはした金でしょう。それが、ベルナルド氏の値段というわけですか」

　わざとらしいくらい大げさに、男は驚おどろいてみせた。

「王女たちは狡こう猾かつですから、正面からベルナルド氏の返へん還かんを要求しても白を切るに決まっています。コレットさん、あなたがやるしかないのですよ？　あなたがそんなに消極的では、ベルナルド氏と再会できるのは……、いつになるやら見当もつきませんね……」

　男は呆あきれたように、非難めいた口調でコレットに告げる。

　その言葉が、コレットの心を鋭するどくえぐった。少女はぐっと拳こぶしを握りしめる。

　顔を上げたコレットはその瞳に、まだあどけなさの残る少女には似つかわしくない黒い意志を湛たたえ、こくりと頷いた。

「わかったよ。ボクが、ボクの魔ま物ものたちが、絶対に王女たちの悪い魂たましいを浄化してみせる！」

「すばらしい、その意気ですよ。あなたのように親孝行な娘むすめを持って、ベルナルド氏は幸せですね」

　黒服の男の猫ねこなで声が、どろりと、少女の耳の奥へと染しみ込んでいった。



　　　　　◇



　室内の巨きよ大だいモニターの電源は落とされており、漆しつ黒こくの闇やみを映し出す。

　年齢の異なる三人は、また密ひそやかに会話を交わしていた。

「大変優すぐれた召喚士と伺うかがっていましたけど……、ずいぶんと小さな召喚士さんですのね？」

「彼女には不幸な生い立ちがありましてね。そのおかげで、と言ってはなんですが、ある意味英才教育を受けたようなものですから腕うでは確かですよ」

「彼女がまだ乳児のときに、両親とともに乗っていた旅りよ客かく機きがトランカナンに墜つい落らくしたのだそうです。生存者は彼女ただ一人。トランカナンの部族のシャーマンたちが、彼女を育て召喚術を伝授したそうです」

「彼女が推定七、八歳のころ、実地研究のためトランカナンに滞たい在ざいしていた師し匠しようが彼女を発見しましてね。独身である師匠は彼女を引き取り、現在では実の娘のように溺でき愛あいしています」

「シャルスティア一、いえ世界でも指折りの魔法学の権けん威いであられるベルナルド・リシェール博士の協力も得られたのですから、今回の実験ではミナトくんにぜひともさらなる一段を上ってほしいところですわね」

「リシェール博士は、結果的に養女を騙だますことになってしまう点についてだけは渋しぶっておられましたが、やはり研究者。最後は探究心に勝まさるものはなかったようです」

「それでは我々もそろそろ、実験の準備に取りかからねばなりませんので……」

「成果を期待しています」










　　　第三章　破は廉れん恥ちトラップにご用心!?





「ほぅ、私たちを演奏会に招待してくれると？」

　珍めずらしく、心から嬉うれしそうに、ソフィアがアシエルの発言に食いついた。

「はい、コレットくんから生徒会宛あてに招待状が届きました。歓かん迎げい会かいを開いてくれたお礼に、ぜひプライベートでのフルート演奏を皆さんにお聴きかせしたいとのことです」

「おお、それほどまで喜んでもらえたとは、私たちも企画したかいがあったというものよ」

「素敵ですね、楽しみです」

　マリーもぱぁっと花が咲さくような笑顔で返し、クリスと雪ゆき花かもうんうんと頷いている。

「あら、コレットったら、そんな話一言も言ってなかったけど」

「照れくさいとか、黙だまっててびっくりさせたいとかじゃないか？」

「え～、別に隠す必要ないと思うんだけどなぁ。どうせこうやって、すぐ伝わっちゃうんだし」

　コレットとは顔見知り程度という関係を大きく踏み越こえている俺おれと茜あかねは、小声でそんなやりとりをする。

「本日放課後、学園敷しき地ち内ないの高台にて、待ち合わせということにしてあります。ギャラリーが多くなると混乱するでしょうから、今回は我々生徒会役員と姫様方お付きの数名のみ、内々での開かい催さいとしておきました」

　今日は、生徒会長のマリー、副会長のソフィア、会計のアシエル、書記の茜、お付きの騎き士しであるクリスと俺、世話係の雪花、と全員がすでにこの生徒会室に揃っていた。

「桜さくら子こも呼んでいいですか？　桜子には参加する権利があると思うんですけど……ってもう今日は帰っちゃったんだっけ」

「あ～、そういや桜子のやつ、今日発売のマンガがどうこう言って授業終わるなり教室飛び出してったよな」

　茜と俺が顔を見合わせていると、

「それは……、残念ですが今から呼び戻している時間はありませんね」

　アシエルにばっさりと切り捨てられる。

「う、む、桜子には気の毒ではあるが、そろそろ出発した方がよさそうじゃな」

　ソフィアが腰を上げ、俺たちも皆それに続いた。



　プリムヴェール学園のこれでもかというくらいだだっ広い敷地内には、それはもうたくさんの建物や自然がある。

　高等部校舎、中等部校舎、学園寮りよう、講堂、林にプライベートビーチ……。その中のひとつに、ファムネリア島の美しい海を見み渡わたせる高台があるのだそうだ。

　ただ、生徒たちにとってそれほど人気のスポットではないらしい。シャルスティア王国に暮らす人々にとって、澄すみきった空と海は別段珍しいものではなく、島内にも似たような場所はいくらでもあるのだから。

　そんな高台へと続く小道を俺たち七人はぞろぞろと歩いていた。他に人ひと影かげはない。

　先頭をアシエル、その後ろをクリスと雪花が、さらにすぐ後ろをソフィアとマリーが、そして俺と茜がしんがりを務めるという感じだ。

　それにしてもこの道、向かいから海風が吹ふいてくるせいか、なんだか耳鳴りがしないか？　などと俺が少し顔をしかめている間に。

　アシエルの足取りはけっこう速く、スタスタとどんどん先を行っている。

　二番手のクリスと雪花は、前後の距きよ離りが開くのを気にしながら、度々後ろを振ふり向いている。

　ソフィアたちとは三メートルほど離はなれているだろうか。

　その、クリスたちとソフィアたちとの間の地面に、キラリと光るものがあった。

　なんのことはない、ただの水みず溜たまりのようだ。

　しかし不思議なことに、俺はたった今その存在に気付いたのだ。まるで逃にげ水のように、ふと突然現れたかのように。

「む？　靴くつ紐ひもがほどけてしまっておる……」

　これまた唐とう突とつにソフィアが歩みを止め、しゃがみ込む。

「おや、どうしました姫様？」

　ソフィアの異変に、クリスが引き返してくる。

　そこには、まぁそれほど気にするほどでもないと思われる、めいっぱい足を伸ばせば跨またいで通れそうな小さな水溜まりが……。

　だが、見ている俺に不安がよぎる。クリスは目の前の水溜まりにまったく気がついていないようなのだ。

「クリス？　そこ、水溜まりがありますけど」

　雪花が声をかける。

「え？　そんなもの、さっき通ったときはなかっ……、はわぁっ!?」

　警告されても余裕しゃくしゃくといった様子で下を向いたクリスだったが、宙に上げた右足の着地点を見て驚きよう愕がくする。

「クリスっ！」

　雪花が慌あわててクリスに手を伸ばすも──わずかに遅い。クリスの足が着水する。

　チャプン、ズルゥッ。

　奇き妙みような事態は続いた。ただの浅い水溜まりに足を取られて転びそうになる、なんてことがあるのだろうか？　シャルスティア一の騎士ともあろうクリスが？

　パシッと、体勢の崩くずれたクリスの腕を雪花がようやく掴む。

　グゥゥゥンッ。

　ところが、大きな力が、クリスを助けようとした雪花をも引っぱる。

「えっ!?」

　クリスと雪花の身体は、もはや立て直すのが不可能なほどに傾かたむいてしまっていた。

　バッシャ───ンッ！

　ありえないくらい派手な水しぶきが上がる。その中央では、全身びしょ濡ぬれになったクリスと雪花が尻しり餅もちをついていた。

「ふぁぁぁっ!?」

「はっ、んっ」

　しかも二人の反応がおかしい。

　ビクビクと体を震ふるわせながら吐と息いきを漏もらすクリスと、両りよう腕うでで自分を抱だきしめるようにして声を押おし殺す雪花。

　普ふ通つうこういうときは舌を出しててへってするか、憮ぶ然ぜんとするか呆ぼう然ぜんとするかだろ。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶか!?　二人ともっ！」

　俺だけじゃなく、みんな驚いて駆かけ寄よってくる。

　と、少女たちの頭の先から爪つま先さきまでしっかりと確認できるくらい接近したところで、俺は目をしばたたかせ、視線を逸そらした。

　危険過ぎるだろぉぉぉぉぉ!!　という格好だったのである。

　制服のスカートが貼はりつき、水の滴したたる太ももに、肌はだが透すけてみえるほどに濡れてしまったブラウス。

「はっ、あっ、湊みなと殿……っ」

　クリスが切なげに呻うめく。

　瞳もとろんとして、突とつ如じよ発熱でもしたかのように頬ほおが紅潮している。

「な、なあ、なんか辛つらそうだけど、どこか痛めたりしたんじゃ？」

　起き上がるのに肩を貸そうかと思ったそのとき、

「触ふれないでくださいっ！」

　セクハラに怯おびえる女子高生のような表情で、クリスに真っ向から拒きよ絶ぜつされた。

　うわ～傷つくな～、っていうかヤバい、マジでヤバい。今のクリスの姿を見ると、まず俺が痴ち漢かんで確定、そんな気分になってくるのだ。

「す、すみませんっ。なんだか、体が、今触さわられると……」

　慌ててクリスがしどろもどろに説明してくれる。

　体が？　やっぱり怪け我がしたのか!?

「敏びん感かんに……いえ、そのっ、触られたら変な声が出……うぅ」

　敏感？　なんとも要領を得ないな。っていうかダメだぞ、クリス。なんだか妙みように艶なまめかしい雰囲気になってるのに、おかしな表現を使うと自信を持って全年齢向けです、って言えなくなっちゃうんだぜ？

「何かこの水、変……。くぅっ、ふぅっ……」

　その隣で、何事かを訴うつたえようとしたかに見えた雪花も、途中で身み悶もだえてしまう。

　声が弱々しい。息もなぜか苦しそうだ。

　おいおい、いったいどうなってるんだよ。クリスと雪花が二人まとめて、ハァハァしているなんて。それも、見ている俺もまた別の意味でハァハァしてしまうような様子で。

「とりあえずハンカチを」

　そう言って手を差し出したのは、マリーだった。

「こんな大きさじゃ全然足りないでしょうけど、せめて顔だけでも拭ぬぐうといいわ」

「あり、がとうございます……姫様」

　クリスはおぼつかない手つきでハンカチを受け取る。

「ほれ、雪花も」

「は…、い…」

　マリーに倣ならって、ソフィアも雪花に同様の世話を焼いている。

　二人はまず顔を拭ふき、次に濡れた髪の毛からも可能な限り水分を拭き取っていった。

「よかったら、俺のも」

「あたしのも」

「こちらにも一枚」

　俺と茜とアシエルも競うように自分のポケットからハンカチを取り出すのだった。

　おかげでクリスと雪花は、残りの直接肌が濡れた部分──手足もなんとか乾かすことができたみたいだ。

　だが、制服もだいぶ水を吸ってしまっているのは明らかだ。

　クリスが試しにスカートの裾すそをちょっと絞しぼると、ポタポタと滴しずくが垂れるくらいに。

　これでは、し、下着なんかもびしょびしょなんだろうか……。

　ってバカッ！　俺のバカ！　そんなこと考えるなんて、騎士失格だぞ!?

「す、すみませんでした。ようやく、どうにか落ち着きました」

　まだ少し膝ひざが笑っている感じではあるものの、クリスが立ち上がり、

「お騒がせ、しました」

　よろっと、おぼつかない仕草で雪花も体を起こす。

「う～ん、一度校舎に戻って着き替がえた方がよくないか？」

　いたたまれず、そんな提案を口にするも、

「いえ、なんのこれしき。せっかくコレット殿がお招きくださっているのですから」

「はい、参りましょう」

　義ぎ理り堅がたい二人がそう主張するのでは、それ以上の反対意見を出しようもない。

　気を取り直して、俺たちは再び歩き始めた。



　それから五分も経たたないうちに、再びそれは起こった。

　ヒューヒューという、耳鳴りがまた俺に聴こえてきたのと同時に。

「きゃっ」

　道の脇わきにやや背の高い植え込みが続いていて、マリーはそれを眺ながめながらでも歩いていたのだろう。

　ドジッ娘この彼女らしく、その美しい碧みどり色の長い髪の一ひと房ふさが飛び出していた枝に絡からみついてしまったらしかった。

「お取りいたします、マリー様」

　少し前を歩いていた雪花が振り返り、足早に戻ってくる。

　雪花の隣にいたクリスも同じ行動をとる。

　と、マリーのもとへと駆け寄る二人の眼前に、ゆらりと何かが立ち塞ふさがっているように見えた……、のは俺の目の錯さつ覚かくだろうか？

　細い糸のようなものが幾き何か学がく的てきな模様を描えがいている。そう、それは人間よりも一回り大きい蜘く蛛もの巣のように思われた。

　二人には見えていないのか？　クリスと雪花はそのまま前進し、俺が声を発するヒマもなくその不ふ吉きつな空間へと足を踏ふみ入れた。

　ぐにゃり。

　二人の身体中に、それが絡みついたかと思うと──。

　ビッ、ビリィィィィィ─────ッ！

「はわぁぁぁっ!?」

「きゃぁぁっ!?」

　あまりにも、いきなりの出来事だった。

　制服が何かに引っかかったのに気付かず、そのまま勢いよく進んだため破れてしまった──そんな状じよう況きようであるとしか説明がつかない。

　ブレザーも、ブラウスも、スカートもズタズタ。

　クリスと雪花は当然、天地がひっくり返るほど驚いている。

　いやもちろん、周りで見ている俺たちだって、どわぁぁぁぁぁってくらいびっくり仰ぎよう天てんしているんだが。

　ただ、不思議なことに、着ていた服は完全に何かに絡め取られたというのに、身体は完全に自由に動かせるようだった。だがそのせいでパニクって大げさに動くと、ますます衣服は収拾がつかないまでに引き裂さかれてしまう。

　バサッ、パサァッ。

　数秒前までは確かに制服だった布切れが、ボロ雑ぞう巾きんのようになって地面に落ちる。

　ピッ、ブチンッ。

「ひゃぁぁんっ！」

　ついには、クリスのたわわなバストを覆おおうブラジャーまでが、弾はじけるようにもげた。

「あぅっ!?」

　雪花のパンツが、お尻しり側からぺろんとめくれるように引きちぎられる。

　二人は半泣きの状態でその場にしゃがみ込むしかない。

　くっ！　見ちゃダメだ、こんなの！　俺は俯うつむきながら疾しつ走そうし、

「アシエルッ！」

　叫さけびながら自分のブレザーを脱ぬぎ、俺に近いところにいたクリスに胸から腰までを覆うようにかける。

「は、はいっ！」

　ほとんど同時に、アシエルも俺と同じことを雪花にする。

　精神的動どう揺ようも隠せないまま、息荒あらく立ちつくす男が二人。

　その足元で二人の乙おと女めたちは、下を向いて縮こまっていた。

「これは何事じゃ!?　先ほどから、このように奇き怪かいなことが一度ならず二度までもっ！」

　クリスと雪花が受けたこの理り不ふ尽じんな仕打ちに、女性として憤ふんまんやるかたないといった様子でソフィアが叫ぶ。

　だが怒いかりをぶつける相手もとりあえずは見つからないのだ。

「何がどうなってるんですか、いったい!?」

　茜も他ひ人と事ごとではないという風に少し怯えていた。

「なんか糸みたいなものでも張ってあったとか!?　釣つり糸とか、ピアノ線とかっ」

　理解不能の事態に、俺もいささかヒートアップしてしまっている。

　本当にただの糸が張ってあったとして、こんな風に服だけが破けてしまうなんてことは、絶対に起こりそうにないのだが。

　それでも俺の頭の中では、糸が強くイメージされているのだった。

「そのようなものはなさそうですが……」

　空中で両腕を振って探ってみせながら、アシエルが言う。

「誰だれかのいたずらでしょうか？」

「いたずらというには、悪質に過ぎるがの」

「目的も方法も、全然わかりませんけどっ!?」

　マリーとソフィアと茜も、自身の困こん惑わくを言葉にすることしかできない。

　三人の会話を聞きながら、アシエルはしばし眉み間けんに皺しわを寄せていたが、

「雪花くんとクリスくんは、生徒会室に戻って手当てを」

　すぐに切り替かえて、そう指示を出した。

「あ、いえその、体はなんともありませんので……」

　頬を朱しゆに染めて、クリスが言う。

　それでも、クリスと雪花が生徒会室に帰き還かんしなければならない状況であるのは明白なのだ。

「替えの服はあるのか？　もしかして体操着とか……、まさかスク水しかないなんてことはっ!?」

　はっ、しまった！　心の中に留とどめておかなければならないセリフを思わず口に出してしまった。

　女子たちの視線が痛い。

「騎士のコスチュームとメイド服も常備していますから！」

　クリスに強く否定された。

「うう、今日は二回も殿との方がたに見られてはならない姿を晒さらしてしまいました。もうお嫁よめに行けません。やはり湊殿に貰もらっていただくしか……」

　しかしまたすぐクリスは、精神的ダメージがフラッシュバックでもしたのか落ち込んでしまう。

「だっ、大丈夫よっ、湊も全然見えてなかったみたいだし、ね？　そうよね、湊ぉぉぉ？」

　クリスを慰なぐさめようと思ってそんなに気合が入っているのか？　茜、なぜカツアゲしようとする不良のように俺に凄すごんでくるんだ？

「それにちょぉ～～～っとだけ、こいつの視界にコンマ一秒くらい映っちゃったんだとしても、こんなのそのへんの野の良ら犬いぬや野鳥と変わらないんだから気にしない気にしないっ」

　ああ、いつもながらひどい扱あつかいだな、俺。

　さて、それはそれとして、ショックでしばらく地べたに座り込んでいた少女二人も、手で足や……お尻についた土を払はらいながらようやく立ち上がった。

　男子のブレザーを羽織っただけのクリスと雪花──、なんだこの破は壊かい力りよく。

　もちろん前はボタンを全部留めているし、生足だって膝近くまで隠せてはいるものの、その数センチ上は、は、穿はいてな……と想像してしまうのが人間の性さがというもの。

　正直刺し激げきが強過ぎて、生きるのが辛い。

「これではさすがに演奏会どころではありません。本日は中止ということでよろしいですね」

　立て続けに起こったとんでもない事態に、忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやられそうになっていた事こと柄がらを、アシエルはきっちりと口に出して確認を取る。

「あっ、コレット……、コレットは無事なの!?」

　茜が心配そうに声を上げた。

　そうだった。たぶん今主しゆ催さい者しやであるコレットは、演奏会場となる予定だった高台でひとり、俺たちがやって来るのを待っているはずなのだ。

「同じような目にコレットもあってるかもしれないってか？　さすがにそれは……」

　言いながら、俺もなんだか不安になってくる。

「みんなは先に戻っててくれ。俺ひとっ走り行ってくるわ。演奏会の中止も伝えなくちゃだしな」

「あ、待って湊、あたしも行くっ！」

　駆け出した俺に、茜もすぐに追いついてきた。



「はぁっ、はぁっ」

　俺と茜は息を切らせて、高台へと辿たどり着いた。

　確かに美しい場所だ。真っ青な空から降り注ぐ陽光に、それをキラキラと反射するコバルトグリーンの海面。

　そんな絶景が自然のパノラマとなって一望できる。

　そこで、俺たちは発見した。

　屋根と柱がむきだしになり、ベンチとテーブルがいくつか置かれているだけの、全すべて木でできた小さな休きゆう憩けい所じよのようなところに、コレットはちょこんと腰こしをかけていた。

「あれ？　アカネ、ミナト、遅かったねー。お姫ひめ様さまたちは？」

　コレットは何事もなかったように──いや、実際コレット自身には何事もなかったのだろう、幸いである──笑顔で手を振る。

「ん、それがな、ちょっと都合が悪くなっちまって……。すまないけど、今日は中止ってことに決まったんだ」

　頭を掻かきながらそう伝えた。

「ごめんなさい、コレット。せっかくあたしたちを招待してくれたのに」

　茜も申し訳なさそうに言う。

「そっかぁ。うん、じゃあまた今度だね」

　コレットは素直に答える。

　さっぱりとした性格で、非常にありがたい。

「さ、あたしたちも帰りましょ」

　茜がコレットと手をつなごうというように腕を伸のばした。

「はーい。よいっしょっと」

　まだ成長途と中ちゆうのコレットはう～んと伸びをするようにして、テーブルの上に置かれていた立派な木製の楽器ケースを掴つかむ。

　そのとき、ぽとり、とコレットの中等部制服のスカートのポケットから、灰色の土器みたいな物体が転がり落ちたのだ。

「おっ、なんかおもしろそうなものが出てきたな」

　もっとよく観察するとそれは少しオカリナに似た形状をしていた。丸っこい胴どう体たいにいくつか穴が開いていて、中は空くう洞どうになっているのだろう。そして一箇か所しよだけちょこんと突き出た角のような部分があり、そこに口を当てるのだと思われた。

「ああ、これはね」

　ほんの一いつ瞬しゆん、コレットらしからぬはっとしたような表情を見た気がしたのだが、

「特別な、動物用の笛なんだ。人間の耳にはギリギリ聴こえるか聴こえないかぐらいの高さの音なんだって」

　それを拾い上げ、素早くポケットにしまったときには、すでに普ふ段だんの大らかな感じのコレットに戻っていた。

「へぇ、もしかしてそれでゾウやイルカと会話できたりするのか？」

　んなわけないだろっ、てはたかれる覚かく悟ごで冗じよう談だん交じりに尋たずねる。

「ん～、えっと、そんなとこかなぁ……」

　いつもはっきりとした物言いをするコレットにしては珍しく歯切れの悪い返答だった。

「それにしても今日の演奏会中止は残念よねぇ。あ、そうだ、あたしたちには今夜家で聴かせてよコレット」

「え～、恥はずかしいな。ちょっとだけだよ？」

　茜とコレットは仲良く握にぎった手を振って歩き出す。

「そのケース、けっこう重そうだな。持ってやるよ」

「あ、うん、ありがとミナト。でも大事に扱ってね、すごぉく高いんだって、これ」

「わかった。自分がコケて骨折したとしても、こっちは絶対に傷つけないぜっ」

「あははっ、でもそれも困るなぁ」

「大丈夫よ、湊の骨なんて二、三日でくっついちゃうんだから」

　茜の脳内で俺はどんな人外の超ちよう生命体なのか、興味の尽きないところではある。

　俺たちは、ソフィアたちが戻っているだろう生徒会室を目指した。



　もと来た道を辿って、高等部の校舎に入る。

「茜、湊、コレット、ただいま戻りました～っ」

　茜を先頭に、俺たち三人は生徒会室の中に入った。

「おお、皆無事であったか。なによりじゃ」

「おかえりなさい」

　ソフィアが主君らしく、マリーが優しくにっこりと、出で迎むかえてくれた。

「皆さんも、お茶でもいかがですか？」

　俺は、マリーが三人分のティーカップにポットから温かい紅茶を注ついでくれるのを見ながら、そういえばこういうことをしてくれるのは通常雪花のはずだよな～と違和感を覚え、あれ～クリスの声も聞いてないぞ～と辺りを見回すと、

「あっ、えっと……、雪花とクリスはどこに？」

　室内に二人の姿がない。

「雪花とクリスは保健室で休んでいます」

　ちょっと声のトーンを落として、マリーが教えてくれる。

「えぇっ!?　や、やっぱどこか怪我でもしたのか!?」

「いえ、たいしたことはなさそうなのですが、少し体が熱っぽいようだったので……」

「うむ、いくぶん辛そうだったので、大事を取って、な」

　ソフィアも心配そうだ。

「ミナトくん、アカネくん、コレットくん」

　そこで、アシエルに呼びかけられる。

「姫様方とクリスくん雪花くんには先程伝えたのですが、無人島探たん索さくは来週に決定しました」

「おっ!?　こりゃまた急な話だなっ」

　と聞き返しつつ、けっこうワクワクしつつある俺がいる。

「例の詩の、指定している時期が判明しましてね」

「あ、あのっ、あたしも、一いつ緒しよに行って、いいんですよね……？」

　恐おそる恐る、茜がアシエルの顔を窺うかがう。

　前回の『運命のルビー』探索では、みんなから危険だからと止められ、茜としては仲間外れにされた感がずいぶんと強かったのだろう。

　俺としても、できれば茜も連れてってやりたいと、そう思うのだ。

「ええ。今回に関しては、無人島にそれほどの危険はないと思われますし、現状コレットくんの保護者同然であるアカネくんだけを置いていくわけにもいかないでしょうからね」

　アシエルとしては出血大サービスなのではないかというくらいの、慈じ悲ひ深い裁定が下った。

「あっ、ありがとうございますぅ～～～っ！」

　心底嬉しそうに、茜が目を輝かがやかせる。

「それに、も、もし万が一危険があったとしたって……、あたしとコレットは湊が守ってくれるんでしょ？」

　急に声の調子がしおらしくなった茜が、ぐぐっと俺に顔を近付けてきた。

　信しん頼らいしている俺にすべてを預けるとでもいうような、真しん剣けんな眼まな差ざし。

「お、おおおっ、任せとけよっ！」

　茜の髪からすごくいい匂においがしてクラクラしたとか、茜の瞳ひとみに吸い込まれそうになったとか、断じて認めるわけにはいかない恥ずかしい感覚を振り払うべく、俺は必要以上に大きな声で答えた。

「うぉっほん、ううぉっっほんっ！　わっ、私とマリーの魔ま法ほうだってあるのだ。アカネとコレット殿どのは大船に乗った気分でおればよいぞ？」

　大げさな咳せき払ばらいをしながら、ずずぃっとソフィアが胸を張って割り込んでくる。

「そうですよ、だから安心してくださいね」

　マリーも珍しく己おのれを主張するかのように身を乗り出して、俺と茜とコレットに笑顔を振りまくのだった。










　　　インターミッション３





　ついに遠路遥はる々ばる招かれた四人目が、満を持してこの秘ひ密みつ裏りの会合に合流したのだった。

「いやぁ～、召しよう喚かん魔ま法ほうにおいてこうして被ひ験けん者しやを使っての実験を行えるなど、滅めつ多たにない貴重な機会ですなぁ～」

　口を開かずにじっとしていれば白髪しらがの老ろう紳しん士しといった風ふう采さいのその男は、熱気冷めやらぬ様子で室内を歩き回っていた。

「まず最初に召喚したのは『深淵なる耽溺デイープ・フラツド』。催さい淫いん効果のある水溜まり状の魔物で、わずかでも足を踏み入れた者は強引に引きずり込まれてあのとおり、全身ずぶ濡れですな。それにしても被験者のお嬢じようさん二名はよく耐たえた。たいていの人間は、あそこで失神していてもおかしくない刺激だったはずです」

　解説しながら、巨きよ大だいなモニターに映し出された映像を巻き戻し、再生を繰くり返す。

「次に召喚したのが『破廉八芒星デル・オクタグラム』。人間の肌にはくっつかないが衣服には強きよう烈れつな粘ねん着ちやく性せいを発揮し、動くとビリビリに破いてしまう蜘蛛の巣状の魔物です。いやはや、あれほどきれいにつるんっと剥むけるのですなぁ。もはや芸術的ですらある」

「師匠、学者としての探究心を満たされるのも大いに結構ですが……」

「いや、すまんすまん」

　横合いからたしなめられ、老紳士はおとなしくなる。

「今日の実験は、残念ながら失敗ですわね。クリスさんと雪花さんでは興奮はするものの、ミナトくんの火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとしての能力は強化されませんから」

「火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの能力はあくまで、空と海の女神の化身ともいえる姫様方に対する性的興奮によってのみ、引き出されるものですからね」

「トラップ型の魔物はパッシブですからな。仕し掛かけるタイミングでしか対象を絞れない。今日の王女たちのように不意に変則的な動きをされては、獲え物ものがズレてしまうのですなぁ」

「しかしそれでは、実験の精度があまりにも心こころ許もとない。何かよい方法はないのですか？」

「いやいや、ご案じめさるな、次はもっとアクティブな攻こう撃げき型がたの魔物を召喚すればよいだけです」

「それでも、学園内では難しいかもしれませんわ。クリスさんと雪花さんが常に王女たちの傍そばに控ひかえていますので」

「姫様方が二人、いえミナトくんを入れて三人きりになったときが最適でしょうね。わかりました、今週はもう仕掛けない方が無難です。来週、クエンコ島での実験こそ確実に成功できるよう、万全の態勢で臨むこととしましょう」

「コレットの召喚術はまだまだこんなものではありませんぞ。ぜひ、ご期待あれ」










　　　第四章　無人島の休日





「すっげ～なぁ、王家の秘宝のためなら学校も休めるのか」

「そりゃまぁそうでしょ。湊みなとあんた大学受験の日も休まずに学校で授業受けるつもり？」

　潮風が吹きつける甲かん板ぱんで、俺の軽口はスッパリと茜あかねに切り返されていた。

「なるほど、ソフィアとマリーにとっては昇しよう級きゆう試験みたいなもんだったっけな」

　それも、どちらか一方が合格するともう一方は落第してしまうという、非常にハードな試験だ。

「ねぇねぇ、無人島は？　無人島はまだ見えないのかなっ？」

　手すりに掴まりぴょんぴょんと飛とび跳はねながら、コレットは水平線に目を凝こらす。

「出発するときに到とう着ちやくまで三時間くらいって言ってたから、まだまだだろうなぁ」

　今回は茜の参加申しん請せいも簡単に受理されて、総勢八人での大所帯だ。

　コレットが一番懐なついているのが茜なので、そういう保護者的な立場も考こう慮りよされている。

　また、前の宝物庫や地下神しん殿でんよりも危険は少ないと考えられているらしい。

　おかげで今回の俺たちは、探険というよりほとんどレジャー気分で、まったく緊きん張ちよう感に欠けているのだった。

　そんな感覚を助長させている原因のひとつに、俺たちが今乗っているクルーザーがある。

　豪ごう華かな船内にはトイレ、シャワー、ベッドルーム、キッチンにリビングまであり、エアコンも完備。通信機器やＰＣも設置されている。これはもう家というより、基地と名乗ってもいいくらいの設備の充じゆう実じつぶりだ。

　そして俺たちの服装はといえば、これがまたあまりにもベタな、絵に描かいたような探険服なのであった。黄土色っぽい厚手の生地の、アレである。

　男である俺とアシエルは長ズボンに半はん袖そでだから、それでもまだ理解できる。

　それに対して女性陣じんの服はなんとも色っぽいショートパンツに、上なんて胸元がけっこう大きく開いていて、しかもノースリーブだ。

　良い子のみんな！　虫に刺さされたり草木で引っ掻いたりしそうな密林の中で、どうしてそんなに肌を露ろ出しゆつさせなければならないのかな？　なんて考えちゃダメだぞ！　大人には大人のお約束があるんだ、よろしくね！

　などと思わず謎なぞの解説をしてしまうくらい、俺としても腑ふに落ちない。

　そのとき、

「湊殿ー、茜殿ー、コレット殿ー、ミーティングを行うので船内に戻もどってくださーい」

　と、クリスが呼びにきたので、

「えーっ、もっと海見たいのにー」

「中でジュースが飲めるわよ」

　不満そうなコレットを茜がなだめつつ、俺たちは船内への扉をくぐるのだった。



「例の詩の『空の女神の両輪　相並びて戦場を駆け　海の女神の御み腹ばら　引き裂きて産声を授からん』の部分がついに解読できたわけですが、その詳しよう細さいを今皆みなさんにも伝えておきましょう」

　全員が揃そろうなり、アシエルが満足げに説明を始めた。

「『両輪』とは太陽と月を表し、この二つの星と地球がほぼ直線状に並ぶ──おそらく新月時の大潮。しかも『海の女神の御腹　引き裂きて』ですから、海面の水位が最も低くなる引き潮の時刻に、クエンコ島で何かが起こるのだと予想されます」

「へぇぇ、なんだか地学の授業を受けてるみたいだなぁ」

　俺はなんとなく他人事のように茶々を入れる。

「新月の引き潮、それが明日の昼過ぎ頃ごろになる計算です。その時刻には、我々は遺い跡せきに到着していなければなりません」

「おわっ、けっこうギリギリのタイミングなんだな」

「ご安心を。所しよ詮せんシャルスティア国内ですし、島に着いてしまえば小さな島ですから、遺跡までは徒歩でも三時間程度の距離です」

　アシエルは俺のコメントをことごとく受け流し、余よ裕ゆうしゃくしゃくといった様子だ。

「なので、クエンコ島に到着後、本日一日は自由行動とします。今日中に島の環かん境きように慣れてください」

　おお、ますますリゾート感覚になってきてしまうな。

「遺跡へは明朝出発。昼前には着くでしょうから、そこでしばらく待機することになるでしょう」

　ソフィアとマリーは、いつになく緊張しているように見える。

　そうだよな、王家の秘宝『運命のルビー』はまさに二人の運命を握っているのだ。それが今度こそ、発見できてしまうかもしれない。いやもう、これほど大がかりな仕掛けがありそうな遺跡なだけに、本命の予感がビンビンに漂ただよっているじゃあないか。

　俺の手のひらにも、じんわりと汗あせがにじんでくるのだった。



　クエンコ島はほぼ円形をしていて、島の外周はマングローブが密集しているところも多いのだが、俺たちは椰や子しの木がまばらに生える砂すな浜はまに上陸することにした。

「あははははっ、あっついよアカネっ。足の裏焼けちゃうっ」

　さっそくコレットはエンジン全開である。

「もぉ、靴くつ脱ぬいじゃってコレットたらっ」

　ザッパァ───ンッ。

「ひゃぁ～っ、気っ持ちいい～～～っ！」

「ああっ、そんな格好のまま飛び込んだら服が透けちゃうでしょぉっ!?」

　茜は早くも振り回されっぱなしとなりそうである。

「やっぱり陽ひ射ざしが強いね。雪ゆき花か、日焼け止め持ってきた？」

「もちろんたっぷりありますよ。そうですね、塗ぬっておきましょうか」

　クリスと雪花はそんなやりとりをしている。

「ミナト」

「ミナトさん」

　そして俺は、すでに鬱うつ蒼そうとした密林の中に足を踏み入れているソフィアとマリーから、こっそりと手招きされたのだった。

「ど、どうしたんだよ、二人ともそんなところで。何かあったのか？」

　訝いぶかしんで尋ねる俺に、姫ひめ君ぎみたちはしーっと人差し指を口元に当てる。

　声を出すなと言われては仕方なく、俺は二人のもとへと歩み寄っていった。

「な、なんだよ、いったい。なんかヤバいことでもあったのか？」

　だいぶ接近したので再度俺おれは聞いた。

　そもそもソフィアとマリーが人目を憚はばかる理由が思いつかない。この島に持ってくるはずだったのに、何か致ち命めい的てきな忘れ物をしてしまったとか!?　もっと大事だとすると、シャルスティアでの生活に嫌いや気けがさして国外逃とう亡ぼうを企くわだてているとか!?

　んなわけはないのだろうが、とにかくドキドキである。

「何も聞かずに黙ってついてまいれ」

「すみません、ミナトさんどうか……」

　二人はけっこう真剣そうで、ソフィアの命令口調はあれだがマリーに懇こん願がんされてしまっては、断るに断れない。

　ソフィアはズンズンと木々の奥おくへと進んでいく。マリーの手を取って、俺はその背中を追う。

　そうこうするうちに、後ろを振り返っても俺たちが乗ってきたクルーザーや茜たちが完全に視界から消えてしまうところまで来ていた。

「ここまで来ればよいであろうか？」

「ええ、十分だと思います」

　二人は顔を見合わせ、頷うなずき合う。

「ミナトよ、私たちと今日一日、デートをするがよい！」

「ミナトさん、私たちと今日一日、デートしてください！」

　二人は声を重ねて、言った。

「は……？　で、デートぉぉ!?」

　まったく想定外の言葉に、俺は我が耳を疑う。

「聞くところによるとミナト、そなた近ちか頃ごろアカネの家で毎晩のように晩ばん餐さんをともにしておるらしいな？」

　ずいっと、ソフィアに覗のぞき込むように睨にらまれ、俺は動転する。

「えあっ!?　いや、毎晩なんてそんな一週間に五回くらいだしってそれほとんど毎晩か……。いやいや、晩餐なんて豪華なもんじゃなくって、ただ茜の手料理でコレットと俺もちょこっと手伝うくらいで、って、あ、いやその……」

　なんだか舌を動かせば動かすほど、目の前の姫様たちの表情が曇くもっていく。

　なぜだ。俺何か、二人を悲しませるようなこと、してるのか？　胸がぎゅうっと締しめつけられるような気がした。

「まるで、夫婦みたいですね……？」

　マリーなんて、もう今にも泣き出してしまいそうなくらい沈しずんでいる。

「どうなのだ、ミナト？」

　ソフィアに詰きつ問もんされる。

「え、どう、って何が？」

　針のむしろとは、こういう状況のことを言うんだと思う、マジで。

「そなたにはアカネを一生の伴はん侶りよとする決意が、すでに固まっておるのかと聞いておるのだ！」

　イッショウ……ハンリョ……？

　普段あまり使い慣れていない言葉に、思考が一いつ旦たん停止する。

　そして──、

「えええええ!?　いやないって。だってそんな、俺まだ高校生だしっっっ!!」

　尋ねられた内容をようやく理解した俺は、全力で首を横に振ふった。

「見損ないました、ミナトさん！　そんな軽い気持ちでアカネさんとお付き合いを始めたんですか!?」

「えええええ!?　いやないって、だってそんな、付き合ってませんよ!?」

「おのれこの期に及およんでまだ言い逃のがれするか！　若い男女が二人、一つ屋根の下で寝しん食しよくをともにしておいて、付き合っていないとな!?」

「コレット、コレットがいるだろっ!?」

「おおかた娘むすめが産まれたときの予行演習のつもりであろうが！」

「うん、確かにコレットは娘みたい……じゃなくてっ、そこは妹みたいなもんだろっ!?　茜だって俺おれにとって姉か妹みたいなもんだし。いや、母さんみたい、かな？」

　そんな茜にときたま色気を感じてドギマギしてるなんてことは、この場合は黙だまっておく方がいいだろう。

「むっ」

「あっ」

　と、そこまで応おう酬しゆうしたところで、ようやくソフィアとマリーの言葉が途と切ぎれたのだった。

「俺たち三人とも、一家団だん欒らんって機会があんまりなかったからさ。それで居心地が良くってつい」

「そうだったんですか……。ごめんなさいミナトさん、私たち誤解してました」

「あ、ああ、わかってくれれば俺はそれで」

　呼び出された用件は解決したのだろうか。

　俺は姫様二人の顔色を窺う。

　ソフィアとマリーはしゅんとなったのも束つかの間、今度は顔を赤らめもじもじとし始めた。

「ほれ、マリーはよう」

「そんな、ソフィアこそ」

　ひそひそと囁ささやき合いながら、お互たがい肘ひじでつつき合っている。

「えっと、もうよければみんなのところに戻らないか？」

　俺は真っ当な提案を口にしてみる。

　いくら今日一日は自由に過ごしていいと言われたとはいえ、俺たちはチームで行動しているのだ。

　それなのに長時間みんなから離れているのは得策ではないように思われた。

「あ、いやミナト、その、だな」

　ソフィアが慌あわてて俺を引き留めようとする。

　しかしどうにも歯切れが悪い。こんな態度のソフィアを見るのは初めてだ。

　すると、隣となりのマリーが意を決したように口を開いたのだ。

「ミナトさん、私たちにもっ……、私たちの素敵な思い出づくりにも協力してください！」

「は？　思い出……づくり？」

　二人の事情がどうもよく呑み込めない。

「うむ。もしこの島で『運命のルビー』が手に入ってしまうと」

「私たちはすぐに女王、副女王に就任しなければなりません」

「そしてそれ以後は国家の代表として、一年中二十四時間公務に縛しばられる日々が待っておろう」

「私たちにはもう、時間がないんです」

　ソフィアとマリーの訴うつたえは、同じ高校生としてなるほど切実さが伝わってくる内容だった。

「今までも私たちは王国の王女として、普ふ通つうの女子学生とは程遠い生活を送ってきた」

「同年代の男の子と楽しく話したりしたのも、ミナトさんが初めてでした」

「であるからして、ミナトよ、私たちと今から」

「ミナトさん、今からデートしてください！」

「でっ、デート……！」

「うむ」

「はい」

　やや恥じらいを含ふくんだ瞳で、それでも二人ははっきりと肯こう定ていする。

「お、俺なんかで、いいのか……？」

「よいから、そなたに言っておるのではないか」

「私たちにはミナトさんしかいないんです」

　俺は、自分にできるかぎりの方法でソフィアとマリーを楽しませてやりたいと、心から思った。

「わかった。そこまでご指名とあらば、とことん付き合うぜ！」

　俺の返答にも自然と力が入る。

　二人にとって、デートなんてできるのは今日が最後かもしれないんだから、責任重大だ。

　けど、男女比は一対二だし場所もこんなサバイバルなムードの無人島で、デートって言えるのだろうか？　なんて無ぶ粋すいなことは考えないでおこう。

「あ、でもその前にさ、さすがに雪花かアシエルあたりには、伝えておかないとマズいんじゃないかな？」

　突とつ然ぜん、俺たち三人がいなくなったら、みんな心配するだろう。

　茜やコレットに知られると、自分も一緒に行く～と言いだしそうなので論外だとしても。

「いや、それには及ばぬ」

　ソフィアが平然と拒きよ否ひする。

「えっ、だってそんな」

「そもそもこの策を授けてくれたのは、アシエルであるゆえな」

「ええ、アシエルがこの機会にぜひ、と勧すすめてくれました」

　それは正直意外だった。

　あの王国のため王家のためと口うるさそうな、宰さい相しようの息子殿どのがこんな浮うわついたイベントに協力的になるなんて。

　案外あいつも、自分自身が多た忙ぼうを極めているせいでせっかくのイケメンっぷりをまったく発揮するヒマがないのかもしれない。それで俺に自分の願望を投とう影えいして、こんな美お味いしい役回りをプレゼントしてくれるんだろうか？

　わかったぜ、アシエル、その思い確かに受け取った。おまえのぶんまで、悔くいのないように精せい一いつ杯ぱい、遊び倒たおしてくるからなっ！

「よし、じゃあ行ってみるかっ！」

「「お～～～っ！」」

　姫様二人は元気よく拳こぶしを上げた。



　この島、クエンコ島の地形は独特なものだった。

　平へい坦たんなところはあまりないようで、海岸からやや内部へと進んだところから島の中心までずっと緩ゆるやかな下り坂といった具合だ。きっと一番底のあたりは、海かい抜ばつが相当マイナスになるんじゃないだろうか。

　そういえば、来る前に説明されていたっけな、すり鉢ばち状の島だって。その意味をようやく、身をもって実感できたってわけだ。

　だがおかげで、歩くのはけっこうしんどい。俺としてはハイキング気分だったんだが、けっこうな段差があったり丸太が転がっていたりなんかもして、むしろ天然のアスレチックとさえ言えそうなくらいだ。

　熱帯の陽の光を存分に浴びて生い茂しげる木や草。その豊富な餌えさで大きく育った昆こん虫ちゆうや、それをまた餌に飛び回る色とりどりの野鳥たち。他にもいかにもジャングルって感じの、小型のサルや、トカゲやヘビなんかもきっといるにちがいない。

　なんて健全なんだ。

　デートって言葉の響ひびきから俺が想像する、きゃっきゃうふふな世界とはあまりにもかけ離はなれた、ぎゃーぎゃーくえーっな世界。

　などとケチをつけつつも、自分のすぐそばをとんでもなく美しくてナイスバディなお姫様が二人も歩いているこの状じよう況きようは、紛まぎれもなく天国ではあるのだった。

　上気した肌はだにじんわりと浮かぶ汗と、甘あま酸ずっぱい匂い。こんな至近距きよ離り、女子と合同で体育とか運動部とかしたって、そうそう味わえるもんじゃない。

「きゃっ!?」

　そのとき斜しや面めんの土が滑すべり、マリーが体勢を崩くずす。

　ぱしっ。

「大だい丈じよう夫ぶか、マリー？　危ないから、手を。俺に掴まって」

　エスコート成功。とっさに俺はマリーの手を取り、そのままずっとつないでおくことにする。

「あ、ありがとうございます、ミナトさん」

　マリーはぽっと頬ほおを染めると、ぐぐっと俺に身体を寄せ、手をつなぐどころか、腕うでを絡からませてきた。

　うおおおおおっ、これっ、これをされると、マリーの、マリーのダイナマイトなふくらみがぁぁぁっ!!

　ドクンッ！

　や、やわらけぇ～～～～～っっっ!!　俺の視界が一瞬真っ白になり、意識が飛びかける。

「む、う」

　反対側で、ソフィアが呻うめいた。

　じと～っと俺を睨んでいたようだが、振り向くとサッと視線を逸そらし、つまらなそうに肩かたを落とす。

「ソフィアも、ほら」

　余っているもう一方の手をソフィアへと差し出す。

「い、要らぬっ！　私はマリーとは違ちがって、運動神経にも自信があるでな！」

「ん～、そう言うなって。万が一ってこともあるだろ？」

「ソフィアったら、今日素直にならなかったら損ですよ？」

「そ、それに私まで掴まってしまったら、ミナトの両手が塞ふさがるではないか。それでは、踏ふん張りも利きかなくなるであろう!?」

　勧めれば勧めるほど、気の強いソフィアは頑かたくなになるようだった。

　しかし、今退いてしまったのでは、せっかくデートのパートナーに指名してもらった立場がない。

「大丈夫、二人が同時にコケたって、二人とも支えてみせる！」

　俺はここぞとばかりに大見得を切った。

「……そこまで言うのなら、そなたに私の手を取る名めい誉よを授けよう」

　しかたないという表情なのかまんざらでもないのか判別し難いものの、ソフィアはそっと俺の手のひらに自分の手のひらを重ねたのだった。

　するとソフィアは不思議そうに、しばし静止する。

「ミナト、そなたの手……、大きくて、ごつごつして……」

「ちぇっ、触さわり心地が悪くて、悪かったな」

　俺はてっきり文句を言われたのかと思い、不ふ貞て腐くされてみせる。

「いや、嫌きらいではない」

　ソフィアは俺の目を見つめて、微び笑しようした。

　ドキッ、となぜかその瞬しゆん間かん、俺の心臓が破は裂れつしそうなほどに大きく高鳴る。俺は絶句し、たぶんすごく驚おどろいた顔で、ソフィアを見つめ返したのだろう。

　一いつ拍ぱくの間をおいてソフィアは、ボンッと突とつ然ぜん沸ふつ騰とうしたかのように真っ赤になった。

「ばばばばばっ、ちっ、違うぞ!?　嫌いではないと言ったからといって、すすすすすす、好きだというわけではないぞ!?　ふ、普通、そう普通じゃっ！　いやいやいや、そもそもこれはそなたに対する気持ちではなく、触り心地の話じゃっ！」

　激しく動どう揺ようするソフィアの様子が、また可愛かわいらしい。

　やっべー、俺今ソフィアをぎゅって抱だきしめたい。

「……」

　と、また逆方向、ごく近くからの視線に気付く。マリーがなんだか不安そうに俺を見上げていた。

「あっはははは、いや～けっこう疲つかれたよな～。ちょっと休きゆう憩けいできそうなとこ、早く探そうぜっ」

　俺は焦あせって話題を変えて誤ご魔ま化かすのだった。



　サラサラと涼すずやかな水音の調べに、キラキラと水面に反射する陽光。

　十分もしないうちに俺たちは、身体の熱を冷やし喉のども潤うるおせそうな清流に辿たどり着いていた。

「お～、こりゃいいや。休むにも遊ぶにももってこいの川じゃないか」

　俺は川べりの大きめな岩に足をかけ、水面を覗き込む。

「ミナトさん、ほら、魚もいますよ」

　マリーが無む邪じや気きに指さした。

「ミナトよ、狩かりの腕うで前まえを示すのもまた騎き士しの務めであるぞ？」

　ソフィアにけしかけられる。

「よ～し、んじゃあ、今夜のおかずに十匹ぴきや二十匹持って帰るとするかっ」

　などと意気込んでみたものの、

「つ、釣つり竿ざお……なんて、ないよな……」

　なんの装備もないことに気付き、途と方ほうに暮れる。

「手て掴づかみで獲とれるんじゃないかしら？　私、やってみますね」

　驚いたことに、マリーが積極的に参戦を表明した。

「ふ、服が水に濡ぬれちゃうよ？」

　俺はやんわりと止めようと思ったのだが、

「平気です。私、水の中って大好きなんですよ」

　すでにマリーは膝ひざまで浸つかってぱしゃぱしゃと進んで行く。

　お姫様ひとりだけに任せるわけにはいかないと、俺も急いで後を追う。

　マリーは完全に戦せん闘とうモードに切り替かわっていた。真剣な面持ちで水面と対たい峙じする。

　そのとき、俺の視界からマリーの姿がフッ、と煙けむりのように霧む散さんした──そんな感覚に囚とらわれた。だが目を凝らせば、当然マリーはそこにいるだけだ。

　こ、これはっ！　微び動どうだにしないマリーは今現在、己の気配を消している！　自身の存在を無にしているのだ！

　あたかも自然と一体となり、その一部であるかのように同化しているマリーは、この川を泳いでいる魚たちにとっては木や石ころのようにしか感じられないはず。

　ごくり、と俺は唾つばを飲み込む。この人は本物だ。マリーはきっと確実にこの任務を成し遂とげるだろう。

　数秒後、

「ミナトさーん、やりましたー！」

　両手で魚を掴つかみ、得意げに掲かかげてみせるマリーの姿がそこにはあった。

　そう、派手な動きも、電光石火の早業も必要ないのだ。水の流れに合わせ、そっと手を寄せれば、魚は自分が掬すくい上げられたことにも気付かずに外気に晒さらされ、ただ口をパクパクと動かすしかなかった。

「おおっ、すごいなっ！　マリーさんかっけーっ！」

　マリーは嬉うれしそうに俺の方へと向かってくる。まるで飼い主に投げられたボールを拾ってくる子犬みたいだ。

「マリーよ、戦は勝利した後が大事じゃぞ。勝って兜かぶとの緒おを締めるべきではないか？」

　そこで高みの見物をしていたソフィアが、偉えらそうではあるが、自身の半身とも言える従姉妹いとこをよく理解しているからこそだろう、注意を喚かん起きした。

　直後──。

　バッシャァ───ンッ！

「きゃぁぁぁっ!?」

　つるりと、ものの見事にマリーはすっ転んだ。

　なぜ往路では何の問題もなく、むしろプロ級の技術を見せつける仕事をしたのに、その復路で盛大な失敗をやらかすのか。

　空を仰あおぎ見て背中から沈み行くマリーを、俺の目はどうすることもできずにスローモーションで捉とらえていた。

　ソフィアは完かん璧ぺきに読み切っていたのだ、この展開を。

　だが、一歩及ばなかった。

　俺ははっと我に返る。実じつ況きようをしている場合ではない。

「マリーっ！」

　俺は全力でドジッ娘こ姫ひめ様さまのもとへと駆かけ寄よる。後頭部とか、打ってないよな!?

「ミナトさ～ん、逃にげられちゃいましたぁ～」

　髪かみからも顔からも雫しずくがしたたっているので、涙なみだ目だとしても判別がつかないマリーが嘆なげく。

　いや、俺は見てたよマリー。倒れる拍ひよう子しにバンザイの格好になったのだよ、君は。魚は逃げたのではなく、君に放ほうり投げられたのだ。

「ざ、残念だったなぁ……。えっと、びしょびしょだけど、立てる？　どこか痛いとことかない？」

　慰なぐさめる言葉もなかなか浮かばない惨さん憺たんたる姿だ。

「平気ですっ！」

　にかぁっと、マリーにしては珍めずらしい大きく口を開いた笑顔で答え、元気よく立ち上がる。

　ザブザブと水面を掻き分けるように、マリーは陸の方へと歩いていき……。

「ソフィアっ」

　バシャァァッ！

　両手でたっぷりと掬った水をいきなりソフィアに浴びせたのである。

「こらっ、やりおったなマリー！」

　怒おこりつつも、楽しそうに声を張り上げるソフィアは、ザッパァーンッ、と座すわっていた岩から飛び降りて川に入った。

「うふふ、私だけじゃあ悔くやしいですもの」

　ぺろっと舌を出して、マリーが身構える。

「それっ、マリー、覚かく悟ごするがよいっ！」

「きゃぁっ、ソフィアも、まだまだ濡れ足りないわっ」

　はしゃぎながらバシャバシャと水をかけ合う二人の美少女、しかもお姫様。

　白く張りのある肌が水を弾はじき、発育の良い見事なおっぱいが合計四つ、たゆんたゆんと揺ゆれる。

　俺はこの光景を二時間くらいぼーっと眺ながめていても、人生において何ら損失ではないと主張したい。

「まだ一名、頭から水を被かぶっていない者がおるのぅ？」

「そうですね、ズルいですよミナトさんっ」

　自分はてっきり非武装中立地帯にいるという認識でのんびりと傍ぼう観かんしていた俺に、ついに矛ほこ先さきが向けられた。

「うわっ、ちょちょっ、たんま、そりゃないってっ」

　跳ね上がる水みず飛沫しぶきの集中砲ほう火かに、ただただ逃げ惑まどうしかない。

「何をひ弱なことを！　この程度ではまだ生なま温ぬるかろうっ」

「よ～し、じゃあソフィア、あれをやりましょう」

「む、マリー、あれをか？　そうじゃな、やるかっ」

　尋じん常じようならざる不ふ穏おんな気配を感じる。

　二人は何やら短く密談を交わしたかと思うと、次の瞬間、

「「え～いっ」」

　なんと、花も恥はじらうべき十七歳さいの乙おと女めたちが、身体ごと飛びかかってきたのである。

「おわぁっ!?」

　ソフィアとマリーに左右から抱きつかれたまま、俺は仰あお向むけに転てん倒とうする。

　ドッボ───ンッ！

　もちろん三人仲良く川の中で寝ねそべる羽目になった。

「あはははははっ、どうじゃミナト、涼しくなったであろう？」

「うふふふふふっ、気持ちいいですねっ、ミナトさん」

　二人の温ぬくもりと、信じられないほどの柔やわらかさが伝わってきて、正直あんまり涼しいとは感じません。どちらかというと、体温が上じよう昇しようしている気がします。

　気持ちいい……。これはマジで、ガチで最高に気持ちいいと思います。気が遠くなりそうです。

　ああ、なんだろう、すげー楽しい。今が永遠に続けばいい。

『運命のルビー』なんて、見つからなければいいのに。

　ソフィアもマリーも俺も、こうやってずっとじゃれ合っているのが一番幸せなんじゃないだろうか。

　なぜ周囲の大人たちは、二人に早く王位を継つがせようと急せかすのだろう。

　きっと長い長い人生という道のりの中で、今しか得られない貴重なものがたくさんあるはずだ。それを二人から奪うばってしまう権利がいったい誰だれにあるというのだろう。



「なぁ、二人とも……、こんなデートで満足できるのか……？」

　あれから一時間ほど、俺たちは川べりの巨大な岩に寝ね転ころんで服を乾かわかしつつ、とりとめもなくだべったりしていた。

　その中で、俺はふと不安になってしまう。

「む？　なんじゃミナト、いきなり。ま、まぁ、そうよのっ、そなたではちと物足りぬが、ぎりぎり及きゆう第だい点てんといったところかっ？」

　すとんと落とすと見せかけてわずかに持ち上げようとするソフィアに、

「もうっ、ソフィアったらっ。ミナトさんと一緒なら、どんなことでもすごく楽しいですよ？」

















　褒ほめ殺しかと一いつ瞬しゆんビビるくらい素直に持ち上げてくれるマリー。

「いや、そう言ってもらえると嬉しいけど……、だって二人はいつもリムジンとかに乗って、高級ブランドの服や一流シェフのディナーとか、買い放題食べ放題だったりするんじゃないのかな～って……」

　そんなセレブな二人にとって、今のこれがデートだとして、人生の思い出に残るような光り輝かがやくひとときになるとは、とても思えない。

「ミナトよ、そなたは王女の暮らしというものを勘かん違ちがいしておるようじゃな」

「ミナトさん、私たちには、自分の財産というものはないんですよ？」

「え……？」

「私たちに与あたえられるドレスも料理も乗り物も、すべて国家のもの。どれが欲しいなどと自分で選ぶことはできぬ」

「あまり国の財政の負担にならないよう、日用品も余分な物はほとんど持っていません」

　意外な説明に、俺は少し困こん惑わくする。

「え、じゃ、じゃあ、小こ遣づかいとかは？」

「それは一応支給されておるが、普通の高校生と同じ程度のはずじゃが」

「ふふっ、そういえば今月はコレットさんにプレゼントしたぬいぐるみに、ずいぶん使っちゃいましたよね？」

「あははっ、そうであったな。あれのせいで向こう三ヶ月は欲しいものが何も買えぬかもしれぬのぅ」

　ソフィアとマリーは本当に幸せそうに笑い合った。

「そうそう、あのときに着ていた私たちの服は、自分で選んでお小遣いで買ったんですよ？　ミナトさん、私たちの服、ちゃんと似合ってましたか？」

　無邪気な瞳で、マリーが尋たずねてくる。

　そうか……、あのときの二人は、普通の高校生たちと何ら変わらない感覚で、いやむしろ滅めつ多たに味わえない貴重な体験として、心から楽しんでいたのだと、ようやく俺は確信することができた。

　ならばきっと、今日のいま、この瞬間も……。

「あ、ああ、すっごく可愛かったよ、二人とも」

「ば、バカ者っ、そなたのために選んだのではないぞっ？」

「もうっ、ソフィアったらまたっ」

　だって俺は、こうして過ごせた二人との一日一日を一いつ生しよう涯がい、絶対に忘れることはないだろうと思えたのだから。



「そろそろみんなのところに戻らないとマズいかな」

　西にだいぶ傾かたむいた太陽が少々気になり始める。

「そうじゃな、暗くなっては危険であるしのぅ」

　名な残ごり惜おしそうに、しかし状況をわきまえた発言をソフィアはする。

「それなら、お土産に果物でも採って帰りませんか？　来るときに、生なっている場所を見つけたんです」

　マリーは最後にもう一イベントを提案した。

　結局あのあと魚獲りの再チャレンジはしなかったし、ただ元来た道をたどるだけでは確かにつまらない。

「よっしゃ、今夜のデザートに食べ切れないくらい持って帰るとするかっ」

「ミナトさん、余っちゃったらもったいないですよ？」

　お姫ひめ様さまらしからぬ倹けん約やく精神を披ひ露ろうするマリーに、

「ミナトよ、そなたの軽口が過ぎる癖くせは、なんとかならぬのか？」

　大げさな物言いが専売特許であるはずのソフィアにまで呆あきれられる始末だ。

　そんなこんなでわいわいと賑にぎやかに、俺たちはみんなが待っているはずの浜はま辺べへと引き返すことにしたのである。



「ほら、ミナトさん、ソフィア、ありましたよ。あそこです」

　ちょうど半分くらいの地点で、マリーが足を止めた。

　見れば青々と葉をつけた一本の木に、黄色く熟した木の実が鈴すずなりに下がっている。

　だがけっこう位置が高い。これは、俺に登れ、とそういう理解でよろしいのでしょうか。

「よ、よ～し、じゃあサクッと登って採ってくるか～」

　そう言いつつも、やや及び腰ごしになった俺であるが、進む以外に選せん択たく肢しはない。

　一歩、二歩、と見上げながら木の下に近付いていった。

　そのとき──、

「きゃあっ!?」

「な、なんじゃこれはっ!?」

　背後から、マリーとソフィアの悲鳴が上がったのだ。

　振り返る。

　俺の目に映ったそれは、うねうねと動き、伸のび、絡みつき、ソフィアとマリーを捕らえていた。二人の人間の身体を宙に吊つり上げる、明らかに植物だと思われる緑色の蔓つる状の触しよく手しゆだった。

　そしてその触手を伸ばしている本体が──いつからそこに存在していたのだろうか──もぞもぞと蠢うごめいていた。

　体長二メートル近くはありそうな、巨きよ大だいで毒々しい血のように真っ赤な花が、まるでヒトデのように花弁をくねらせて這はっているのだ。

「なぁっ、シャルスティアには、こういう生物が生息しているのかぁっ!?」

　その禍まが々まがしい姿に戦せん慄りつしつつ、俺は最近こういうときには持ち歩くのが自然になってきた長ちよう剣けんを抜ぬいて身構える。

「ミナトよ、そなたはシャルスティアを魔ま界かいか異世界であるとでも思っておるのか!?　このような生物が普通に地球上に存在しているはずがなかろう！」

　四し肢しを蔓に絡め取られ、磔はりつけのように浮かされながらも、ソフィアが俺の疑問に答える。

　俺は捕らわれた二人の身に細心の注意を払はらいながら、この突とつ如じよ現れたモンスターに切りかかる隙すきを窺うかがう。

　……のだが、徐じよ々じよに警けい戒かい心しんが薄うすれ始めた。

　今にも巻きついた蔓が骨を砕くだきそうだとか身体を引き裂さきそうだとか、大きな花の中央が牙きばを剥むいて丸呑みにしそうだなどという素そ振ぶりは、まったくないのだ。

　ただこの謎なぞの植物は、ソフィアとマリーを宙吊りにしているだけ。

「ホントか～？　シャルスティアの古代魔法文明が創つくり出したものなんじゃないのか～？」

　俺はなおも疑いをもって聞き返しながらも、その自分の疑いに違い和わ感かんを覚え始めていた。

　これまで、シャルスティア古代魔法文明出典のモンスターたちは、どれもが確実に生命を脅おびやかす、実に凶きよう悪あくなものばかりだった。

　それに対して、目の前のこいつには、切せつ羽ぱ詰つまった恐きよう怖ふが感じられないのだ。

　この状況は、はたしてピンチなのか？　俺の培つちかわれつつある騎士のカンが、どうにも緊張感を高めようとしない。

「魔法……、魔物……、確かにこれは召しよう喚かんにしろ創造にしろ、魔法によって今ここにいるのだと思います！」

　今度はマリーが俺の問いに答えてくれた。

　魔法に関しては世界でもトップクラスのエキスパートだと思われるシャルスティア王国王女がそう言うのだから、おそらく間ま違ちがいはないのだろう。

　さて、とにかくソフィアとマリーを救出しなければ。

　力技だけでいける相手だろうか。まぁ、やってみるしかない。あの蔓を一刀両断できれば、二人を解放することは容易なはずだ。

「ミナト、何をしておるっ、早く助けぬか！」

　気の短い主君からお叱しかりを頂ちよう戴だいした、その直後──。

　ボフンッ。

「ふわっ!?　けほっ、こほっ」

「ひゃぁっ!?　くしゃんっ、くしゅっ」

　魔物の花が花粉を撒まき散らしたのだ。

　真上に捕らわれているソフィアとマリーは直ちよく撃げきを受ける。しまったぁっ！　これがもし毒だったら、二人はどうなるんだ!?

　俺が顔面蒼そう白はくになったのも束の間、

「はぁ……、あっ、はんっ」

「あぅ……、ふぁっ、はっ」

　二人が、悶もだえ始めた。

　苦しげというよりは、悩なやましげに。

　シュル、シュル、シュルッ。

　しかもそれに合わせて、蔓たちがソフィアとマリーに対し新たな行動を起こした。

「はっ、あぐっ……、んむぅ」

　ソフィアの唇くちびるをこじ開け、口の中に侵しん入にゆうする。

「やぁぁっ……、はぅっ、くぅんっ」

　マリーの胸元を縛り上げるように巻きつく。

　さらには二人の股こ間かんにまで、蔓が這い寄る。

　な、なんだこれ!?　これはいったい、どういう意図があっての攻こう撃げきなんだっ!?　エロい、エロすぎるよ！　でも、悲しいけどこれ、現実なのよね。

　ドクンッ、ドクンッ、ドクンッ！

　強きよう烈れつな高こう揚よう感が俺を襲おそう。

　いっ、いかんっ！　ソフィアとマリーのエッチな姿に見とれている場合じゃないんだ！

　身体が、燃えるように熱い。

　自分の両手が、うっすらと赤いオーラに包まれているように見える。

　これは……、もしかして火山神顕現騎士ヴオルカエクエス!?　ソフィアとマリーとの儀ぎ式しきを通さなくても、ある程度力が発揮できるのか!?

　そういえば、いつぞやのクレープ店でソフィアが拉ら致ちされそうになったときにも、似たようなことが起きていたような……。

　手に構える長剣にも、オーラが伸びている。

　このオーラ、炎ほのおになったりしないのかな？　火山の神なら、それくらいできてもよさそうなもんだけど……。

　なんていつまでも悠ゆう長ちように考えているヒマはさすがにない。

「でやぁぁぁっ！」

　俺は全速力で魔物の懐ふところに飛び込み、長剣を一いつ閃せんした。

　ザシュゥッ！

　ジュゥゥゥゥゥッ！

　魔物の傷口が黒く焦こげ、煙が上がる。

　マジでっ!?　剣けんのオーラが本当に熱を帯びているみたいだ。敵は植物だし、これなら楽勝なんじゃね？

　だがまだ浅い。とどめの、もう一いち撃げき！

　ズバァァァッ！

　ギュォォォォォ───ッ！

　魔物の花の部分を縦に真っ二つに切り裂いた。

「わぁっ!?」

「ひゃぁっ!?」

　同時に蔓がほどけ、ソフィアとマリーが落下してくる。

　がしがしっと、左右の手でそれぞれ二人を抱きとめる。オーラが出てなかったら、生身の状態だったら絶対不可能だろうな……。

「ミ……ナト……」

「ミナト……さん」

　ソフィアとマリーが俺の両りよう肩かたに頭を預けながら弱々しくささやく。

　シュゥゥゥゥゥ───ッ。

　魔物は、切断された部分から猛もう烈れつな勢いで煙を噴ふき上げ、そのまま溶とけるように消しよう滅めつした。

　そこで、ふと気付く。

　ついさっきまで、ヒューヒューと、耳鳴りのような微かすかな音が聞こえていたのだ。どこか遠くで、非常に小さな音量で笛でも吹ふいているように。

　それが今、完全に止やんでいた。

　だけど、そんなことを気にしている場合ではないのかもしれない。

　俺の身体は、まだ若干赤いオーラを纏まとっている。これが消えないうちに、ソフィアとマリーを抱きかかえたまま、できるだけ早くみんなのところに帰らなければ。

　ただの人間に戻もどってしまった俺に、はたして二人を背せ負おって歩くことができるのかどうか、甚はなはだ疑問であるのだから。



　ぜ～っ、は～っ。

　も、もう、限界だ……。ついに俺の身体から発せられるオーラは尽つき果てていた。

　辺りはもうだいぶ暗くなってきている。足元がはっきりと見えるのも、あと三十分かそこらではないだろうか。

　クルーザーが停てい泊はくしている浜辺までは、あとどれくらいだろう。

　どさっ、と俺は二人を抱かかえたまま地面に座り込んでしまう。二人の姫様は呑のん気きと言おうか、すやすやと可愛らしい寝ね息いきを立てていた。

　でも、無事でよかった。思わずチュウしてしまいたくなるような寝顔を見て、自然と口元が緩んでしまう俺がいるのだった。

　そこに、

「姫様ーっ、湊殿どのーっ！」

　頼たよりになる凛り々りしい声が近付いてきたのである。

「た、助かったぁ～。クリスーッ、ここだーっ、早く来てくれーっ！」

　俺は声を張り上げて、己おのれの存在を知らせる。

「おおっ、湊殿！　姫様もっ！　帰りがあまりに遅おそいので捜さがしに出たのですよっ」

「ご無事でなによりです」

　駆け寄ってきた人ひと影かげは二つ、クリスと雪花だった。

　俺はソフィアとマリーのどちらかをクリスに引き取ってもらおうと見比べる。

　そして気がついた。ソフィアの両手が、がっしりと俺の腕を抱え込んでいることに。

　そして思い出す。昼間はマリーと腕を組んで歩いたけど、ソフィアとはそこまでできなかったと。

　ソフィアは目を閉じているものの、いつもは俺にほとんど見せることのないとびっきりの笑顔だ。

「う～ん、むにゃむにゃ……」

　ソフィアの夢の中では、まだデートが続いているのかもしれない。

　もしかして二人っきりの……？　ソフィアの隣にいる男が俺であることを願わずにはいられない。

「はわぁ、お二人とも眠ねむってしまわれているのですね。では、マリー様は私が」

　クリスもこの様子を察して、ソフィアを俺に任せる。

　マリーの温もりが俺から離れてしまう。

　すごい喪そう失しつ感。あれ？　俺ってやつは、マリーがそばにいてくれることまで、同時に望んでいるのか？

　なんて不ふ埒らちな野や郎ろうだ！　許さない、絶対にだ！

　学園男子全員の怒ど号ごうが、幻げん聴ちようとなって俺の耳に届いた。

　と、ソフィアひとりを背負い直し、俺が再び立ち上がったところに、

「あっ、湊、っと姫様たちも見つかったのねっ！」

　茜がやって来た。

『ぬぅぅ～～湊ぉ～～、あんたなに姫様とひっついてんのぉぉぉ!?』という、茜の大炎上を予想し竦すくみ上がっていると、

「ああだけど今度はコレットもいなくなっちゃってて！　どうしようっ!?」

　茜は別の問題にご執しゆう心しんであるらしく、肩かた透すかしを食らう。

　刹せつ那な──。

「あれ～、どうかしたの、アカネ？　あっ、ミナトも、みんな集合だね～っ」

　なぜか俺たちが戻ってきたのと同じ方向から、茜の意中のコレットが姿を現したのだ。

「もぅっ、コレットったら！　一いつ緒しよに行動しないと危ないって言ったのに、三十分以上もどっかに行っちゃって！」

　茜はプリプリとコレットに文句を言っている。

　三十分前っていうと、俺とソフィアとマリーがちょうど謎の魔ま物ものの襲しゆう撃げきを受けていた頃ころだろう。

　コレットも俺たちを捜していて、すれ違いになったのだろうか。コレットが魔物に出くわさなくて、ラッキーだった。

「ん、集合っていえば、アシエルはどこだ？」

「アシエル様も、湊様たち三人を捜しているはずですが」

　少し首を傾かしげるようにして、雪花が言う。

「そっか、ひとりで別の方を捜してくれてるのかな？　まぁ、アシエルなら一人でも絶対に問題は起こさない気がするけど」

「あはは、同感です。アシエル殿どのはそつのない方ですからね」

　クリスが屈くつ託たくなく笑い、俺たちはそのまま七人でクルーザーへと戻った。










　　　インターミッション４





　日の落ちた無人島。密林の闇やみの中に、二つの影かげが佇たたずんでいる。

　一つは黒服黒メガネの男。暗がりにまるで溶け込むように。もう一つは……。

「ご苦労。映像はしっかりと撮とれましたか？」

「はい、抜かりありません」

「博士の開発した、魔ま力りよくオーラ測定器のテストはどうでした？」

「はっ、そちらも数値が出ております、ご覧ください」

　黒服の男がスピードガンのような形状の機械を差し出す。受け取ったもう一人は、むしゃぶりつくように機械の液えき晶しようパネルを覗のぞき込んだ。

「オーラ強度一万二千……。前回の地下神しん殿でんでの強度が、儀式を行い完全な火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとなった状態で推定一万五千でしたから……」

「今回は儀式もなく、不完全体での数値です」

「明日は姫様方に儀式を行っていただき、完全体での測定をしなければ。大おお幅はばな数値アップが期待できそうですね」

「はっ」

　両者は満足げに頷うなずき合う。

「それでは、このメモリーデータは預かっておきます。首を長くして待っておられる研究所の方々に送信しないとね」



　　　　　◇



　映像が届き、壁かべ一面のモニターに大きく映し出されると、白髪しらがの男はまた興奮気味に口を動かし始めた。

「今回コレットが召喚したのは『吸魔誘鮮花パラベラマブル・シスター』。ご覧のとおり蔓状の触手を持ち、催さい淫いん作用のある花粉を撒き散らすのですな。十体くらい召喚すれば、小さな村くらいであれば一晩大変な状態にすることも可能なんですが……。一体だけでは機動性にも欠け、あっさりとやられてしまいましたなぁ」

「いえ、師し匠しよう、あれで十分ですよ。ミナトくんを強化するのが目的であって、逆に倒してしまっては元も子もない」

「ですが、明日はもっと手こずる魔物が必要ですわね。どれほど火山神顕現騎士ヴオルカエクエスとして成長しているかを測れるような」

「次に用意しておるのは『暴食の色情狂群フレツシユ・パンデミツク』。人間の身体以外は何でも溶かすことができるアメーバ状の魔物です。剣は効かないので戦い方を工夫せねばならんが、こちらも攻こう撃げき力りよくは低いですからなぁ」

「それでは物足りませんわ、ある程度苦戦してもらわなければ」

「そうでしょうなぁ。そう言われると思い、これを使おうと準備しておりますわい」

　コトン、とテーブルの上に小さなガラス壜びんが置かれる。容器の中の液体は混こん沌とんとした色しき彩さいを放っていた。

「師匠が開発なさった魔物専用の増ぞう強きよう剤ざいです」

「まあ、一種のドーピングですな」

「これを散布型の特とく殊しゆな弾だん丸がんに充じゆう填てんし、対象に撃うち込むことで効果を発揮します」

「素晴らしいですわ。これで明日の実験も、また一段と有意義なものになりますわね」










　　　第五章　女神VS召しよう喚かん士し





　ついに俺たちにとって、運命の朝が訪おとずれた。

　島の中心部に、目的の遺い跡せきがあるらしい。総勢八名、皆みないつになく緊きん張ちようした面持ちで行軍を始めた。

　荷物は全員分をまとめて、俺とアシエルが担かつぐバックパックに入れてある。コレットのフルートも、日焼け止めクリームも、いざというときのための非常食なども。

　会話は少なめだ。

　それもそのはず。昨日の夜ソフィアとマリーが目覚めてから、俺たちは緊きん急きゆうに対策会議を開いたのだ。議題はもちろん、俺たちが遭そう遇ぐうした魔物についてである。

　アシエルの見解は、それはおそらく古代シャルスティア魔法文明の遺跡を護まもる防衛システムとしてこの島に放たれた魔物ではないか、というものだった。

　ソフィアとマリーは、シャルスティアの魔法によって配備される護衛は骸がい骨こつや石像など無機物ばかりで、昨日遭遇したそれは明らかに生物と思われた点に違和感を覚える、そう主張したのだったが、それに結論を出せる者はいなかった。

　また、王家の秘宝である『運命のルビー』を探す試練においては、王女と『神しん託たくの騎士』、数人のお付きの者以外は参加を認められず、魔物が出たからといって応おう援えんを要よう請せいするなど不可能であるらしかった。

　獅し子しは我が子を千せん尋じんの谷に突つき落とすってか？　すげーよな、シャルスティア王国の王位継けい承しようの儀式、マジパネェよ！

　ってことで、現状に戻ろう。

　俺とソフィアとマリーが昨日遊んだ川は、浜辺から遺跡まで向かう三分の一程度の距離にあったようだ。まずはそこまで、昨日と同じ景色が続く。

　やはり、ジャングルの中を一時間歩くというのはけっこうしんどい作業だ。澄すんだ川に出るとみんなほっとし、十分ほど足を休めた。

　そしてまたすぐに進軍を再開する。



　すでに二時間以上歩いただろうか。

「はぁ……、ちょっと喉が渇かわいたわね」

　茜あかねのそんな呟つぶやきが漏もれた。

　無理もない。探検の経験も少なく、結果として体力の消しよう耗もうが一番顕けん著ちよに出るのは茜ということになる。地下神殿の後、クリスに勧められて……というか半ば強制的にこのところ毎日トレーニングをさせられていた俺、セフセフ。

　ん？　そう考えたら、コレットすごくね？　年ねん齢れい的てきには茜よりも辛つらいだろうに、見るからにピンピンしている。身のこなしとかまるで、密林が自分の庭だというくらい馴な染じんでいるような。

「アカネくん、どうぞこれを」

　誰よりも早くアシエルが反応し、小さな水すい筒とうを茜に差し出した。

　なんだろう、このめちゃくちゃ行き届いた気配り。イケメンなうえにこれだけマメな性格だとさぞや女の子にモテるんだろうな～、と俺は嫉しつ妬と三割増量中で感心する。

「あ、ありがとうございます」

　茜は素直に喜んで受け取った。

　ごくんっごくんっと威い勢せいよく飲んでいく。

「スポーツドリンクを用意してるなんて、さすがアシエル先せん輩ぱいですねっ！」

　ぷはぁっ、と水筒から口を離し、茜が絶賛する。

「おお、気がきくではないかアシエル。アカネよ、よければ私にも一口……」

　どうやら自分も喉が渇いていたらしいソフィアが、便乗しようと寄って来たそのとき、

「ソフィア様、どうぞこちらを。実は人数分持ってきているんですよ」

　アシエルは、ささっと手品師のような早業で、もう一つの水筒をバックパックから取り出してみせる。

「そうなんですか？　でしたら、私にも……」

「私にもお願いします」

「……ます」

　クリスとマリーと雪ゆき花かも、結局みんな我が慢まんしていたわけだ。

「じゃ、じゃあ俺も」

「ボクもーっ」

　そうして俺とコレットにも水筒は配られ、全員で喉を潤したのだった。



　それから十分ほどが経たっただろうか。

　明らかに、茜の足取りに異変が生じていた。モジモジと内うち股また気味に足を動かし、そわそわとした様子で俯うつむいて何かに耐たえている。

「うぅ……あ、あのっ！　と、トイレに行かせてくださいっ！」

　羞しゆう恥ち心しんに生理的欲求が勝利した瞬間であった。

　しょうがないなぁ、茜のやつってば。出発の前にちゃんと済ませておけばいいのに、などと思ってはみたものの。よく考えれば、遺跡に到とう着ちやくしたとして、そこは観光地ではないのだ。トイレに関しては、遅かれ早かれ全員が直面するであろう問題なのだった。

「トイレですか……。そうは言っても、ここは無人島ですし……」

　今度はアシエルとしても良い解決策はないようだ。そりゃそうだろう、ここで簡易トイレとか出してみせたとしても、事態は何ら好転するものではないのだから。

「わ、わかってます！　そ、そのへんの茂しげみで、ちゃちゃっと行ってきますっ！」

　顔を真っ赤にしてそう告げると、茜は一目散に駆け出していった。

「じゃあ、ボクがついてってあげるー」

　そこで、コレットがなぜか同行を申し出る。

　学校での、女の子同士の連れションの感覚だろうか？

「え、だ、大だい丈じよう夫ぶよ、そんな……」

　この場合、ついてきてもらうのと一人で行くのと、どちらを選せん択たくする女子が多いのか、大変興味のあるところではある。

　茜は少し困ったように立ち止まり、振ふり返る。

「いやアカネよ、見張りは必要なのではないか？　どこぞのミナトとかいう輩やからが覗きを働くやもしらぬでな」

　くくくっ、と意地の悪い笑みを浮うかべながらソフィアが横よこ槍やりを入れた。

　異議あり！　なぜそこで俺が引き合いに出されなきゃならないんだ!?

「もう、ソフィアったら、ミナトさんはそんなこと……しませんよね、ミナトさん？」

　途と中ちゆうまで俺を擁よう護ごしてくれるかと思われたマリーまでもが、急に不安そうに見つめてくる始末だ。

「わぁぁ～～っ、なんでそうなるんだぁ!?　ええぃ俺は茜が戻ってくるまでここを一歩も動かん！　目だって両手で覆おおってやるっ！」

　なんたる名めい誉よ棄き損そん。こうなってしまっては、俺は自ら態度で潔白を示すしかないじゃないか。

「な、なるほど……。じゃあコレット、近くまで一緒に来て、湊みなとをしっかりと見張っててちょーだい！」

「はーいっ」

　無邪気に返事をするコレットさえも恨うらめしい。

　俺はちょっとした人間不信に陥おちいりそうになる。

「ま、まぁまぁ、昨日は姫様たちも魔物に襲われたのでしょう？　一人で行動するのは、たとえ短い間でも危険ですよ。だから、二人で行くのは正しいと思います」

　クリスがそこで、やっと真面目まじめな意見を上げてくれた。

　そういえば、そうなんだよな。俺だけでなく、皆が気を引き締しめ直す空気が感じられるのだった。



　目を閉じてじっとしていると、時間の経過というのは非常に遅く感じるものだ。

　みんなで茜を待つこと──俺には永遠のように長く感じられたのだが実質十分くらいか、そこには想定外の展開が用意されていたのだった。

「コレットがっ、コレットがいなくなっちゃったぁっ！」

　動転した茜が、転がるように走ってきたのだ。

「はぁっ!?」

「なんじゃと!?」

「えぇっ!?」

「はわぁっ!?」

「!?」

「どういうことです!?」

　誰がどのセリフを言ったのかは想像してほしい。

　そんな衝しよう撃げきのさなか、俺おれの耳にもう何度目となるのか、ヒューヒューという微かな風の音のような耳鳴りが聞こえてきたのである。

　刹那。

　ガサガサガサガサガサッ！

　激しく周囲の草木を揺らして、それは現れた。

　赤黒い、屍し肉にくのような色をしたアメーバ状の何か。昨日の花の形をした魔物に、雰ふん囲い気きが酷こく似じしている。

　大きさはやはり、二メートルくらいだろうか。人間一人分か、それよりも一回りデカい。

　それが、全部で五体。今日はサービス大放出デーであるらしかった。

　俺は即そく座ざに背負っていたバックパックを下ろし、臨戦態勢を取る。

「皆の者、私の前を開けよ！　昨日は後おくれを取ったが、目にもの見せてくれようっ！」

　振り向けば、すでにソフィアは満を持して、詠えい唱しようを開始していた。

「聴きけ　飄ひよう漠ばくの戦歌　劈つんざけ　陽炎かげろうの帷とばり　我らが母　女神の裁き　墜おち揺るぎ見よ　慙ざん愧きの墓標　蒼弦空刃裂断クランシユアル・ヴアラツツ　！」

　ビュオオオオオオオッ！

　辺り一面の大気が集積し、軋きしむ。

　そしてぎりぎりと極限まで引き絞しぼられた弓のようにたわみ、ついに弾けた。

　ザシュッ、ザシュッ、ザシュゥゥッ！

　切断に次ぐ切断の嵐あらし。風の刃が荒あれ狂くるったのである。

　魔物たちは、よく研といだ包丁で捌さばかれた刺さし身みのように、二等分、三等分、四等分、と切り刻まれてゆく。

　バキバキバキッ、ドドォ───ンッ！

　ソフィアの魔法は、周りの木も二、三本道連れに切り倒たおしていた。

　しかし──。

　ぶった切られた魔物たちはべしゃべしゃっと崩くずれ落ちたのも束つかの間、断片同士が触ふれ合いぶにゅぶにゅとくっつき始める。

「な……、まったく効いておらぬのか!?」

　ソフィアが愕がく然ぜんとする。

　魔物五体は、その間に完全に元の状態に修復されていた。

　その直後。

　シュバァァァッ！

　まるでカメレオンの舌のように、魔物の先せん端たん部分が突とつ然ぜん長く伸び、一瞬にしてソフィアの身体に巻きつく。

　グゥンッ！

　ソフィアの身体は宙を舞まい、いとも軽々と魔物へと引き寄せられる。

「わぁぁっ!?」

　べちゃあっ、とソフィアの半身に、アメーバが覆い被かぶさる。

　うじゅうじゅと、ソフィアの四肢を舐なめ回すように。

「うわぁぁぁっ、なっ、なんじゃこれはぁぁっ!?」

　ソフィアが絶ぜつ叫きようした。

　その感触がいやだったのかと思ったが、どうやら違ちがう。アメーバに纏わりつかれたソフィアの服だけが、きれいに溶けてゆくのだ。

　ソフィアの白く艶つやのある肩から二の腕うで、胸元までが露あらわになり始めていた。

　ぶっ、なにこれえろい。

　毎度のことながら、姫様たちのエッチな姿を前にすると俺の体は俺の制せい御ぎよ下から逃のがれ、目は釘くぎ付づけ、足は棒立ちとなってしまう。

「ソフィアッ！」

　マリーが反射的にソフィアに向かって駆け出しそうになったそのとき。

　シュォォォッ！

「きゃぁぁっ!?」

　他ほかの魔物の一体が、ソフィアを捕とらえたのとまったく同じアクションを起こした。

　マリーが、またしてもアメーバから伸びた触手に巻き取られ、捕つかまってしまう。

「いやぁぁぁっ、こっ、こんなのないですぅ～～～っ!!」

　マリーの服は、まずお腹なかのあたりから溶かされてゆく。

　こちらも真っ白なもちっとふるるんっとした肌はだと、形の良いおへそが晒さらされてしまう。

「ひっ、姫様っ！」

　抜ばつ刀とうのため前に出るのがワンテンポ遅おくれてしまったクリスが二人の救出に走ろうとしたところに、また別のアメーバ一体が立ち塞ふさがった。

「このぉ、どけぇっ！」

　ブンッとクリスが長剣で薙なぎ払う。

　あっ、待ったクリス、そいつら服を溶かしたってことはもしかして……！

　と、口にするヒマもなく──。

　どろぉっ。

「はわあっ!?　私の剣が～～～っ!?」

　鋭えい利りだったはずの切っ先が、アメーバに触れたそばから溶よう解かいしてしまう。

　ど、どうなっているんだ、この魔物……。

　これで人間も溶かしてしまうんだったら、最強最悪ってランクに入賞できるのに、逆に人間の身体だけは溶かせないって。

　つまり、人を裸はだかにするためだけのモンスターってことなのかぁっ!?

　誰得だよっ!?　いや、だが確かに世界中の男子が求めて止まないとも言えそうなものなので、人類の半数にとっては有益となるのだろうか？

　などと俺の思考が迷めい走そうしている最中──。

　シュバァッ、シュバァッ、シュバババァッ！

「はわわわっ、し、しまったぁっ！」

「私も、ですか……」

「きゃぁぁ～～～っ、らっ、らめぇぇ～～～っ！」

　一瞬にしてクリスだけでなく、雪花と、ちょっと狙ねらい過ぎな悲鳴の気がする茜までもが、アメーバたちの虜とりことなってしまった。

　ん～、あれ～、なんだろう、この疎そ外がい感かん。

　捕まった少女たちが五人、出現した魔物は全部で五体。

　えっ、てことは俺、完全スルー!?

　つまりこの状じよう況きよう、俺が一体ごとにてくてくと近付いていって、ひょひょいっと一人ずつ引っぺがして助ければいいって、そういうこと？

　ああ、でも普ふ通つうに剣で切りつけてもダメなのか……、どうしたもんかな。

　ん？　そういえば、昨日俺、オーラで剣を包んで攻撃できたんだよな。火山神顕現騎士ヴオルカエクエスのオーラがあれば、剣が溶かされないで済んだりして……。

　よし、試してみる価値はありそうだ。

　まず、オーラを出さないと。ってあれ？　そうは言ったものの俺のオーラって、どうやったら出るんだっけか？

「こっ、こらっ、ミナト、見るでない！　助けるならともかく、ただぼーっと突っ立って観賞するだけとは何事かぁっ!?」

　着ている衣服をほとんど溶かされ、両手で大事な部分をなんとか隠かくしているものの、肌はだ色いろ率が九十八パーセントくらいになってしまったソフィアが頬ほおを深しん紅くに染めて叫さけぶ。

　ドクンッ！

　しまった、まただ。俺の身体は石のように硬こう直ちよくし、ソフィアの魅み力りよく的てきな姿に釘付けとなる。

「ミ、ミナトさんっ、早く助けてくださいぃ……！」

　ドクンッ！

　救出を懇こん願がんされるものの、動けない。動どう悸きが激しくなり、血液は沸ふつ騰とうしそうだ。

　ほぼ全ぜん裸らにされてしまったマリーの至高の芸術とも言えるおっぱいが、ぷるるんと揺ゆれる。重要なところは長い髪の毛が前にかかっているので確認はできないのだが、それでもなんという破は壊かい力りよくかっ！

「湊ぉぉぉ～～～っ、恥はじを知りなさいっ!!　このド変態がぁぁぁっ!!」

「見損ないましたよっ、湊殿っ！」

「湊様、最低です」

　茜やクリスや雪花も、みんなして大ブーイングだ。

　赤黒い粘ねん液えき質しつのうじゅうじゅした物体に乙女の柔やわ肌はだを蹂じゆう躙りんされる三人のその姿だって、本来だったらプレミア確定の光景だろう。

　だけど、なぜか不思議なことに、俺の身体はソフィアとマリーだけを求めているかのように、完全に二人だけに惹ひきつけられてしまっているのだ。

　ドックンッ！

　来た。

　ドクンッ、ドクンッ、ドクンッ、ドクンッ──、ブォォォンッ！

　真っ赤なオーラが、俺の全身を包んだ。駆け巡めぐる高揚感、人間の限界を軽々と飛び越こしてゆくような、そんな万ばん能のう感！

「みんなっ、すぐに助けてやるからなぁっ！」

　俺は名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに跳ちよう躍やくする。

　まずはソフィアの元へ。

　ズバァッ！

　ジュゥゥゥゥゥ───ッ！

　昨日よりも、さらに威い力りよくが上がっている。

　赤いオーラを纏った長剣がアメーバ状の魔物を一閃すると、あの凄すさまじい溶よう解かい力りよくを持った相手に対して剣には傷一つなく、逆に粘ねん液えき状の魔物の体は蒸発するように小さくなっていくのだ。

「とどめだっ！」

　もう一ひと振ふりすると、ソフィアを捕らえていたアメーバの本体は跡あと形かたもなく消滅し、

「ひゃぁっ!?」

　解放され、宙に投げ出されたソフィアを俺は両手でキャッチする。

　シュゥゥゥゥゥッ。

　俺の身体から発せられるオーラに触れ、ソフィアの身体にこびりついていたアメーバの残りカスもきれいさっぱりと消え去る。

　つまり、俺がまさにお姫ひめ様さま抱だっこしている現在のソフィアは、一糸纏わぬ生まれたままの姿なのであった。

　ブッッッ!!

　敵からは一切ダメージを受けなかったのに、俺はなぜか顔面の特定の部位から大量出血しかかる。

　いやまて落ち着け、今はこのまま昏こん睡すいしていいような場面じゃない。

「次、次ぃっ！」

　ソフィアをその場にそっと下ろし、俺は間かん髪ぱつ入いれずマリーのところへ。

　ザシュゥゥゥッ！

「みっ、ミナトさんっ！」

　神速の斬ざん撃げきを見み舞まい、マリーも空中でがっちりと抱きかかえる。

　うわぁぁっ、ソフィアもだったけど、マリーもつるんっとやわらけぇぇぇ～～～っ！

　まだだ。まだ意識を飛ばしてはいけない。あと三人、救出しなければ。

　と、向き直ったそのとき。

　ガサガサガサッ！

　新たに三体、俺の眼前にまったく同一のアメーバ状の魔物が登場したのである。

　増ぞう援えん!?　こいつら、倒しても倒しても、キリなく出てくる仕様なのか!?

　そう震しん撼かんしかけた刹那、俺の頭の片かた隅すみでチリチリと何かが引っかかるのを感じた。

　今この瞬しゆん間かんにも確かに聴こえている、ヒューヒューという耳鳴りのような音──これが、怪あやしい！

　この音がしているときに、魔物は昨日も現れた。

　まさか。

　この音が魔物を呼んだり操ったりするのに必要なもので……、つまりはこの魔物を操っている何者かが、近くにいるんじゃないのか!?

　その音が聴こえてくる方向は──。

「こっちだっ！」

　俺は、なおアメーバにべったりと貼はりつかれている茜とクリスと雪花の正反対の方角に、一気に疾しつ走そうした。

「ちょぉっ、湊ぉっ!?」

「ああっ、湊殿っ、ご無体なっ!?」

「いけずです……」

　三人の怨えん嗟さの声を背に受けつつ、俺がダッシュし飛び込んだ草むらの先に。

「!!　……こ、コレット!?」

　あの学園の高台でコレットがポケットから落とした、奇き妙みような形の笛。

　そう、やはり笛だったのだ。コレットは口に当てていたそれをぱっと離はなし、俺を凝ぎよう視しした。

「ミナト……、ボク……」

　コレットは俺に何かを問いかけるような、あるいは弁解しようとするような表情を見せる。

　そこに、

「これはどういうことじゃ、ミナト!?」

「ミナトさんっ、いったい!?」

　あの場に留とどまっていたのでは再び魔物に捕まるだけだと判断したのだろう。振り返るとソフィアとマリーが俺を追いかけてきていたのだった。

　しかも、その辺に生えていたと思われる、バスタオルくらいはありそうなジャングル特有の大きな葉を身体にしっかりと巻きつけて。

　まぁそんな格好も、それはそれで十分にエロいんだが。

　しかし、和なごんだ俺とは対照的に、姫様二人を視界に捉とらえたコレットの瞳ひとみが怒いかりに燃え上がる。

　なぜだ、なぜなんだコレット!?　どうしてソフィアとマリーをそんな親の仇かたきでも見るような目で睨にらんでいるんだっ!?

「パパをっ、パパを返せぇぇぇ～～～っ!!」

　コレットの魂たましいの叫びに呼応するかのように。

　ガササッ、ガサガサガサッ！

　コレットの背後から、魔物たちがわらわらと湧わき出したのである。

　そして素早く口元にあの笛をあてがい、コレットが身構える。

「待てっ、待ってくれコレット！　パパを返せって、どういうことなんだっ!?」

　こんな緊きん迫ぱく感をもって対たい峙じしなければならない理由がまったくわからない俺は、コレットを問い質ただす。

「ミナト、ボクのパパはそいつらに無理やり働かされているんだよっ！」

　コレットは真しん剣けんそのものだった。

「なんじゃと!?」

「ええっ!?」

　ソフィアとマリーも当然、寝ね耳みみに水といった反応である。

　何かがおかしい。陰いん謀ぼうの匂においがする。

　だが今、じっくりと時間をかけて誤解を解いている余よ裕ゆうはありそうにない。

「このぉっ、しらばっくれるなぁっ!!」

　コレットはすっかり冷静さを失っていた。

　それでも、俺がコレットを説得しなければ、他に誰だれがやるっていうんだ？

「コレット！　おまえがお父さんのことをとっても大切に思っていることはよくわかってる！　けど俺だって、家族みたいに大事に思っているソフィアとマリーが、コレットのお父さんに悪事を働くなんて、絶対にないって断言できるんだ！　俺を信じてくれっ！」

　俺の言葉に、コレットは困こん惑わくした表情を浮かべた。

　コレットの確信が揺らいでいる。

「コレットだって、ソフィアとマリーと一緒に遊んだじゃないか！　あのときの二人は、そんな悪い人間に見えたか？　思い出してくれっ、コレット！」

　コレットは少しずつ耳を傾かたむけ始めてくれているようだった。

　ところが、

「あんなの、お金持ちだから、プレゼントでボクを釣つろうとしただけなんでしょっ!?」

　コレットの瞳に、黒い影が射さしていた。

「むぅっ……！」

「そんなっ……！」

　ソフィアとマリーはその言葉に打ちひしがれる。

　俺はなんとしても、コレットへの贈おくり物に込められた二人の偽いつわりのない思いを伝えなければならない。

「違う！　違うんだコレット！　ソフィアとマリーは、俺や茜やコレットとまったく同じ思いで、自分が大切にしたい相手に、その人が欲しい物を自分の手でプレゼントしたかった、ただそれだけなんだ！　二人の気持ちを……どうかわかってやってくれっ!!」

　届け！　届け！　届いてくれぇぇぇっ！

　──。

　突然、すべての音が途と切ぎれた静せい寂じやくの後。

「み、ミナト……、ボク、どうしたら……？」

　コレットがすがるように俺の目を見つめ返した、刹那。

　タァ───ンッ！

　密林に響ひびく聞き慣れない音に振り向く。

　口径の小さな銃じゆうってこういう音がするのか。という感想が浮かんだのは、見るからに怪しい黒服黒メガネの男が木々の隙すき間まからそれを構えていて、発はつ砲ぽうしたとわかったからだ。

　この緑豊かな景観に、あまりにも似つかわしくない風ふう采さい。いったい……誰なんだあいつは!?

　そこで戦せん慄りつする。

　その銃で何を狙ったのか？

　ソフィアも、マリーも、コレットも、俺と同じように驚おどろいているだけだった。

　誰も倒れたり血を噴き出したりはしていない。俺はほっと胸を撫なで下ろす。

　パチュンッ。

　これまたおもしろい音を立てて弾丸が当たったのは、アメーバ状の魔物のうちの一体だった。

　ってことは、あの男は味方なのか!?　でも、この魔物にはたぶん銃も効かないに違いない。

















　俺は次々に考えをめぐらせる。たぶん一秒以内に起こっている出来事を。

　これはきっと脳内での処理が追いつかなくて、俺の時間感覚が麻ま痺ひしているせいなんだろう。実際にはまず視覚情報だけが記き憶おくされ、後からそれを想起しているはずだ。

　ムクッ。

　アメーバが微かに震ふるえた。

　なぜか一回り大きくなったように見える。

　ボンッ。

　今度は、弾はじけた。

　ポップコーンのように膨ふくらむのがわかった。

　ボンッ、ボンッ、ボボンッ！

　近くにいた何なん匹びきものアメーバたちを自身に取り込みながら、体積も重量も、二倍、三倍、四倍、と瞬しゆん時じに巨きよ大だい化かしてゆく。

　バキバキバキバキッ！

　近くにあった木を何本かなぎ倒し、ついにそいつは十メートルほどの大きさにまで達してしまった。

　巨大化したアメーバの一部が、拳こぶしを握にぎった腕のように伸のびる。

　ブゥンッ。

　風を切る、というより空気を押おしのけるような音を立て、魔物の腕が俺目がけて振り下ろされた。

　ズドォォォ───ンッ！

「うわぁっ!?」

　後方に飛びすさってかわしたが、俺がいた地面にはクレーターのような穴が穿うがたれる。

　この威力、ヤバいだろ。人間一人くらい、簡単にぺしゃんこにできるってレベルじゃねーかよ!?

　ついさっきまで、ただ人を全裸にするだけの、アダルティなゲームならたぶん重宝されるだろうってくらいの化け物が、あまりにも凶きよう暴ぼうな突然のクラスチェンジ。

「な、なにこれ……？　もとに、もとに戻さなくちゃ……」

　呆あつ気けに取られていたコレットが我に返る。

　こいつらを今まで操っていたのがコレットなのだとしたら、魔物の使し役えき者として責任のようなものを感じているのだろうか。

　コレットは慣れた手つきで笛を吹き、人の耳にはよく聴き取れない音を響かせる。

　しかし、巨きよ大だいな魔物には何の変化もない。

「あれ？　あれっ？　どうして!?　ボクの言うことを聞かないっ!?」

　コレットが魔物と自分の笛を見比べつつ、狼ろう狽ばいする。

　その間に、アメーバの拳がぐぐぐぐっ、と新たにコレットに目標を定めた。

「コレット、逃にげろぉっ！」

　マズい。俺の位置は、魔物を挟はさんでコレットの反対側。遠過ぎる。

　ブォォンッ。

　アメーバの腕がコレットに肉にく迫はくする。

　コレットはまるで、急に自動車の前に飛び出してしまった子こ猫ねこのように、竦んで一歩も動けないままだ。

　このままでは、直ちよく撃げき!?　そんな、『神託の騎き士し』なんて言われてるのに、俺は小さな女の子ひとりさえも守れないっていうのか!?

「空の女神が授く　儚はかなき疾しつ風ぷうの翼つばさ　翔移迅シエイラス！」

　短い呪じゆ文もんをソフィアが呟いていた。

　シュンッ。

　ソフィアの姿が掻かき消える。

　だが、俺には見えていた。カメラのフラッシュのような閃せん光こうの残像を描えがきながら、飛ぶように地を蹴けったソフィアが、魔物の腕をかい潜くぐりコレットを抱きかかえる。

　ドスゥゥゥンッ！

　アメーバの一いち撃げきに、大地が揺れる。

「くぅっ！」

　その、地面に突き刺ささったアメーバの腕のすぐ横に、呻うめくソフィアと、庇かばうように抱きしめられたコレットが横たわっていた。

　瞬間移動かと思えるほどの、ソフィアの魔法による超ちよう高速移動。

　ところが、コレットのもとに辿たどり着いたと同時になぜかソフィアは魔法を解き、そこからは生身の力だけで魔物の攻撃を回かい避ひしたらしかった。

　ぐぐぐっ、と再び巨大アメーバが獲え物ものを見定めるかのように身をくねらせる。

「このやろぅっ！」

　俺は自分が囮おとりになるつもりで、アメーバに切りかかる。

　ザシュゥッ！

　音だけは鋭するどいものの、巨大な相手にとってはほんのちくっとした程度だろう。その斬きってパックリと開いた部分は、すぐにぶにゅっとくっつき元に戻ってしまう。

　だが幸いにも俺の攻撃は、アメーバの注意を引きつけるのには、しっかりと役立っていたのだ。

　ソフィアがコレットを抱き起こし、アメーバから少し距きよ離りを取る。そこに、マリーが駆かけ寄ってきた。

「ソフィア！　コレットさん！」

「マリー、頼たのむ！」

　阿あ吽うんの呼吸でソフィアの要請に応こたえ、マリーが詠唱を始める。

「凍いてつかせよ　陣じん雲うん成す水の粒りゆう子し　絶え間なく満たす世の理ことわり　滞たい留りゆうせよ　無限なる水の壁　我らが母　海の女神の名のもとに　湧き出でよ　揺るぎなき奔ほん流りゆう──」

「ミナト、早くこちらにっ！」

　次いで、ソフィアは俺の名を呼ぶ。

　詠唱成立直前に、俺は三人のいる場所に滑すべり込んだ。

「──結けつ封ぷう　海嘯母神障壁ポロロクイアル・テナリオ！」

　パァンッ！

　空気が炸さく裂れつするような音を立て、ドーム状の水の膜まくのようなものが俺たちの周囲を覆う。

　海の女神の加護、マリーによる絶対の防ぼう御ぎよ結界。

「ばかっ、ソフィア！　もし間に合わなかったら、二人とも死んでたかもしれないんだぞ!?」

　最初に俺の口をついて出たのは、強過ぎるがゆえに非難めいた感じになってしまった、ソフィアの身を案じる思いだった。

「ミナトよ、そなたは人を助けようと思ったとき、そのあと自分がどうなるかを想像してから行動するのか？」

　ソフィアに毅き然ぜんと言い返され、俺は己の失言を悔くいた。

　あの瞬間、ソフィアは二つの選択を迫せまられていたのだ。一つは、何もせずにコレットが百パーセント致ち命めい的てきなダメージを受ける。もう一つはおそらく半々の確率で、失敗ならコレットと自分二人が致命的なダメージを受け、成功なら二人とも無事生き残る。

　なるほど、ソフィアなら間ま違ちがいなく、何の迷いもなく後者を選ぶだろう。

「ああ、ミナトよ。それともそなた、私が故意に翔移迅シエイラスを解いたように見えたのか？」

　ふとソフィアは思いついたというように再度俺おれに尋たずねる。

「そう、それっ！　あの超高速移動の魔法だよなっ!?」

　俺も忘れかけていた違い和わ感かんを思い出させてもらい、聞き返すテンションも自然と高くなろうというものだ。

「うむ、翔移迅シエイラスは他人と接せつ触しよくしていると発動できず、また発動後であっても他人に触れた途と端たんに効果が切れてしまうでな。おかげで、先ほどのような使い方しかできぬのじゃ」

「んなぁっ!?　魔法なのにっ、なんでそんな面めん倒どうくさい制約があるんだぁっ!?」

「ミナトよ、そなたは魔法が何でもやりたい放題の、夢のように万能なものだとでも、勘かん違ちがいしておるようじゃのぅ」

「たとえばこの海嘯母神障壁ポロロクイアル・テナリオだって、中から外へは自由に出られますけど、一度出てしまうと、外から中へは結界を解くまで二度と戻れませんから」

　ソフィアとマリーに、畳たたみかけられるように諭さとされる。

　実に納得のいく説明だった。

　そして俺は、ずっとおとなしいままのコレットに目を向ける。

　幼い少女は、まだ茫ぼう然ぜん自失といった様子だった。

「コレットよ、そなたのお父上を私とマリーが無理やり働かせているという件、信じてもらえるかはわからぬが私もマリーも本当に与あずかり知らぬ話なのだ」

「でも安心してください。シャルスティア国内に囚とらわれているのだとしら、私とソフィアが絶対にコレットさんのお父様を助け出してみせますから！」

　ソフィアとマリーは身を屈かがめ、俯くコレットの顔を覗き込むように語りかける。コレットの手を取り、勇気付けるように。

「大だい丈じよう夫ぶだ、コレット、俺も約束する。この化け物を倒して、ファムネリア島に戻ったら、すぐにお父さんと会わせてやるから」

「ミナト……、ソフィア、マリー」

　コレットが俺たち三人を見上げる。

　コレットは、俺の記憶が確かならば、このとき初めて姫ひめ様さま二人の名を口にしたのだった。

「んじゃあ、まず儀ぎ式しきをして完全な火山神顕現騎士ヴオルカエクエスにならないとな！」

　やる気がみなぎってきた俺は、テンション高くソフィアとマリーに提案する。

「むぐっ、そ、そうじゃなっ」

「はひっ、そ、そうですねっ」

　が、肝かん心じんの二人はなぜか噛かみ噛みでそれに応える。

　そこで、気付いた。ソフィアとマリーの格好が、一応大事な部分は全部カバーできているとはいえ、天然物の葉っぱ一枚巻きつけただけであることに。

「ほわぁぁっ、ききき気にしない！　俺、目瞑つぶっとくしっ！」

　カンフーアクションでも始めそうな奇き声せいを上げてしまう俺であったが、おたおたしている場合ではない。

　俺はぎゅっと瞼まぶたを閉じて虚こ空くうに両りよう腕うでを突き出し、ソフィアとマリーと向かい合った。

　ソフィアとマリーの緊張が、俺の手を取る二人から伝わってくる。しかしそこはプロの王女。二人はドレスよりも水着よりも大だい胆たんに露ろ出しゆつしている胸元へと、俺の左右の手を導く。

　ぺたん、と吸いつくようなみずみずしい肌の質感と温ぬくもり、沈しずみ込むような柔やわらかさ。

　その瞬間、フワァッ、と清せい涼りような浮ふ遊ゆう感に包まれた。

「我は天空を司つかさどる乙おと女めなり」

「我は大海を司る乙女なり」

　凛りんとした、優しい、美しい二つの声が重なる。

「「戦火巻き起こりて　我に降りかからんとする害意あり　汝なんじ　我の永遠の半身として　我が剣けんとなり　我が盾たてとなり　我が仇きゆう敵てきを滅ほろぼさんことを誓ちかうや？」」

　俺の身体の中に、俺ではない何者かが入り込んでくるような感覚。

「誓わん　我は噴ふき上げる炎ほのおを司る勇者なり」

「「ならばよし」」

　ちゅっ、と俺の両頬にキスをする二人。

　俺の魂が、天へと駆け上っていく。

　ブォォォォォッ！

　目を見開く。

　噴ふん火かするマグマと見み紛まがうほどの深紅のオーラが、俺の全身を包んでいた。

　内から内から、とめどなくパワーが溢あふれ出てくる。精神は、かなりハイ。

　火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの状態って、ヤバいと思うんだ。だから、とっとと敵を倒して終わらせないとなっ！

「おおおおおっ!!」

　雄お叫たけびを上げて、結界から躍おどり出る。

　すぐ目の前に、巨大アメーバが結界を覆い尽つくそうとするかのように立ちはだかっていた。

　俺は構わず、アメーバの体内に突とつ進しんする。

　ボンッ！

　そしていとも簡単に突き抜ぬける。

　ジュゥゥゥゥッ！

　アメーバに人一人分の穴が空き、俺のオーラが触れた部分からは白はく煙えんが上がる。

　だが、相手の大きさは何せ十メートルオーバー。全体からすればどうということもない。ぐにゅう、と穴がみるみる塞がっていく。

「でやぁぁぁっ！」

　オーラを纏まとった長ちよう剣けんで斬きりつけてみる。

　ズバァッ、と斬れはするものの、やはりすぐに傷は塞がってしまうのだ。

　ブンッ、ドガッ！

　かわすのは造作もないアメーバのパンチではあるが、大地にひびが入るほどの威力にはやはり恐おそれ入る。

　俺は数メートル後退し、剣を構え直した。

　膠こう着ちやく状態。どちらの攻こう撃げきも有効打を奪うばえないのだ。

　そのとき、俺から噴き出すオーラが、プロミネンスのように跳はねた。まるで、自分の正しい使い方を俺に教えようとでもいうかのように。

　俺は自分の手を見つめる。

　ボォォッ。

　小さく炎が爆はぜた。

　これってもしかして、俺の意思でオーラの勢いを操れるんじゃないか？

　ごくり、と息を呑のむ。

　やってみるか。俺は意を決して、大地を蹴るために脚あしの筋肉を収縮させる。よしっ。

　よーい──、ドンッ！

　一気に距離を詰つめ、巨大アメーバに体当たりする。

　だが、今度は突き抜けたりはしない。アメーバの体内に俺の全身を取り込ませたうえで、オーラを全開で放出する──と同時に、口が自動的に詠唱していた。

「冥めい道どうに木こ霊だませよ　鬨ときの鐘かね　緋ひの軛くびき　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　ゴオオオォォォォォォォッ！

　天を突き破るかのごとく紅ぐ蓮れんの業火が俺の身体から直線状に伸び、地を、草木を、大気を焦こがす。

　シュオオオォォォォォォッ！

　焼かれてゆく、溶とかされてゆく、巨大な粘液状の物体が……。

　消しよう滅めつするまで、燃もえ尽きるまで。

　ォォォォ……。

　魔物は跡形もなく焼き尽くされたのだった。

「でかしたぞ、ミナト！」

「ミナトさん！」

「すごかったね、ミナトー！」

　ソフィアとマリーとコレットが駆け寄よってくる。

　笑顔で振り返ろうとしたそのとき、

「あ、あれ？」

　俺は、ぺたん、と尻しり餅もちをついて地面にへたり込んでしまった。

　赤いオーラも完全に消えている。どうやら持てるすべての力を消耗し尽くしてしまったみたいだ。

　うわ～、あの技、なんか凄すごかったのはいいけど加減ができないのか？　あれ使った後って、必ずこうなっちゃうわけ？

　半はん端ぱない脱だつ力りよく感に襲おそわれ、ちょっと辟へき易えきする俺なのだった。

　そこに、

「湊っ、この薄はく情じよう者ぉ～～～っ！」

「姫様っ、ご無事ですか～～～っ!?」

「コレット様も合流できたのですね」

　茜とクリスと雪花が、やはり大きな葉を巻いただけの悩なやましい姿で走ってきた。

　彼かの女じよたちを襲っていた魔物たちも、おそらくいなくなったのだろう。

「みんな同じ格好なんだね。なんだか楽しそうっ！」

















　五人の女子高生たちを見回し、自分が仲間外れであることを悔くやしがるようにコレットが言う。

　そんな少女の言葉に、お姉さんたちは恥はずかしげに苦笑するのみである。

　するとまた新たに、

「いやはや、一時はどうなることかと思いましたが、全員こうして再会できたわけですね」

　服装に汚よごれ一つなく、実に涼すずしい顔でアシエルまでもがひょっこりと現れた。

「あっ、アシエル！　みんな大変だったってのに、ひとりだけそんな何事もなかったみたいに！　いったいどこにいたんだよっ!?」

「いや申し訳ありません。残念ながら私は非戦せん闘とう要員ですから。私も含め全員がやられてしまっては、そこでジエンドではありませんか。なので私は、常に戦場から一歩身を引き、最悪の事態となったとき皆さんをサポートできるよう万全を期しているのです」

　しれっと悪びれもせず、アシエルは優ゆう雅がささえ漂ただよわせつつ答える。

　俺以外のみんなは、それについて異論ないみたいだった。



　それから俺たちはしばらく、事の成り行きを話し合った。

　コレットが今回の一件で魔ま物ものを操っていたことも。コレットは自分の口から、まだ俺が聞いたこともないような魔法について説明してくれた。

「なんと、コレット殿どのはトランカナン共和国で召しよう喚かん魔法を習得されていたのですか！」

「シャルスティアと同じ、『世界魔法五大国』のひとつですね」

「そっか、コレットのお父さんのリシェール博士って、トランカナンの魔法研究の第一人者なんだもんね……」

　クリスも雪花も茜も、すいすいと理解できているようだ。

　そっち方面の知識に疎うとい俺だけが、またいつものごとく話題から周回遅れ状態である。

「ごめんなさい、ボク……」

　コレットは自分の父親を助けたい一心だったとはいえ、一方的な偽にせ情報に基づいて俺たちを襲わせてしまった事実にショックを受けていた。

「いや、そなたが謝ることはない。怪しいのは、そなたにお父上が攫さらわれたと吹ふき込んだ者……。とにかく一刻も早くお父上の行方を突き止めねばな」

　ソフィアもこういうときにはしっかりと人を慰なぐさめるんだなぁ、などと変なところで感心した。

　俺が目もく撃げきした黒服黒メガネの男についても、すでにみんなに話してある。

　そう、あいつがアメーバ状の魔物を銃で撃うった直後に、魔物は巨大化し暴走したのだ。

　さらにコレットが話すには、同一人物と思おぼしき黒服黒メガネの男が、そもそもコレットの父親がソフィアとマリーの命令によって強制的にシャルスティアに連行されたと騙だましたのだという。

「その黒服の男がコレットくんを利用したと見て、ほぼ間違いないでしょう。ファムネリア島に帰き還かんし次し第だい、即そく調査追つい及きゆうの指示を出しますよ」

　アシエルがそう結論づけ、一応ここにいる全員に共通の理解が得られたようだ。

「さて、魔物と戦っていたおかげで、時間もちょうどいいようですね。遺い跡せきまであと少しです。急ぎましょう」

　そして、アシエルは本来の目的を皆に促うながしたのだった。



　結局、行軍を再開してから三十分ほど経過した今、俺たちはやっと問題の遺跡へと到とう達たつしたのである。

　島の中心部──そこは唐とう突とつに密林が開け、見通しのいい草原が広がっていた。

　まず初めに目につくのは、石造りで細く高い円柱状の塔とう。これがどうやら件くだんの遺跡である。

　高さ五十メートル、直径五メートルくらいだろうか。頂上部分はどうやら展望台のようになっていて、全方位に身を乗り出せる感じだ。こういった形状は、俺の知る限りでは灯台と呼ばれている建造物に最も近いと思う。

　そんなものが島の中で海岸から一番遠い場所に建てられているなんて……、やっぱり俺にはシャルスティアという国がよくわからない。

　皆、石の塔を見上げつつ歩み寄っていくと、これまた問題の石せき碑ひが正面にでーんと立っていた。

「『空の女神の両輪　相並びて戦場を駆け　海の女神の御み腹ばら　引き裂さきて産声を授からん妙たえなる音色にて　審しん判ぱんの塔より道を指し示さん』」

　アシエルが今一度、石碑に彫ほられた古代シャルスティア神官文字を読み上げる。

「『空の女神の両輪』は太陽と月のこと。『相並びて戦場を駆け』は太陽と月が直列する新月のこと。そして新月には大潮が起こります。大潮によって引き潮の際に海面の水位が最も下がりますから、『海の女神の御腹　引き裂きて産声を授からん』というのは、海の中から何かが出現するという意味なのではないでしょうか」

　続けてアシエルは、石碑の詩の謎なぞに対する推理を披ひ露ろうしてみせた。

　その解読が正しいかどうかは、この塔のてっぺんに登って、コレットが笛を吹いてみればわかるんだろう。

　俺たちはアーチ状に開いている入口から、塔の内部へと足を踏ふみ入れる。

　塔は中空の造りだった。最上部まですっかり見通せる。壁へき面めんには螺ら旋せん状じように階段が組まれている。これを登っていけば、頂上まで出られるのだろう。

「いよいよですね」

「そ、そうじゃな」

　マリーとソフィアが、意を決するようにお互たがいに頷うなずき合う。

「よし、じゃあ誰が先頭で行く？」

　俺はそこで、非常に重要な役目について尋ねてみることにした。

　ここで先頭になるということは、最上部がどうなっているのかを誰よりも早く知る権利を得ると同時に、万が一罠わなや敵が襲ってきた場合それを食い止める義務を負うのだから。

　するとなぜか、コレットを除く女性陣じん五人が、じぃ～っと俺を値ね踏ぶみするように睨んできた。

「ん？　ど、どうしたんだよ、みんな……」

「先に登るのは、そなたとアシエルじゃ！」

　顔を真っ赤にして、ソフィアがキレ気味に叫ぶ。

　女の子たちは皆、身体に巻きつけている葉の太もものすぐ上のあたりを、伸びるはずもないのに掴つかんでもじもじしていた。

　……！　やっと、気がついた。五人の乙女たちは全員、今現在、『はいてない』のだということに。もちろんブラだってつけてない。

　いかん。意識し始めたら、すんごい体温が上じよう昇しようしてきた気がする。のぼせて足を踏み外さないように細心の注意を払はらわなければ。

　というわけで、俺たちは列になって一人ずつ、一歩一歩、上から微かすかに陽の光が差し込む薄うす暗ぐらい階段を登っていった。

　どこに目を向けても石壁だけという景色の単調さも加わって、けっこう神経がすり減る行程だった。



「着いたぞ、頂上だ！」

　十数分ぶりに浴びる日差しに目を細めつつ、俺は塔の最上部へと躍り出た。

　風が吹きつける。突つき抜けるような青空と、無人島一面に生い茂しげる緑。その視界の果てには弧こを描く水平線がぐるりと見み渡わたせる。

　それと、やっぱ床ゆかがあるのっていいよな。鳥類ではなく人類に属ぞくしている俺としては、しっかりと踏みしめられる広いスペースに安あん堵どするのだった。

「おおっ、いい景色ですねぇっ！」

「クリスのお尻しりもいい景色でしたよ」

「はわぁっ!?　ゆ、雪花、そんなこと言うなぁっ！」

　なんてかけ合いなども交えて、みんなが続々と上がってくる。

　この展望台の中央には、水すい晶しようのような透とう明めいな球体が嵌はめ込まれた台座が置かれていた。それがもしレンズだとしたら、本当に灯台なのではないかという造りである。

「それではコレットくん、お願いします」

　観光気分に浸ひたるそぶりなど微み塵じんもなく、アシエルは自分で担かついできたバックパックからコレットの楽器ケースを取り出した。

「う、うん」

　珍めずらしくやや緊張した面持ちながら、コレットはさすがに慣れた手つきでフルートを組み立てていく。

　ついに、運命の瞬間が近付きつつある。

　俺自身、喉のどが渇かわき、手に汗あせを握り、身み震ぶるいしてしまいそうなくらいだ。ここにいる全員が同じ感覚だと思う。

　いつもは観客千人を超こえるコンサートホールでさえ堂々としているはずのコレットが緊張しているのは、今作り出されている場の雰囲気のせいであるのだろう。

　皆がコレットを注視する静寂の中、若き天才フルート奏者は銀色に輝かがやくリッププレートに唇くちびるを押し当てる。

　清涼な水が湧き出すように、それは始まった。

　情感たっぷりのスローな出だしから、荘そう厳ごんに、力強く、徐じよ々じよにテンポアップしてゆく流りゆう麗れいな調べ。

　曲名など全然知らない俺ではあるが、感動せずにはいられない、そんな演奏だった。

　カッ。

　まだ一曲吹き終わらないそのとき、突然、台座の水晶が光ったのである。

　目が眩くらむほどの閃光に、俺は思わず顔を背そむける。

　そして、再び視線を戻もどすと──、スッと一方向に真っ白な光線が伸びていた。

　島から三キロメートルほど離れた海中へと、白い光は吸い込まれている。

　その、数秒後。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　塔が激しく揺れ始めたのだ。

「きゃぁっ!?」

「じ、地じ震しん!?」

　茜とクリスが思わず声を漏もらした。

　バサバサバサッ、と島中の木々のあちこちから、騒そう々ぞうしく鳥たちが飛び立つ。そう、揺れているのは島全体だったのである。

「し、島が……、浸しん水すいしている!?」

　次に口を開いたのは、俺だった。

　ブシュゥゥゥゥゥゥゥッ！

　まるで間欠泉のように、島のところどころから何本、いや何十本もの水柱が勢いよく噴き上がっていた。

　おそらく通常の自然現象としては、ありえない光景。

　その激しい水しぶきに混じって、熱帯らしい色いろ鮮あざやかな魚が何匹も弾き出されているのが見える。

　そこから推測するに、噴き出しているのは海水なのだろう。

　水柱となって溢れ出た海水は、そのまま濁だく流りゆうとなってすり鉢ばち状の島の中心部へと、どんどん迫ってくる。

　ついにはこの塔の真下にまで、恐ろしい勢いで海水が溜たまり始める。

「お、おいっ、これってヤバいんじゃないかっ!?」

　パニックになりかける俺に、

「案ずるでない、これは遺跡の仕し掛かけがその設計通りに発動しただけであろうからな」

　自身も多少驚いているようだが、どこか誇ほこらしげな表情を浮かべ、ソフィアが解説する。

　つまりこの無人島全体を含ふくめて、古代シャルスティア魔ま法ほう文明が創つくり出した巨大な一つの装置である、ということであるらしかった。

「あっ、あちらを見てくださいっ！」

　クリスが慌あわてて指差す。

　島から三キロほど先の、白い光線が突き刺さるその海面が、左右に割れ始めていた。

　ザァァァァァァァァァッ！

　音がやや遅れて響いてきた。

　旧約聖書に載のってるモーゼの奇き跡せきって、こんな風なのかな？　などと現実から遠ざかっていくような感覚に支配されつつある。

　今やぽっかりと、海面の一部に窪くぼみが出来上がっていた。

　ナイアガラ──そう、これはナイアガラの滝たきみたいなものなんじゃないか!?　写真でしか見たことのない俺ではあるが、少しこちらの世界へ戻って来られた気がする。

　ただし、実在の滝のように一方向からではなく、突然ぽっかりと空いた巨大な穴へと全方位から大量の海水が凄まじい勢いで流れ落ちてゆく絶景なんて、このシャルスティア王国以外で見られるとも思えない。

「あの場所、何か建っていますね」

　こんなときでさえ無表情で天晴あつぱれという他ない雪花がぽつりと指し摘てきする。

　海の只ただ中なかに即そく席せきで出現した窪み。その、海底の岩がん盤ばんが露出してしまっている辺りに、これまた石造りの寺院か教会のようなものが見えていた。

「『海の女神の御腹　引き裂きて産声を授からん』……。あそこに王家の秘宝が安置されていると考えてまず間違いないでしょう」

　真剣そのものの面持ちで、アシエルが断定する。

　そうこうしている間に、こちらの島の内部に溜まった海水の水位はぐんぐんと上昇し続けていたのであり……。

　高い塔の展望台の部分だけが、気がつけば海面にちょこんと浮かんでいる、そんな状況となってしまっていた。

「問題は、どうやってあそこまで行くかだよな」

　驚きを通り越してもはや半ば呆あきれ気味に俺は呟つぶやく。

「クルーザー！　……までは戻れないですよね」

　一いつ瞬しゆん名案が浮かんだと思ったのだろうが、茜はすぐにそれを撤てつ回かいした。

　だってここから肉眼で確認できるのだ、俺たちの乗ってきたクルーザーは。

　島だったはずの辺り一面がすでに海の上となり、クルーザーはつい先程まで海岸線だったところに、波間に浮かぶ一枚の葉のごとくプカプカと漂っていた。

「右手と左手と、あとは背中に一人でいけるのではないか？」

「そうですね、二人でちょうど三人ずつ運べますね」

　するとソフィアとマリーが、ずいぶんと余裕のある感じで会話を交わす。

　まるで、もう移動手段は確保できているとでも言わんばかりだ。

「さて、では私とマリーが、空路と海路で皆みなをあそこまで連れてゆこうと思うが」

「皆さん、私とソフィアのどちらに乗りたいですか？」

「も、もしかして、魔法で俺たちを運べるのか……？」

「うむ、無論じゃ」

「はい、もちろんです」

　きっぱりと、姫様たちは言い切った。

「空っ、空飛んでみたーいっ！」

　事態を把は握あくしたコレットが真っ先に手を挙げる。

「あ、コレットがソフィア様にお願いするなら、あたしも……」

「うむ、よかろう」

　続けて茜も立候補し、ソフィア機の定員は早々に残り一名となった。

「ただひとつ注意が必要なのは、空を行く場合、背中にしがみつく者は振ふり落とされる可能性がないとは言えぬ点じゃな」

　ソフィアは、さらっと怖おそろしいセリフを付け加える。

「それはつまり、しっかりと掴まっていられる腕わん力りよくが要るってことか」

　俺が確認を取ろうとすると、

「さらに落下してしまった際にも、その衝しよう撃げきに耐たえられるタフさがあるとなお万全ですね」

　クリスが条件を追加し、

「話を総合すると、湊様以上に適した人材が見当たりません」

　雪花が勝手に結論を出した。

「おっ、俺かよっ!?」

「むっ、み、ミナトか……!?」

「ちょぉっ、それって湊が、ソフィア様に背後から抱きつくってことですかぁっ!?」

　ソフィアがややうろたえ、茜が過か剰じよう反応を示す。

「なんだか痴ち漢かんみたいですね」

　クリスの一言で状況がいきなり悪化する。

「みっ、ミナトさん、欲求不満なんですか!?」

　いちいち真に受けないでほしい、マリー。

「だ～～～っ！　みんな脱だつ線せんし過ぎだっつ～のっ！　早く王国の秘宝を取りに行くべきなんじゃね～のかっ!?」

「ミナトくんの言うとおりです。あの神しん殿でん、いつまた海の底に沈んでしまうかわかりませんからね」

　珍しくアシエルから賛同を得られ、ちょっと嬉うれしかったりする俺なのだった。

「そ、そうであったな。これは神聖なる王家の試練、ミナトも変に意識せず、清せい浄じようなる心持ちで臨むがよいぞっ」

　自分自身に言い聞かせるように、ソフィアが命じる。

「じゃ、じゃあ、遠えん慮りよなく」

　俺は躊躇ためらいを吹っ切きるつもりで、がばっと肩かたから覆おおい被かぶさった。

　うわっ、うわっ、これって……！

　まるで恋こい人びと同士みたいな距離の近さじゃないか。うまく首を回せば、キスだってできそうなくらい、ソフィアの頭が、うなじが、すぐ目の前にある。

　ドッ、ドッ、ドッ、ドッ。

　俺の鼓こ動どうが、信じられないほどに加速していく。

「ばっ、バカ者！　少しは遠慮せぬか！　……！」

　振り返って、ソフィアも俺の顔があんまり近くにあるのに驚いたのだろう。頬を朱しゆに染め、サッと視線を逸そらすソフィアだった。

「ぜっ、全然清浄なる心持ちに見えないんですけどぉぉぉ～～～っ!!」

　茜がすんごい剣けん幕まくで俺とソフィアに詰め寄る。

「そそそ、そんなことないよな、ソフィア？　俺なんてちょっと野や暮ぼったいリュックサックみたいなもんだろ？」

　そんな俺の無む茶ちや振ぶりに、

「あああ、当たり前であろうっ！　リュックサックと言えば、日本ではマジックテープ式の財さい布ふと並んで神聖なものであると聞く！　ポスターを細く巻いて立てるとなお良いとか！　崇すう高こうなる魔ま法ほう使つかいは皆そのような出いで立ちだそうな!?」

　ソフィアは悪意ある桜さくら子こにでも吹き込まれたかのような発言を連発する。

　ソフィアのあまりのテンパリ具合に、茜も気の毒に思ったのかもしれない。ありがたいことにそれ以上の追及はなされずにすんだのだった。

「では、マリー様の背中には、私が失礼します」

　一方マリー側では、雪花とアシエルが左右の手に、クリスが背中に掴まることで決定したらしい。

「クリスだと胸が大き過ぎて密着しづらいのではありませんか？」

　不必要に雪花がクリスに絡からみ、

「どうしたんだ雪花？　そんなに自分の胸が小さいことをアピールして、代わってもらいたいの？」

「クリスに見下されるなんて……、くやしい……びくんびくん」

　逆に返り討うちにあうが、言葉とは裏腹にどこか楽しそうだ。

　二人はああやってじゃれ合ってお互いの調子を保つのが習慣になっているんだろう。

「では、準備はよいかマリー」

「ええ、ソフィア」

　ソフィアとマリーが目配せをする。

　そして、

「往ゆかん　星の吊つり橋ばし　雲の小路　空の女神の金の翼セラフエンナード！」

「往かん　貝の桟さん橋ばし　漣さざなみの運河　海の女神の銀の櫂キユリオンノーツ！」

　呪文を唱えると、二人の身体がそれぞれ金と銀のオーラに包まれた。

　マリーと他三名はそのまま数歩進み出て、すとん、と展望台の床からすぐ下に迫った海面に飛沫しぶきも立てず優雅に着水する。

　対するソフィア側は──。

　ふわり、と何の前まえ触ぶれもなく、俺の身体が重力から解き放たれる。

　実際、ソフィアは一切力を入れている様子はない。人間を三人も運んでいるというのに。

　茜とコレットとは、ただ手をつないでいるだけ。俺だって、こんなんだったら絶対に振り落とされることなんてないと断言できる。

　なんて思ったそばから、

「うわっ、ととっ！」

　グンッ、と急加速によって、俺はひとり元いた空間に置いていかれそうになる。

　思わずソフィアの肩にぎゅっと強くしがみついたものの、あまりにも華きや奢しやなその触さわり心地に、強く抱き過ぎるとすぐに壊こわれてしまいそうな気がして力を緩ゆるめた。

　周囲を見れば、下以外は一面の青空。雲がいつもより近い。

　風を切って、俺たちは飛行していた。

　一方のマリーたちは、四人で海面の上に普通に立ち、まるでスケートリンクで滑っているかのようにスーッと進んでいく。

　どちらも大変優雅な、空と海の旅路だった。



　十五分くらいかかって、俺たちは問題の、おそらく宗教的な建造物へと辿り着いていた。

　轟ごう々ごうと凄すさまじい水音が響いている。

　まさに周囲を巨大な滝に囲まれた、特とく殊しゆな場所。

　この、滝となって落ち続ける海水はいったいどこへ行くのか？　それはおそらく、あの無人島──クエンコ島を満たしているのだと思われる。古代シャルスティア魔法文明による、壮そう大だいな規模の循じゆん環かん式の噴ふん水すいのような仕掛けなのであった。

　俺たちはそんな人工の滝つぼのような岩場に降り立つ。

　そして中央の建物へと、今度は各々自らの足で向かっていくのだった。

　その神殿は十メートル四方の、すべて石で造られた建物である。普通に正面に入口があり、俺たちは多少警けい戒かいしながらも、躊ちゆう躇ちよなく中へと踏み込む。

　そこは、まるでファムネリア島にあった地下神殿とそっくりだった。

　三体の神像が正三角形の頂点を成す配置で祭さい壇だんを囲う。

　祭壇の上には、両手のひらに収まるくらいの大きさの、いかにも宝箱といった感じの物がぽつんと置かれていた。

「ソフィア、マリー……」

　俺は二人の名を呼び、また俺がこれを開けていいのか確認を取る。

「うむ、頼む、ミナトよ」

「お願いします、ミナトさん」

　ソフィアとマリーはとっくに覚かく悟ごを決めていた表情で、頷いた。

　二度目となるシチュエーションではあるが、やっぱり緊きん張ちようするなぁ。

　しかし、迷っていても仕方がないのだ。俺は蓋ふたに手をかけ、ガバッと開いてみせた。

　そこには──。

「かめ……ら？」

　カメラ──古びた感じで宝石が散りばめられた金属製で長方形の物体の真ん中に、レンズのようなものが突き出していて、ちょうど持ったときに右手の人差し指が当たる部分に、ボタンのようなものがついている。

　うん、これはどこからどう見ても、カメラにしか見えない。

「今回も……違ちがったようじゃな……」

「そう、ですねぇ……」

　ほぅっ、とソフィアとマリーが大きく安堵のため息をつく。

　よかった、と言っていいのかどうかわからないが、これでまた二人の姫様の女王継けい承しよう試験はまだ継けい続ぞく中ということになるのだろう。

　いや、やはりここは素直に喜んでもいいと思う。だってクリスも雪花も、茜でさえ嬉しそうに、緊張が一気に解けて気の抜けた笑みを浮うかべているんだから。

　そうだ、今回の秘宝はせっかくカメラなのだ。

　ここは当然、記念にひとつ、美少女たちの集合写真を撮とっておくべきではないのか？

　ただ、いくら古代シャルスティア魔法文明の創り出した秘宝だとはいえ、このカメラは非常にシンプルな構造らしく、セルフタイマーなんて都合のいい機能はついてないみたいだ。

　つまりは俺がカメラマンとして、自分でシャッターを押すしかない。まぁ、いいだろう。それくらいの奉ほう仕しは進んで引き受けようじゃないか。

　俺はそぉっとカメラを構えた。

　引き伸ばして部屋に飾かざる場合も想定に入れて、アシエルはフレームアウトさせておくことにしよう。

　数歩後ずさって、美少女六人がぴったりと収まるアングルも確保完かん了りよう。

　よし、今だ！

「お～い、みんなぁ～」

　俺は少女たちの注意を喚かん起きする。

　う～ん、それにしてもコレット以外はみんな大きな葉を身体に巻いただけの姿で、露ろ出しゆつ度ど的には申し分ないのだが、せっかくの滅めつ多たにない機会なのに、マニアックさが足りないのが実に惜おしいところだ。

　あ～、もっとこう、色んなコスプレ衣装とかだったら、写真の完成度もグッと高まるだろうになぁ。

　などと、芸術に対する飽あくなき情熱をほとばしらせつつ、

「はい、チーズ」

　パシャッ。

　俺はシャッターを押した。

「こっ、こら、ミナト、そなた何をしておるのだっ!?」

「あっ、ミナトさんっ、王家の秘宝を無む闇やみに触っては危険です！」

「む、湊殿どの!?　なんでしょう、この軽い既き視し感かんっ！」

「湊様、先が読めますね」

「わーい、ミナト、写真撮ってくれるのー？」

「湊ってば、今どきよりによってそのかけ声!?」

　六人の美少女たちが即そく座ざに反応する。

「茜っ、トリを任されて、ツッコミ所はそこかよっ!?」

　俺はとりあえず茜の発言を拾っておく──刹せつ那な。

　ボンッ。

　辺りが強きよう烈れつな閃光に包まれた。

「うわぁっ!?」

　俺はとっさに目を閉じ……、恐る恐る再び目を開くと、そこには、

「にゃぁー？　何コレおもしろーい！」

　猫ねこ耳をつけたコレットが、無む邪じや気きにはしゃいでいた。

　か、かわいすぎるだろ……。

　ふかふかもこもこの毛皮のビキニで、お尻にはしっぽまでついてるじゃないか。さらにお買い得、肉球グローブとシューズもセットでご提供致いたしております!?

















「きゃぁぁっ!?　何よこれっ、どうなってるのぉっ!?」

　茜が大げさに悲鳴を上げる。

　おおっ、健康的な太ももが眩まぶしいじゃないか。

　そのつけ根には、ぴっちりとお尻のラインにフィットした紺こん色いろの……これが、もしやあの噂うわさに聞く、ブルマってやつか!?

　小学生時代をともに過ごした茜ではあるが、この伝説のアイテムを装着した姿を高校生になって、しかも日本から遠く離れたこのシャルスティアで拝めようとはっ！

　上半身はもちろん白い体操着、貧乳の茜ではあるが、白い生地ってこう、なぜか浮き出るような……って、ポッチが二つツンッて見えてますよっ!?

「はわぁっ!?　なんで突とつ然ぜんこんなことにっ!?」

　クリスも自分の姿を見て驚きよう愕がくしている。

　クリスが着ているのは水色のテニスウェア。しかも最近流行のノースリーブワンピースタイプだ！　しかも超ちようミニ！　さらにご丁てい寧ねいなことに、ラケットまで手にしているという小道具の充じゆう実じつ具合！

　どひゃ～、これって、身体のラインめちゃめちゃ出まくりだよな。おまけに胸元まで派手に露出していて、クリスの立派なバストがはちきれそうじゃないか！

「なんでしょう……、スースーします」

　雪花はこんなときでも冷静な口調だ。

　雪花の衣装は、真っ赤なチャイナドレス。こちらも身体にぴたっとフィットして、光こう沢たくのある生地が妙みように艶なまめかしい。さらにやっぱり丈たけが超ミニな上、とっても大胆なスリットまでが左右両方に入っている！

　あれ？　そのスリットから覗のぞく太もものそんな位置まで下着が見えないってことは……、もしかして穿はいてない!?

　はっ！　まさか、全員……下着なし……ってことなのか!?　ブラも、パンツも……！

「ミナトよ……、これはいったい、どういうつもりなのだ……？」

　低く、わなわなと絞しぼり出すような、ソフィアの声。そしてなぜか手に握っている、黒光りする拳けん銃じゆうを今にも俺おれに突きつけそうな素そ振ぶりだ。

　婦警さん、婦警さんがいる!?　ソフィアは現実では決して目にすることのないだろう、ありえないくらいスカート丈が短い、青いポリスの衣装だった。

　それもなぜかエナメル加工のつるつるした伸しん縮しゆく性せいのない素材だからお尻の形が丸わかりだし、上半身もソフィアの見事なおっぱいの圧力で、留めてあるボタンが今にも弾けそうだ。

　ドクンッ、ドクンッ。

　この期に及およんで、すべてのエネルギーを使い切ってしまったかと思われていた俺の体内から、熱い何かが溢れ出してくるのを感じる。

「ひ、ひどいです～！　なんで、私だけ……これはあんまりじゃありませんか!?」

　マリーの、すでに半分涙なみだ声ごえになってしまっている、窮きゆう状じようを訴うつたえる叫さけびが上がった。

　ぶはっ!?　なるほど、たしかにこれはやり過ぎかもしれない。

　マリーの姿は、フリルが可愛かわいいにもかかわらずこの破は壊かい力りよく。圧あつ倒とう的てきじゃないか我が軍はといったところの、男の夢の終着駅。ピンク色の裸はだかエプロンであった。

　マリーの至高の横乳！　そして、残念ながら正面から確認することはできないわけだが、後ろに回れば間違いなく、その真っ白でもっちりとした生のお尻が外気に直接触ふれてしまっているのが見えることだろう。

　ドクンッ、ドクンッ、ドクンッ！

　キタコレ。俺最強、もう負ける気がしねー。ソフィアとマリーを守るのは、今後あと十年は俺に任せてもらって差し支つかえない。

　そう俺が確信しかけた、そのとき──、

「みぃ～～～なぁ～～～とぉ～～～～っ!?」

「覚悟はできておるのだろうな？　せっかく、まともな服が手に入るチャンスであったのにっっっ!!」

　鬼き神じんのごとき形相で、茜とソフィアがじりじりと迫りくる。

　そう、つまりこの秘宝は、撮さつ影えいする者が思い描く通りの服装を瞬しゆん時じに被ひ写しや体たいに装着させることができる、そういう代物だったのだろう。

「まっ、待ってくれ！　確かにちょっとばかり不用意だったけど、あんな葉っぱ一枚の格好のままが良かったのか!?　服着られただけマシじゃないか！」

　とっさに試みた俺の反論は、

「私だけ悪化してるじゃありませんかぁ！」

　マリーの悲痛な叫びによって掻かき消された。

「わ、わかった、撮り直すよ、もう一度。そしたら万事解決じゃないか！　ははっ、やったなっ」

「湊様、この秘宝は一回使用する毎ごとに一年間エネルギーのチャージが必要と書いてありますが」

　お決まりのように、秘宝が納められていた箱をまじまじと眺ながめていた雪花が、とどめを刺す。

「「天てん誅ちゆう!!」」

　ドカッ、バキッ、ガスッ！

　ソフィアと茜の容よう赦しやのない、重い重い連打の嵐あらしが、俺の意識を奪い去るのにそれほど時間はかからなかった。



　　　　　◇



　クルーザーがファムネリア島に帰港し、接せつ舷げんする。

　全員、出発の時と同じ格好──船内にあった予備の探険服に着き替がえ直しての凱がい旋せんである。

　短い春だった。王家の秘宝によって、せっかく会心のコーディネイトをみんなにプレゼントすることができたというのに……。俺としては、残念の二文字に尽きる結果だ。

　港に降り立った俺たちを一台のリムジンが待ち受けていた。

　バタンッ、と扉とびらが開き、車内から現れたのは、

「おおっ、コレット！」

「えっ、パパ……!?　パパ───っ！」

　コレットの父親、ベルナルド・リシェール博士その人だった。

　感動の再会に、二人はしっかりと抱だき合う。

　って、おいぃっ！　リシェール博士って、攫われて行方不明なんじゃなかったのかよ!?

「いやぁ、すまんすまん、急なフィールドワークの要よう請せいが飛び込んできたものでなぁ。着の身着のままで今日まで出張しておったのだが、まさか私が誘ゆう拐かいされていることになっておったとは……」

　すでにシャルスティア政府から情報を得て、状じよう況きようを把握しているらしいリシェール博士が、自身も戸と惑まどいつつ説明してくれる。

　クルーザーに戻ったアシエルが無線機で、コレットから得た情報を元に、リシェール博士の捜そう索さくと、黒服黒メガネの男についての捜そう査さと可能であれば逮たい捕ほを指示してからまだ三時間程度といったところだろうか。

　まさに急転直下。コレットにとってはこれ以上嬉しいことはない、スピード解決であった。

「旅先からも何度も電話したんだが、コレットにどうしても繋つながらなくってなぁ。いやはや、心配かけてすまんかったなぁ」

「ううん、パパが無事で、本当に良かった」

　申し訳なさそうに謝る博士にしがみついたまま、コレットが答える。

「リシェール博士の出張が終わればすぐにバレてしまう程度のちゃちな嘘うそですが、仕組んだ側からすれば、それで十分だったのでしょうね。すべては例の黒服の男の狂きよう言げんだったのでしょう」

　アシエルは事件の全ぜん貌ぼうを推察した。

「問題はなぜ、そんな偽情報をコレットくんに与あたえてまで、今回の陰いん謀ぼうを企たくらんだのかですが……」

「うむ、そちらの件はきっちりと調査を継続してもらおうか。頼んだぞアシエル」

　ソフィアもまだ腑ふに落ちない様子で、厳いかめしく命じる。

　だが、場はすでに、めでたしめでたしという雰ふん囲い気きで満たされていた。

　この中の誰だれもが、再会を喜ぶリシェール親子の姿を見ていると、今はとりあえずそれで十分だと、そう思えるのだった。

　すると、博士からようやく体を離はなしたコレットが、とととっと今度は俺に駆け寄ってくる。

「おっ、どうした？　コレット」

　何か大事なことを伝えようとしているのだと感じ、俺は少し屈むようにしてコレットの顔にできるだけ自分の顔を近付けた。

「ミナト、あの島で、騙されてたボクを真しん剣けんに止めてくれて、本当にありがとう。一番大好きな人はパパだけど……、ミナトもすっごく、大好きだよっ」

　ちゅっ。

　にっこりと微笑ほほえんで、コレットは俺の頬ほおに感謝のキスをくれたのだった。

　まだ子供らしい、無邪気なキス。

　でもそれは俺にとって、十分に温かく、そして柔らかかった（性的な意味ではなく）。

　……だというのに。

「湊ぉぉっ!!　あんたなにコレットにまで色目使ってんのぉぉぉ～～～っ!?」

「ミナトよ、ロリコンは犯罪じゃと習っておらぬのか？　今からその体にしっかりと刻み込んで教えてくれようぞ!!」

　茜とソフィアが、なんという大人気なさだろう、耳まで真っ赤になって、激げき怒どしているじゃありませんか!?

「ちょまぁっ!?　落ち着け、二人ともっ！　これはどう解かい釈しやくしたって合法だろぉっ!?」

「い～え、非合法ですっ！　違い法ほうです！　通報しました！」

「そなたのような、ワンバウンドの剛ごう速そつ球きゆうでさえ後こう逸いつせずにキャッチできそうな守備範はん囲いの広さ！　野放しにしておっては、我がシャルスティアが危ないわっ！」

「「天誅!!」」

　誰か、助けてくれ。

　なんか俺、ほんの数時間前にも、同じような被ひ害がいを受けた気がするんだが。精せい一いつ杯ぱい体を張って努力した結果、なんでこんな理り不ふ尽じんな目に遭あわなくてはならないのか。

　けど、それでもやっぱり。

　囲まれる美少女が六人に増えた、この地上に残された唯ゆい一いつの楽園で──、美しき姫ひめ君ぎみたちを守る騎士ってやつをさらに粉ふん骨こつ砕さい身しん、精しよう進じんしてみようかと誓う俺がいるのだった。



















　　　エピローグ





「素晴らしい……！　儀式を経へての火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの数値が、三万二千！　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデンを放った際の最大出力は五万八千ですぞ！」

　モニターや計器類に囲まれ、無機質で冷たい印象であるはずの室内が、このときばかりは燃え上がるような熱気に包まれていた。

「予想を遥はるかに上回る大成功と言えるでしょうね」

「驚おどろきですわ、これほどの短期間でここまで数値が伸のびるなんて」

　三人は次々に口を開く。

「さすがは剣けん聖せいカゼハラナギトの一人息子！　これならば、邪じや神しんの復活を人じん為い的てきに早めてしまってもよいのではありませんか？」

「それは……さすがに早計かと思いますわ」

「ええ、そう焦あせる必要もないでしょう。一歩ずつ、確実に前進すべきです」

「七万、いや十万まで、火山神顕現騎士ヴオルカエクエスの完全体発動時のオーラ数値を上げることができれば、いよいよ我々の計画も実現は目前となりますわね」

「なんということか。神の領域に踏み込むまでに、わずか五年足らずで……！　いや私も、年とし甲が斐いもなく、いささか興奮してしまいます」

「今日はひとつ乾かん杯ぱいをしませんこと？」

「いいですね」

「おお、ぜひとも！」

「グラスを用意致しますわ」

　普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくであるはずの科学者と為い政せい者しやが、身を震ふるわせ、歓かん喜きの感情を露あらわにする。

　さらに扉をひとつ、開け放ってしまった、神への挑ちよう戦せんは果たして……、いかなる結末をシャルスティアに、世界にもたらすのであろうか……。
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　　　あとがき





　本書が初めてとなる方は、初めまして。一巻をお読みくださった方は、お待たせ致しました。糸いと緒お思し惟いでございます。

　前回、一巻のあとがきは、デビュー作だったこともあり、うお～あれも書きたいこれも書かなきゃと思っていたところに一頁しかもらえず、文章を詰め込むのに苦労しました。

　で、今回は四頁もいただけたのですが……、いざたくさん書けるとなると、今度は逆に、あれ？　もう書くことがないよ？　といった状態なのです。いや～、難しいものですね、あとがきって……。



　それではやはりまず、謝辞から。

　担当の南部様。本書が出版されるまでの工程に関わってくださった皆様。今回もとてもお世話になりました。イラストレーターの三さん色しよく網あみ戸ど。様、素晴らしいイラストをありがとうございました。修羅場らせてしまってすみません。やりたいゲームがあるのにできない苦しみ、自分もよくわかります。世○樹３、本書が出る頃には（たぶん？）存分にお楽しみください。と書きながら僕は現在、サカ○く中です。



　オンラインゲーム内の友人である、エコさん、バリさん。お二人と深夜に交わしたチャットが勇気と発想を与えてくれ、こうして二巻として結実しました。



　中学のとき、苦手だった英語を教えてくれた祖父。つい最近まで夕飯を作ってくれた祖母。帰省したときにいつも抹茶を点たててくれた祖母。



　そんな祖父も今では老人ホームに入っているのですが、毎週様子を見に行く母から先日驚愕の報告を受けました。身内からの情報なので信憑性は微妙なのですが、なんと祖父の老人ホームでムフフ一巻が大人気だというのです。もちろん、デビューした際に、祖父にも一冊渡したのですが、それだけでは足りないからと追加を頼まれたそうです。ラノベの読みやすさがもたらす意外な需要!?　いかがでしょうか、全国の老人ホームの皆様、いつまでも若者の心を保つ秘訣、『突然騎士になってムフフな俺がいる』をぜひ！



　さぁ、早速書くネタがなくなってきました。このように、まだまだ作家として慣れないことばかりの自分ですが、そんな日々の生活習慣における変化があったので、少しそれについて触れてみようかと思います。

　僕はけっこうお酒が好きなのですが、といっても週に一日か二日嗜む程度ですが、一ヶ月、二ヶ月というペースで小説を書かねばならない、となるとそんな少ない回数でさえ、お酒を飲むわけにはいかないことに気付きました、自分の場合。たくさん飲むと、また度数の強いお酒を飲むと頭が全然回らなくなってしまうんですね。ただし、五パーセント未満のお酒をコップに一杯程度であれば、逆に瞬間的に執筆速度が上昇することも確認しております。

　さらにまた、僕はこれまでほとんど珈琲コーヒーは飲まない主義でした。基本、紅茶党でした。が、しかし、毎日小説を書こうと思ったら、珈琲を飲まないとまったくと言っていいほど、文章が書けないのです。珈琲の頭を冴えさせる能力、マジパねぇ！　なので起きたらまず冷蔵庫から徳用ペットボトルの珈琲をコップに一杯、これが欠かせません。



　え～、では最後に、趣味の話を少々。僕は某巨大動画サイトにアップされる、某アーケード対戦型カードゲームの頂上対決を見るのが日課なのですが、ちょうどこのあとがきを書いている頃にバージョンアップがあり、新カードが投入されました。その中に、『め○ん一刻』の管理人さんがいるんですね。で、そのカードが使用されている動画から、リンクが伸びておりまして。「ピカソ」という音楽グループを皆様ご存じでしょうか？　自分は高校生のとき、もし小説家になれてあとがきを書けることがあったら、そこでピカソを大々的に応援しよう、と堅く決心していたことを、ふと思い出しました。というわけで、こうして実行している次第です。



　そんなこんなで、頁数をいただけるとこんなとりとめのないあとがきになってしまいましたが、本書を手に取ってくださった読者の皆様と、三巻でまたお会いできることを祈りつつ、ひとまず筆を置きたいと思います。
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